


[image: ]







イケメン御曹司に独占されてます


有坂芽流












目次




イケメン御曹司に独占されてます


戸惑いの配属式

イケメン鬼上司、専属!?

初恋の甘い記憶

王子？　偽王子？

セレブパーティー・パニック

「俺だけが泣かせていい」

近づく距離

腕の中で溺愛されて

突然のキス

乱心のオフィス

逃げない心

明かされた真実

あなたのお気に召すまま



特別書き下ろし番外編


ささやかな永遠～side秀明～






あとがき







イケメン御曹司に独占されてます










戸惑いの配属式




「やっぱり、第一希望は秘書課かな。面接でも、秘書検定一級をアピールしといたし、けっこう手応えあったと思うんだけど」

　スーツのポケットから取り出した小さな鏡に極上の笑顔を向けたあと、七な海み子こが悪戯いたずらっぽい微笑みをこちらに向ける。

　同期の中でも特に目立つ七海子の美貌は、芸能人並み。理想的な卵型の輪郭に、バランスよく配置された端正なパーツ。ほどよくブラウンに染めた髪は上品さを保つ程度に巻かれ、柔らかな光沢を放っている。

　油断すると女の私でさえじっと見つめてしまうほどなのだから、入社一カ月目にして既に社内で評判になっているというのもうなずける。

「希望どおり配属されるんじゃない？　七海子、いかにも秘書って感じだし」

「ふっふー。やっぱり？　実はちょっと自信あるんだー」

　大きな二重の周りで、ゴージャスなまつげがパチパチと上下する。

　七海子――宮みや原はら七海子とは、入社試験の時に彼女に話しかけられて以来の仲だ。

　その完璧な容姿のせいで一見近寄りがたいけれど、意外に面倒見がよくて姉御肌の七海子。若干のんびりしている私とはちょうどいい組み合わせのようで、出会ってから今日に至るまで毎日のように連絡を取り合っている。

　そしてこれからは、同じ会社でともに働く同期。誰とでもすぐに打ち解けられる七海子が一緒にいてくれることは、人見知りの私にとってずいぶん心強いことだ。

「萌も愛えも希望の部署に配属になるといいね。経理部だっけ？」

「うん。私、計算が得意だから」

　私、鈴すず木き萌愛は、この春大学を卒業したばかりの新社会人。四月の初めに入社式を終え、本日めでたく配属式を迎える、ぴかぴかの新入社員だ。

　大学では英文科に在籍していたけれど、就職を見据えて授業の合間に簿記検定の資格を取った。それも、誰もが持っている三級ではなく、二級。この資格を取るのに、大学時代にかなり苦労をした。三度の受験を経て、ようやく合格を勝ち取ったのだ。

　文系女子の就職が難しいといわれるこのご時世に、一部上場企業であるこの『常磐ときわ商しょう事じ』に入社を許されたのも、こうした努力が実ったからだと自分では思っている。

　常磐商事は、国内最大手の鉄鋼メーカー『常磐ときわ製せい鉄てつ』を母体とする『常磐ときわホールディングス』傘下の専門商社だ。専門といっても、もともと傘下にあった食品や繊維を扱う商社と合併を繰り返し、今では鉄だけではなく幅広い品種を扱っている。

　今年の採用は、男女合わせて三十人。事務職の私たちは本社での配属が決まっているけれど、総合職の人たちは地方の支店に配属になる可能性もある。だから、こうして配属を待っている会議室には、期待と不安が入り混じった、なんとも言えない緊張感が漂っている。

「経理部ねぇ……。だけどさ、管理部門ってあんまり男の人いないよ？　萌愛は彼氏いないんだし、出会いって意味じゃ、あまり期待できないかも」

　キレイに巻いた髪を指先でくるくるもてあそびながら、七海子が小悪魔のように微笑む。

　すると、私たちの前の席にいた野の口ぐちくんが慌てたように振り返った。

「なんだよ、配属前からもう男の心配？」

　拗すねたように七海子を見る野口くんに、七海子が優しい微笑みを返す。

「やだぁ、野口ったら。私の話じゃなくて、萌愛のこと」

「お前さ、どこの部署に行っても、あんま他の男に色目使うなよ。そうじゃなくても目立つんだからさ」

「野口ってば、そういうのは仕事が終わってからね？」

　七海子にかかればまるで子供のように扱われる野口くんは、有名私立大学のアメリカンフットボール部でクォーターバックをやっていた。アメリカの青春ドラマでいうと、ヒエラルキーの頂点にいたような人物だ。

　優秀な上に運動神経抜群、さらにルックスのよさまで与えられた彼は当然、同期入社の中でもひときわ目立つ存在で、同じく女子でダントツに目立っていた七海子とまとまるのに大した時間はかからなかった。在学中に内定者ばかりが集められて行われた研修に何度か出席するうち、ごく自然に付き合うようになって現在に至る。

　野口くんを狙う女の子は同期の中にけっこういたようだけれど、七海子が相手では誰も文句は言えない。七海子のほうもまた然りだった。

「野口の希望は営業部でしょう？　それも、例の第三営業部」

『例の』と声をひそめた七海子に、野口くんが苦笑する。

「そんなふうに言わないでくれよ。第三営業部はメインの部署じゃないけど、あそこに配属される新入社員は、その年一番の将来有望株なんだからさ」

　第三営業部は、本社の中で最も忙しいと言われている部署だ。

　常磐商事が扱う鋼材の中でもメインの品種は、家電や自動車の材料となる薄板、船などに使われる厚板、そして大きなビルやマンションに使われる建材だ。これらは各鉄鋼メーカーで標準サイズが決まっているので、いわゆる大量生産ができる。

　一方で、第三営業部はメイン部署ではないものの、メーカーに直接オーダーを入れて資材を入れるような特に大きなプロジェクトを扱っている。研修で説明を受けた内容によると、橋や水上構造物など、通常の規格品では対応できない物件が専門らしい。設計に合わせたオーダーメイドの材料を使わなくてはならないため、必然的に失敗はゆるされない。

　そのせいか、一カ月に及ぶ研修期間中に何箇所か本社内のフロアを見学したけれど、あの部署だけは漂う空気が違っていた。他の部署では『あ、今年の新入社員だ。どんな子がいるのかなぁ』といった感じで私たちに温かい眼差しを向けてくれたけれど、第三営業部にはそんな柔らかい雰囲気は皆無だった。

　特に忙しい時間帯だったのかもしれないけれど、パソコンに向かって目にも止まらぬ速さで入力を続ける人たちの、必死の形相。物珍しげにぶしつけな視線を向ける新入社員には目もくれない、すさまじい集中力。

　今思い出しても、ゾッとするような迫力だった。

「だけど、死ぬほど忙しいんでしょ？　仕事内容もハードで、中には辞める人までいるって……」

　大げさに眉をひそめた七海子が、内緒話をするように野口くんに顔を近づける。

「まぁ確かに、そういう噂うわさもあるにはあるけど。でも、そういうところで通用しなくちゃ、将来性はまったくなしってことじゃない？　俺、けっこう自信あるんだ。それに……そういうところでちゃんとやれなきゃ、七海子をずっと独り占めできないだろうし」

「やだ、野口ったら。ダメでしょ、ここ会社」

　上目遣いでにらんでいるものの、全然怒ってない七海子の顔が甘くゆるむ。そしてふたりの周りにだけ、お花畑のようなラブラブムードが漂った。

　そんな直視できない恥ずかしいやり取りにも、ふたりは一向に動ずることがない。まったく恋愛経験のない私にとっては、まばゆいばかりの美男美女カップルだ。

　すごい。ホントにモテる人たちって、こんな感じなんだ。

「でも、あの部署に配属される女子も大変よねぇ……。去年の人も三カ月で辞めたんでしょ？」

　唇を尖とがらせながら、他人事のように言う七海子。

「いや……。辞めたというか、別の部署に転属になったらしい。まぁ、適性ってのもあるんだろうし、一概に能力がなかったわけじゃないと思うよ。厳しい入社試験を突破した上で入ったんだろうし」

　野口くんは人の悪口を言わない。さすが、チームスポーツの主将をやっていただけのことはある。

　肩をすくめた七海子が「やだやだ、怖ーい。行きたくなーい」と眉をひそめる。

「女子からも毎年選りすぐりが送り込まれてるらしいけど……。まぁ、女の子にはちょっと厳しい部署かもね。七海子みたいにハッタリでやってくタイプは絶対に配属されないだろうから大丈夫。萌愛も簿記二級を持ってるんだし、経理部は堅いんじゃない？　同期で二級まで持ってるヤツなんて他にいないんだろ？」

「それはそうだけど。まだ分かんないよ……」

　それでも、野口くんが目指している第三営業部に自分が行くことは、絶対にないだろうと思う。

　あんなに緊張感のある空間でミスなく仕事をこなすなんて、私にはとてもできそうにない。自分にはやっぱり、コツコツと細かい作業を続ける経理部が適任だ。きっと人事だって、それを分かってくれているはず。

「沢さわ田だや広ひろ瀬せ辺りが回されるんじゃないの？　あいつらなら根性もありそうだし。まぁ、別の目的もありそうだけど。なにせ、社内一有望な男がいる部署だからね」

　沢田さんや広瀬さんは同期の中でも発言力があり、なにかというと場を仕切ろうとする中心的存在だ。簡単に言えば自他ともに認める、デキる感じの人たちで、偏差値の高い大学を出ている上、七海子ほどではないけれど容姿だっていい。本人たちにも自信があるのは、その振る舞いでよく分かる。

　そして私に対しては、目立つ七海子や野口くんとつるんでいるのが気に入らないのか、やることなすことダメ出しをしたり、これみよがしに皮肉を言ったりと、なにかと嫌味な態度を取ってくる。『アンタなんて、なんの取り柄もないくせに』と思われているのだろう。

「沢田さんは秘書課、広瀬さんは第三営業部が希望なんだって」

　内緒話をするように言った七海子が視線を馳はせると、当のふたりが同時にこちらを振り返る。

　うわぁ、完全に目が三角になってるよ。こ、怖い……。

　そんなやり取りを持て余していた時、不意に会議室のドアが開いて、足早に人事部長が入ってきた。

　室内が一斉に静かになる。小さな咳せき払ばらいをした人事部長の短い挨拶のあと、ついに配属式が始まった。

　次々と同期たちが名前を呼ばれ、人事部長から一枚の紙をもらって席に戻る。

　私より先に呼ばれて席に戻ってきた七海子が、嬉うれしそうにこちらを見た。『ヒ・ショ・カ？』と声を出さずに口を動かした私に、パチリとウインクをする。

　やった！　やっぱり秘書課に配属されたんだ！

　それに比べて、沢田さんや広瀬さんはあからさまに落胆している。

　沢田さんは秘書課、広瀬さんは第三営業部の希望だっけ。ふたりともダメだったのかな。

　研修中の面談で自分の希望は伝えたけれど、誰もが自分の行きたい場所に行けるわけではない。そう思うと、私も希望の経理課に行けなかったら……と不安な気持ちでいっぱいになる。だけど……。

　この一カ月、研修で学んだことを思い出す。

　企業で働く社会人として大切なことは、利益を追求することはもちろん、社会に貢献する気持ちを持ち、人と人との繋がりを大切にすること。

　そう教えてくれたのは、今私たちの目の前にいる人事部長だ。

　もしも別の部署に配属されても、そこで精一杯頑張ればいい。私の適性を知った上で配属されるのだから、きっとやれるはず。

　そう必死で前向きな気分を保っていたら、野口くんが辞令をひらひらさせながら、喜々として帰ってきた。

　三人で顔を見合わせて、七海子も一緒に笑顔になりかけた時、私の名前が呼ばれた。慌てて立ち上がり、人事部長の前に立つ。

　温和ながらも威圧感のある眼差しが注がれる。私も姿勢を正して、まっすぐに人事部長の目を見つめた。

「鈴木さん、僕たちは君にとても期待しています。頑張ってください」

「はい！」

　どんな部署でもいい。こんなふうに言ってもらえる会社に入ってよかった！

　そう思いながら、手渡された紙面に視線を落とす。

【鈴木萌愛殿　配属決定辞令】

　次の瞬間、頭の中が真っ白になった。心臓の音がやけに大きく響く。

　まさか……そんなバカな。なにかの間違いじゃない!?

　足元から崩れ落ちそうな脱力感に耐えながら、私は白いＡ４用紙に印刷された無情な一文に釘付づけになった。

【第三営業部勤務を命ずる】










イケメン鬼上司、専属!?




　――カタカタカタ……。

　キーボードを叩たたく音だけが響く、緊迫した空間。

　ここは、第三営業部。デスクの島の末席に、向かい合わせに二台ずつ、合計四台の専用端末が設置されている。

　私はその一台の前に座り、キーボードとテンキーを使って、数字とアルファベットの羅列を何行も入力していく。

　私の隣では、同じ部署に配属された野口くんが同じようにキーボードを叩いている。

「野口、あと何枚？」

「あ、こっちはもうすぐ終わりです」

「俺ももう済む。……鈴木は？」

　野口くんの向かい側から届いた冷たい口調に、緊張した指先がうまく動かない。

「すみません……。あの、まだ……」

「萌愛、こっちに一枚ちょうだい。大丈夫。まだ十五分あるから」

　その場の空気を敏感に察知して、野口くんがさっと立ち上がる。

　慈愛に満ちた目をした、まさに〝地獄に仏〟な、頼りになる同期に視線を向けると、瞬時にそれを断ち切るかのような不吉な声が、モニターの向こう側から飛んできた。

「もう十五分しかないんだぞ。いつまでたっても……！」

　ダメ出しの言葉をのみ込んだ威圧感たっぷりの声の主が、無言で私の前からオーダー表を取り上げる。

　彼は池いけ永なが秀ひで明あき、二十六歳。通称〝地獄の第三営業部〟の主任にして、私の上司だ。

　三年半前に入社して以来、第三営業部でぐんぐん頭角を現し、今では部内トップの業績を誇る。そのソツのない対応と群を抜いた判断力で、メーカーや取引先の信頼も厚い。

　さらに、眼鏡で隠していても分かる端正な顔立ちと完璧なスタイルで女子社員の人気の的だが、クールな性格のため近づく隙を与えない。

　文字どおり、社内一優秀なイケメン営業マン。全国津々浦々、海外にまで支社を持つこの常磐商事において、最も有名な最優良物件と言われている。

　目下私は、そんな完璧な彼の『下僕』……もとい、営業アシスタントとして働いている。

「これで最後か？」

　モニターの向こう側で光る眼鏡に、条件反射のようにびくりとする。

　うぅ、怖いよう。なんでこんなにイチイチ威圧感があるのだろうか。

「はい。それで終わりです」

　震えそうな声で答えると、主任の端末から再びキーボードを叩く音が聞こえてきて、ようやく緊張が緩和される。

「秀明さん、こっち終わりました」

　入力を終えた野口くんが、立ち上がって主任の顔を覗のぞき込んだ。

　私と違い、野口くんは主任のことを『秀明さん』と呼ぶ。というか、社内では大抵の人が主任のことを下の名前で呼んでいる。

　それは彼が、周囲への配慮を忘れない人間だからだ。分け隔てのない人柄で、後輩からも慕われている。だから新入社員でさえ、ほとんどが主任のことを親しみを込めて『秀明さん』と呼ぶ。

　だけど私には、主任を名前で呼ぶなんて到底無理だ。というのも、主任はアシスタントにとにかく厳しいことで有名で、彼の下についたアシスタントは長くて三カ月しかもたなかったと聞く。実際、厳しい指導ぶりはまさに鬼のようで、私は影でこっそりと〝鬼秀明〟と呼んでいるほどだ。

「じゃあ、入力データを出力して。急ぎの追加分だけ、鈴木と読み合わせしろ。それは今日工場に流さなきゃ、納期に間に合わない」

「分かりました」

　軽快に返事をして、野口くんが手際よくデータを出力する。

　主任に指示された『読み合わせ』とは、今朝取引先から送られてきた鋼材のオーダー表と、それを元に入力したものが合っているかを調べる作業のことだ。

　私は野口くんとともに、パーテーションで区切られた会議スペースに向かった。

　歯切れのいい声で野口くんが読み上げていくデータを、出力した伝票を見ながら私が一つひとつチェックしていく。ミスがないことを確認できると、伝票を持って、端末に向かう主任のそばに歩み寄った。

「合ってたか」

「はい。大丈夫です」

「んじゃ、発注」

　パンと硬い音がして、主任がエンターキーを叩く。黒い画面に赤い確認文字が出て、発注完了だ。

　時計は十時五十五分。オーダー締め切りの五分前。

　一気に緊張がゆるみ、へなへなと膝から力が抜けていく。

「お疲れ。野口もサンキュ。悪いな、手伝わせて」

　最後の一枚を入力し終えた主任が、長い中指で眼鏡を押し上げながら席を立った。

「いえ。別に急ぎの要件もなかったですし」

　爽やかに微笑みながら、野口くんが机の引き出しからチョコを出して、私の机にそっと置いてくれる。

　糖分でも摂って落ち着けということだろう。

　主任に気づかれないように机の影でこっそりチョコを口に入れる。顔を上げると、冷たいメタルフレームが監視するように私を見下ろしているのに気づいてゾッとする。

「でも申し訳ないよ。野口は山やま下したさんのサブなのに……。なにしろ俺のサブが使い物にならなくてな」

「いつでも言ってください。秀明さんの担当量、普通じゃないですし。……萌愛も、いつでも言えよ」

　そう言って私を見つめる野口くんの目には、憐あわれみの情が宿っている。

　そんな私たちを一いち瞥べつした主任の眼鏡のレンズが、またキラリと光った。

「野口。同期で親しいのは分かっているが、仕事の上ではけじめをつけろ。今日のように緊急の場合は協力すべきだが、持っている仕事は基本的に各自で対応しろ」

「……すみません。鈴木とは同期の中でも特によくつるんでるんで、つい」

「いや、手伝ってもらって助かったよ。ありがとう」

　体育会系らしく爽やかに頭をかく野口くんには、さすがの主任もあまり辛しん辣らつな対応はしない。

『ありがとう』かぁ。入社してかれこれ半年、ずっと主任の隣の席でこき使われているけれど、そんなねぎらいの言葉、一度もかけてもらったことがない。なに、この扱いの差は……。

「さて、と。……ところで鈴木？」

　珍しく穏やかな声で主任に視線を向けられ、つい警戒心がゆるむ。

　なんだろう。昨日出張してたから、なにかお土産があるとか？

　そんな淡い期待を抱きながら、コロコロのついた椅子で主任の机に近寄って顔を近づける。すると、口角の上がった口元がみるみる一文字に結ばれて……。

「頼んであった資料、【送ります】って昨日の夜中に届いたメールに添付されてなかったから、今朝共有ファイルで確認したけど……間違ってるから」

「え!?　でも私、何度も確認して、ちゃんと合ってるって……」

　慌てて席に戻り、パソコンのファイルを開けてパスワードを入れる。

　たぶん、合ってるはず……。

　必死で画面を確認する私の背後には、黒く立ち込める負のオーラ。

「……だから、根本的なところで間違ってるから。それ、去年のデータ」

　耳元で主任の低い声がして、顔面から血の気が引いていく。

　そんな……これ作るのに、ものすごく時間がかかって……。

　初めて作成した大事な会議資料は、何度も何度も見直して、これで完璧だと自分でも納得できる出来栄えだった。

　それなのに、そんな初歩的なミスで台無しにしてしまうなんて……。

　痛恨の失態に、もはや口もきけないほどの衝撃に打ちのめされる。

　しかし、深いダメージを受ける私にはまるでお構いなしに、デスクに手を付いた主任は私の耳元に唇を寄せて……。

「それ、明日の会議で使うから。結論から言うと、今日中に仕上げないとダメだから。落ち込んでる暇があったら、さっさとやれ！」

　そう冷酷に言い放つと、自分の席に戻ってパソコンに向かった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた私も、のろのろと作業に取りかかる。

　毎月一度、本部長である役員も出席して開かれる会議。今やり直しを言い渡されたのは、そこで使う資料だ。

　社内のホストコンピュータに接続して必要なデータを取り出し、表計算ソフト・エクセルで加工する。

　エクセル自体は入社してから嫌というほど使っているから扱えるが、問題はホストから情報を抽出する作業。抽出に必要なキーワードを漏れなく入力しなくてはいけないから、かなり神経を使う。

　私はなんとか気を取り直して、再びデータ取りから始める。

「……お前、なんでイチからやってんの？」

　やっと視界から逃れられたと思ったのに、まだ監視の目はゆるんでいなかったようだ。隣の席を見ると、いぶかしげに半眼になった眼鏡の奥から、主任の刺すような視線が注がれている。

「でも、データから取り直さないと……」

　眼鏡の奥の瞳が不機嫌そうに細められる。私と主任の周辺のみが、まるでマイナス四十度の南極のように冷え切った空気で覆われた。

　本気でイライラしている主任になんの言葉も返せないまま、自分の不ふ甲が斐いなさにじんわり涙がにじんでくる。

　いつの間にか椅子ごと近寄っていた主任が、パソコンのマウスを横から奪い取る。

「よく見とけ」

　そう言って指を突きつけ、主任は画面に視線を向けたまま、新たに抽出フォームを作っていく。

　すごい速さで、そして順序よく作り上げられるフォーマット。瞬きも忘れて見とれていた私は、ハッとしてノートにメモを取る。

「メモはいい。画面を印刷しといてやる。今はちゃんと理解して。ここと……ここが作るべき資料のポイント。それは分かるよな？」

『分かるよな？』が『分かんないわけないよな？』に聞こえて、反射的にうなずいた。

　そんな私の反応に大げさなため息をつきながら、主任は理路整然と作業を進めていく。長くて細い指先が目にも止まらぬ速さでマウスをクリックして、あっという間に正確にデータが抽出される。

　本来なら近すぎるであろう距離で見る主任の端麗な横顔は、一瞬すらも揺らぐことなく、作業は終わった。

　すごい。やっぱり主任はすごい。

「これで完了。一度フォーマットを作ってしまえば次からは簡単にできることだけど、内容が分からないまま作ってたんじゃ、新しいものを作る時に苦労することになるから。あとで困らないように、今のうちにしっかり覚えとけ」

　ふと視線をこちらに移した主任が、優しい微笑みを向けた。

　途端に、心臓がドキリと跳ねる。

　違う。別にときめいたわけじゃない。きつい口調とは裏腹に、普段はめったに見せない笑顔を向けられて、びっくりしたからだ。

　そんなふうに心の中で言い訳をしていると、口元を歪ゆがめた主任が少し残虐な表情を浮かべた。

「それじゃ、こういうやり方で最後までやって。エクセルの数字の丸め方は一千万単位でいい。じゃ、俺はこれから出かけるから、あとよろしく」

「え？　だって、これもう出来上がって――」

　そう言いかけた私の前で、彼の長い指がなんの躊ちゅう躇ちょもなく〝delete〟キーを叩いた。

　あんぐりと口を開けた私の間抜けヅラをあざ笑うかのように、涼やかな瞳が細められる。

「ちゃんと自分でできるようにするのが指導係の役割だからな。部下を思いやる深い愛情だ。なに、礼には及ばない」

　そう言って立ち去る背中に、思わず手を伸ばす。

　すると、気配に気づいた主任が振り返って、ビシッとこちらを指差した。眼鏡の奥の、ちっとも笑っていない半眼が突き刺さる。

「さっさとやれ！」

　いつもの無情なひと言を残し、私の冷酷な上司は振り向きもせずオフィスを出ていった。




「それで……今日はその資料を、またイチから作るわけだ」

　面白そうに笑いながら、七海子が小首をかしげる。

　黒いスーツに甘いフリルのブラウス。きちんと束ねた髪にシンプルなピアスを合わせただけなのに、こんなにも上品で華やかになってしまうのは、着る人が七海子だからだろう。

　ここは、役員室が並ぶフロアの奥にある、専務専用の応接室。特に予定の入っていない時には、専務付秘書の七海子がランチで使うことを許されている。

　殺伐とした第三営業部で働く私にとって、お昼休みのひとときにこうして七海子と会えるのが最大のリフレッシュタイムだ。

　豪華な応接セットのソファに腰掛けて、私は盛大なため息をつきながら背もたれにもたれかかった。

「そりゃあ、自分でやったほうがいいって分かってるけど！　だけど、なにも一旦出来上がったものを消さなくてもいいじゃん！　くっ……鬼秀明のやつ!!」

「でも、萌愛にちゃんとやり方を教えてくれたわけでしょう？　優しいじゃん、秀明さん♪　それより、いろいろ買ってきたよ。ほらほら、早く食べよう～」

　七海子に促され、ビルの階下に入っているベーカリーの焼きたてパンとサンドウィッチをふたりで分ける。

　あれから仕事に手間取り、約束していたランチの時間に少し遅れてしまった私を気遣って、七海子がふたり分のお昼を買ってきてくれていた。

「わぁ、これ全部おいしそう。ありがとう、七海子～」

「野口から連絡入ってたから。萌愛が秀明さんにまたいたぶられてるから、たぶんお昼に遅れるって」

「うぅ……同じ部署に入ったのが野口くんで、本当によかったよ」

　軽くトーストしたパンで作ったサンドウィッチは、スモークサーモンとクリームチーズが挟んである。ここのサンドウィッチは本当においしくて、ずたずたにされた心が一瞬で癒される。

　サーモンとマリネした玉ねぎがマスタードと絶妙な味わいで、七海子が入れてくれたエスプレッソが本当によく合う。あぁ、食べ物で簡単に癒される私って、単純。

「だけど、よく頑張ってるよ、萌愛。こっちでも萌愛の話がたまに出るよ。今年の第三営業部のアシスタントは、けっこう頑張ってるらしいなって」

　サンドウィッチを頬張る私を、七海子が母のような眼差しでしみじみと見つめる。

「頑張ってるっていうか、毎日必死なだけだよ」

　今度はミックスサンドに手を伸ばす。中には、卵とハム、それからチーズ。これもおいしい。

「でも、去年の人は三カ月も持たなかったんでしょ。それで、もともとの希望だった経理部に異動になって、そのあとは派遣さんで繋いでたって」

「派遣社員の原はら田ださん、すごく優しくて仕事のできる人だったよ。実はもう結婚が決まっていて辞める予定だったのを、無理言ってギリギリまで働いてもらったって主任が言ってた」

『だから彼女に迷惑をかけないよう、キッチリ二週間で基本的なことは覚えろ』と配属の日に怖い顔で言われたことは、〝鬼秀明〟びいきの七海子には黙っておこう。

「だからさぁ、最初に萌愛が配属された時は専務も心配されてたけど、この頃はあの光景もフロアに馴染んできたって、ちょっとホッとしてるみたい」

『あの光景』とは、私が主任に一方的なダメ出しを受けている場面のことだろうか？　本人は馴染んでいるつもりはないんだけど。

「今だって、全然自信ないし……野口くんと違って、足引っ張ってるだけだし」

「野口は営業職で入ってるんだし、萌愛とは比較の対象にならないよ。萌愛は事務職だけどお客さんのウケもいいし、ややこしい資料作りもできるから助かるって、野口が褒めてたよ」

　いつも私を励ましてくれる七海子と野口くん。その野口くんの名前を口にする時の七海子は、少しだけ照れたような顔をする。

　普段は強気で姉御肌の七海子が、きっと唯一かわいい女の子の顔を見せる相手なんだろうなぁと思うと、ちょっとだけ野口くんにヤキモチを焼いてしまう。

　それと同時に、七海子を大切にしてくれてありがとうっていう気持ちも湧くんだけどね。

　七海子と野口くんは相変わらずラブラブで、そろそろ一緒に住もうか、なんて話も出ているらしい。社内でも公認で、誰も文句のつけようがないパーフェクトなカップルとして有名だ。

　……パーフェクトなカップルといえば、もうひと組あるけど。

　なんだかモヤモヤした考えが脳裏をよぎり、慌てて打ち消そうとした瞬間、控えめなノックが部屋に響いた。

「はーい」と七海子が立ち上がるのと同時にそっと扉が開かれて、その隙間から美しい女性が顔を覗かせる。

「七海ちゃん、これ、社長のお土産なの。鈴木さんもよかったら、一緒にどうぞ」

　そう言いながら私に向けられる美しい笑顔に、慌ててぺこりと頭を下げた。

　応接室に入ってきた、スラリと伸びた美しい脚の持ち主は、西さい連れん寺じ加か奈な子こ。社長秘書であり、うちの取引先の社長令嬢。容姿端麗で優秀、そして性格もいいという、まさに非の打ち所のない美女だ。

　加奈子さんの持ってきた、いかにも上等そうな箱を開けた瞬間、七海子の顔が嬉しそうに輝く。

「わぁ～、おいしそう」

「北海道限定スイーツみたい。総務部には行き渡ってるから、あとはふたりで食べちゃって大丈夫よ」

「ありがとうございます！」

　加奈子さんはソファに軽く腰掛けて、さっそくお菓子に手を伸ばす七海子を微笑みながら見つめる。それから、優しげな視線を私に向けた。

「鈴木さんも……遠慮せずにどうぞ」

「ありがとうございます」

　とても優しくてキレイで、ふんわりとした空気を纏まとった加奈子さんに、しばし見とれてハッとする。

　こんなにまじまじ見ちゃって、失礼だったかな。

　取り繕うようにあたふたとお菓子を口に運ぶと、口の中でコーティングされたホワイトチョコがすぐに溶ける。

　私のいる営業フロアには女性が少なく、七海子や加奈子さんが所属する総務部や、女性の多い経理部のような、華やかな雰囲気は皆無だ。うちの会社は私服だから、美人が多いこの部署とはなおさら違っている。特に七海子や加奈子さんほどの美人は、一般にもなかなかいないだろう。

「秀明くん、頑張ってる？」

　主任を『秀明くん』と呼ぶ加奈子さんは、今年入社四年目の主任の同期だ。

「あ、はい。主任はいつだってすごいですから」

　私の答えに、加奈子さんはまた優しく笑った。

「私は、秀明くんよりあなたのほうが頑張ってると思うな。だって、あの秀明くんの下でこんなにいつもかわいらしい笑顔でいられる人なんて、今までいなかったもの」

「私なんて全然ダメです！　いつも主任に怒られてばっかりで」

『実はついさっきも怒られてきたんです』とは、さすがに言い出しにくい。

　そんな私の思いを知ってか知らずか、加奈子さんはおっとりとした口調で続ける。

「ああ見えて、実はとても繊細だし……。本当は寂しがり屋で優しい人なの。だから鈴木さん……あ、萌愛ちゃんって呼んでいいかしら」

「あ、はい、もちろん……」

「じゃあ私のことも、七海ちゃんみたいに加奈子って呼んでね。萌愛ちゃん、秀明くんのこと、よろしくね」

「あ、あの……。迷惑かけないように、頑張ります」

　そう言った私の頭を白しら魚うおのような指で撫なでると、加奈子さんは柔らかな笑顔を残して、部屋を出ていった。

　応接室のドアが音もなく閉まると、ふぅっとため息をついて七海子を見つめる。

「どうしたの？」

　キレイにネイルが施された指先についたホワイトチョコを舐なめながら、七海子が私を不思議そうに見る。

「いや、別世界だなぁと思って」

「なにが？」

「んー、まぁ、いろいろと」

　才色兼備の加奈子さんは、社内で噂のパーフェクトカップルの片割れ。そしてその相手と言われているのは……池永秀明。言わずと知れた、私の上司だ。

　目がくらむほどお似合いなふたり。実際に並べば、さぞキラキラと輝いていることだろう。七海子と野口くんと同じように、いやそれ以上に特別なオーラを放ちまくって、私だってうっかり見とれてしまうかも。ううん、たぶん見とれる。

　意味不明な胸のざわざわを隅っこに追いやりながら、私は軽く首を振る。

　恋も仕事もなんて、私にはほど遠い。そんなことより、今は与えられた第三営業部での仕事を一日も早く自分のものにするだけだ。それに……。

「萌愛？」

　黙り込んだ私の顔を、七海子が覗き込む。

「うん。大丈夫だよ。私、頑張れる」

　その心配顔に笑顔を返して、私は心の中に浮かんだ優しい面影に思いを馳せる。

　私にだって、誰にも負けない私だけの王子様がいる。彼と紡いだキラキラした思い出だけで今は充分、満足。だってほら、こうして思い出すだけで心が温かくなって、どんなに困難なことだってやり遂げる勇気が湧いてくる。

　ターくん……。

　胸の中でつぶやいた彼の名前に、甘くて切ない思いが溢あふれ出す。走馬灯のように駆け巡る思い出の結末はいつだって曖昧で、なぜだか胸が締めつけられてしまうのだけれど。

　でも、あれほど純粋な気持ちで人を好きになることは、きっともうないだろう。

　そう結論づけると、私はふんわりと胸を満たしたその思いに、そっと蓋をした。




　あれから急な仕事がいくつか入り、結局、会議資料に取りかかるのは定時を過ぎてからになってしまった。

　何度か試行錯誤して、必要なデータを間違いなく抽出し、あとは資料としての体裁を整えるだけになった。だけど、体裁のいい資料を作ることはとても難しいことだ。

　主任が作った前月の資料は完璧な出来栄えだけど、それをそのままコピーすることはできないし……。

　恐らく自分なりの工夫をひとつでもしないと、主任は満足してくれないと、なんとなく思う。

　そんな理由で、ようやく資料が仕上がったのは、もう夜の九時を過ぎた頃だった。

　ひと段落ついたタイミングでリフレッシュコーナーに飲み物を買いに行くと、そこには、帰り支度を済ませた沢田さんと広瀬さんが話し込んでいるのが見えた。

　結局、秘書課に希望を出していた沢田さんは総務課に、第三営業部を希望していた広瀬さんは経理部に配属されていた。つまり、私と広瀬さんはお互いの希望とはまったく逆の部署に配属されたことになる。

　ふたりは私を見るなり、眉をひそめてコソコソ話しだした。

　リフレッシュコーナーに私たち以外誰もいないのをいいことに、ふたりの声はこれ見よがしに大きくなる。

「今日もさぁ、たまたま営業フロアに行ったら、鈴木さんがわざとらしく涙ぐんで、秀明さんに媚こび媚びでさぁ」

「ああいう地味な子がやると、男の人って簡単に騙だまされるよね」

「ほんっと、あざといよね～」

　わざと聞こえるように言ってくるふたりを無視するように、エスプレッソのボタンを押す。

　そっか、あの南極並みの世界も、遠目に見ればそんなふうに見えるんだ。確かに主任は仕事ができる上にかなりハイレベルな外見をしているけど、私にとっては鬼でしかない。私の王子様のほうが一・五倍はカッコいいし、優しさは千倍以上だから。

　そんなふうに考えてみても、ひそひそと悪口を言われるのはあまり気持ちのいいものではない。いい香りをさせながら落ちてくる泡立った液体を待つ、いつもならホッとするひとときも、こうなるととても苦痛な時間だ。

　ようやく出来上がったエスプレッソを持ってさっさと立ち去ろうとすると、なぜか広瀬さんが足早に近寄ってきた。そして突然、体をぶつけてくる。

　あっと思った時にはもう、今買ったばかりのエスプレッソが手にこぼれ落ちていた。

「熱っ……」

　手に感じた熱で思わずカップを落としてしまい、そのまま中身がスカートや床に飛び散る。

「あっ、ごめーん。前をよく見てなくて」

　広瀬さんが意地悪そうに私を覗き込んだ瞬間、その顔の後ろから突然現れた背の高いスーツ姿が彼女を押しのけて私の腕をつかむ。

　それを見た広瀬さんの顔色が変わった。

「秀明さん……っ。あ、あの、私、わざとじゃ……」

「悪いけど、ここの後始末をしておいて。……鈴木、来い」

　慌てふためく広瀬さんの顔を見ることなく、主任は私の腕を引き、その場をあとにした。




「まだ痛むか？」

　私から手を離さないまま、主任が心配そうな視線を向ける。

「いえ、もう大丈夫です。あの……ありがとうございます」

　幸いなことにヤケドというほどでもなく、しばらく水で冷やすと痛みも取れた。

　それでも口答えを許さない主任の命令で、水で濡ぬらしたハンカチを手に巻かれたまま席に戻る。

　フロアには既に私たち以外の人影はなく、時刻は午後十時を過ぎていた。

「あの、主任、資料……」

「もう見た。よくできてるから、これでいい。今日持って帰ってもう一度確認するから、明日の朝、人数分用意して」

　主任は私の手に視線を落としたまま、さりげない口調で言った。

「分かりました」

「だから今日はもう片付けろ。これ以上新入社員を残したら、人事から注意される」

「すみません」

　すると主任は黙って私のパソコンの電源を落とし、机の上を片付け始めた。

　その意表をついた行動に、こっちのほうが慌ててしまう。

「や、やります……っ」

「いいから、手をもう少し冷やしてろ」

　有無を言わさない命令口調。仕方なく大人しくしていると、帰り支度を済ませた主任が無言で私のバッグを取り上げた。

「あのっ……」

　慌てる私を無視し、主任はエレベーターホールへ向かう。そして、淡々とした面持ちでエレベーターのボタンを押した。

　気まずい沈黙が流れる。

　だけど主任、さっきはどうしてあんな場所にいたんだろう。……もしかして、私を探しに来てくれた？

　いや、まさかね、と慌てて考えを打ち消そうとした時、主任がこちらを見ることなく言った。

「飯、食って帰るから、付き合え」

「え……」

「お前もまだだろ。……なにがいい？」

　照れたように無防備に落とされた視線。これまで見たことのないはにかんだ横顔は少年のようで、もともと整った顔がさらに魅力的に見える。

　それになんだか懐かしい気がするのは……なぜ？

　思いもよらない主任の優しい態度に、私の心臓は必要以上に反応してしまう。

　どうしてこんなに胸がドキドキしてしまうんだろう。

　混乱して立ち尽くす私の目の前で、軽やかな音とともにエレベーターのドアが開く。

　淀みのない仕草で先に乗り込んだ主任が、優雅に振り返った。

「……いつまでそんなところに突っ立ってんだ。さっさとしろ」

　お決まりのダメ出しは、いつもと違ってずいぶん甘く響いた。










初恋の甘い記憶




　主任の優しさに意味不明な懐かしさを感じてしまった日から、早くも三日が過ぎた。

　今日は週末の金曜日。仕事を終えた私は、東京から電車で三十分ほどの郊外にある、幼馴染の立たち原はら家を訪問していた。

　立原家は、お父さんが勤める会社の社宅にいた小学生の頃、隣に住んでいた家族だ。

　最初にお母さん同士が仲よくなったふたつの家族は、お父さんたちが遅くなるような時には一緒に晩御飯を食べたり、休みの日になればちょっとした旅行に行くようになった。男の子ばかりの家で女の子が珍しかったからか、私は上の慎しん之の介すけ兄ちゃんにも、下の源げん之の助すけ兄ちゃんにもとてもかわいがってもらっていた。

　源兄ちゃんが高校生の頃に立原家は東京へ転勤してしまい、しばらく顔を合わせることはなかったけれど、今度は私が東京の大学に受かって、また交流が始まった。それからずっと、月に一度は立原家に夕食に招かれるお付き合いが続いているというわけだ。

　今日は源兄ちゃんの家族もやってきていて、賑にぎやかな夕食になった。

　源兄ちゃんは私より三つ上だから二十六歳。大学一年から付き合っていた彼女と卒業後すぐに結婚し、既にふたりの男の子のパパだ。

　男の子が生まれるＤＮＡは強固なようで、慎兄ちゃんのところも男ばかりの三人兄弟だ。

「萌愛ちゃん、なんだかとっても疲れてるみたい。顔色だってよくないし、今日は泊まっていったらどう？」

　食後、おばさんがイチゴのショートケーキを並べながら、心配そうに私を見た。

　確かにここ最近、睡眠不足が続いている。残業は主任の厳しいチェックがあるのであまりしていないけれど、こっそり会議資料を持ち帰って見直しをしたり、パソコンの勉強などでどうしても寝るのが遅くなってしまう。

　別に強要されているわけではない。けれど、多くの人に注目されている部署に配属され、しかも周囲は優秀な人ばかりとなると、自分の力の足りなさは自分で補うほかなかった。それに、こんなふうに努力することは、決して無駄なことではないとも思う。

「ありがとう。でも大丈夫だよ。ちゃんと睡眠は取ってるから」

「あんまり無理しないでね。こっちじゃ私たちが親代わりなんだし、困ったことがあったり、体調が悪くなったりしたらいつでも連絡するのよ」

　おばさんが本当のお母さんみたいに気遣ってくれるのが、なんだかくすぐったくて嬉しい。いつまでたってもおばさんの中では、私は小さな女の子のままなのだ。

　東京に転勤した立原家は郊外に立派な家を建て、息子たちふたりが独立してからは、おじさんとおばさんのふたり暮らしだ。相変わらず仕事が忙しいおじさんが不在なのを理由に、私は最近、ここに一緒に住まないかと、おばさんからの熱烈な勧誘を受けている。

「萌愛ちゃんが一緒に住んでくれたら、おばさん嬉しいんだけどなぁ」

　そうなったら楽しいと思うけれど、まだまだ仕事が忙しくて、通勤に時間はかけられない。

「もう少し仕事に慣れたら考えさせてね」と伝えると、おばさんは残念そうに言った。

「萌愛ちゃんの会社、忙しいのねぇ。じゃあターくんも――」

「母さん！」

　言葉を遮った源兄ちゃんの声に、おばさんが『しまった』という顔をした。

『ターくんも』って……もしかして、ターくんはうちの会社で働いているの？

　初恋のターくんがまさか同じ会社にいるかもしれないという期待に、高鳴る鼓動が抑えられない。

　ターくんは、源兄ちゃんの同級生で、同じ空手道場に通う友達だった。

　お父さんの仕事の都合で転校ばかりしていたターくんが私たちと同じ小学校にいたのは、わずか一年くらいの間だったと思う。

　だったと思う、としか言えないのは、私の記憶が曖昧だからだ。

　私がターくんと初めて話したのは、確か小学校二年の夏休み。それまでも時々源兄ちゃんと遊んでいるのを見かけて、カッコいい人だなと思っていた。

　周りの同級生より頭ひとつ分高い身長と長い手足。それにサラサラした色素の薄い髪がとても目立っていたから。

　目ざとい私のクラスメートたちも皆ターくんに目をつけていて、けっこうな有名人だった。

　それが夏休みになって源兄ちゃんの家によく遊びに来るようになって、自然と私も一緒に遊んでもらえるようになったのだ。

　ターくんを初めて至近距離で見た日の衝撃は、今でもはっきり覚えている。




　――すぐ目の前にいるターくんはあまりにも素敵で、まるで王子様みたいだった。

　瞳の色も、クラスの男子とは違って、見たことのない色をしていた。

　茶色……？　緑……？

　髪の色も黒ではなく、明るい栗くり色いろ。友達にも少し明るい髪をした子はいるけれど、それとも明らかに違う。

『プリンス仮面様』だ……。

　今、学校で女子に大人気のアニメに出てくる、魔法の国の王子様。ターくんはその王子様に、とてもよく似ていた。

「初めまして。かわいいね。何年生？」

　ひざまずいて、私の頭を撫でる長い指。間近で見たキレイな瞳に釘付けになった。たぶんその一瞬で、私は簡単に初めての恋に落ちたのだ。

　それから数日後……。

「萌愛は無理！　あそこはこーんな高い塀を乗り越えなくちゃいけないんだから」

　そう言って駆け出した源兄ちゃんとターくんのあとを追った。

　行く先は分かっている。ここから少し離れた場所にある、閉鎖された工場跡だ。

　あっという間に引き離されたものの、必死に走って追いかけると、既に源兄ちゃんとターくんは工場の中に入ったあとだった。

　どうにか中に入れないものかとウロウロしていると、鋭い刺のついた針金――いわゆる有刺鉄線が張り巡らされた出入り口を見つけた。

　ここなら、通れるかも。

　そんな考えで、その隙間にそうっと足を入れてみる。

　すると、それを目ざとく見つけたターくんが、慌てたように走ってきた。

「萌愛ちゃん、そこは危ないから絶対にダメだ。大ケガするよ」

　いつも優しいターくんにきつい口調で言われ、思わず涙ぐんでしまう。

　ハッとした表情になったターくんが、困ったように微笑んだ。

「萌愛ちゃん、そんなに中に入りたい？」

　中に入りたいというより、ターくんのそばにいたい。その一心だった。

　小学校二年でも、ちゃんと恋をしていたのだ。

「……仕方ないな。じゃあ、あっちの塀のところまで戻って」

　ターくんに言われ元の場所まで戻ると、既にターくんは塀を乗り越えてこちら側に戻ってきていた。そして地面に四よつん這ばいになると、「背中に乗って」と私を促した。

　靴を脱ごうとする私を止めてそのまま背中に乗せると、「塀につかまって」と言いながらゆっくり足を伸ばす。手が届くまで腰を浮かせると、私にしっかり塀に手をかけさせた。

「それじゃ、塀にしがみついて。落ちないようにまたがってみて」

　言われたとおりにする。けっこうな幅があるコンクリートの塀に私がまたがって座れたのを確認すると、ターくんはひらりと塀を乗り越えた。

「そうっと足をこっち側に移して。大丈夫。僕が受け止めるから」

　見下ろす先には、私を見上げるキレイな瞳。

　不思議と恐怖は感じなかった。

「そうそう、上手だよ。いい子だね、おいで。こっちには、クローバーがたくさんあるよ」

　後ろ向きに、両足を下ろす。そのまま、ターくんの両手が私を抱きとめる。

「なんでターはそんなに萌愛に甘いんだ。萌愛も目がハートになってんぞ。……お前ら、ラブラブじゃねぇか」

　いつの間にかそばに来ていた源兄ちゃんが呆あきれたように言ったけれど、そんなの耳に入らない。

　地面に足を下ろした私に、ターくんが手を差し伸べる。

「四つ葉のクローバーを探そうか。探し出せた人には、幸運が訪れるんだ」

　そう言って、キラキラした笑顔を向けてくれた。

　おずおずと差し出した手を、私よりもひとまわり大きな手が力強く包み込む。

　その優しさに、私の心はますますターくんでいっぱいになっていった――。




「おばさん、ターくんは私と一緒の会社なの？」

　突然知った情報に、ドキドキ高鳴る鼓動を抑えられない。

「え、ええと。確か……そうだった……わよね!?」

　最後のほうは曖昧に、話の続きを託すように源兄ちゃんに言い放つと、おばさんは逃げるように立ち上がってキッチンのほうに行ってしまう。

「源兄ちゃん、そうなの!?」

　今度は詰め寄るように源兄ちゃんを問いただすと、源兄ちゃんは激しく視線をキョロキョロさせて「う、うーん……」と、これまた曖昧にうなずいた。

　どうしてもっと早く教えてくれなかったの!?

　そんな理不尽なイライラを抑えながら、私はなおも興奮して源兄ちゃんに詰め寄る。

「ねぇ、どこの部署？　東京にいるの？　それとも地方？　もしかして海外とか!?」

　うちの会社は全国に支社、そして海外にもいくつかの拠点を持つ。

　王子様みたいなターくんのことだ。きっと仕事も主任みたいにバリバリできて、出世街道まっしぐらに違いない。もし海外にいるなら簡単には会えないけれど……でも、こんなふうにターくんと繋がることができるなんて。

　まるで奇跡のような偶然に、私の心は甘い期待で膨らんでいく。

「あー……ターとは、あんまり連絡取ってない、んだ。だから……知らない、なぁっ」

　なんだか不自然に放たれた言葉に、あ……と見当がついた。

　もしかしてターくん、もう結婚してる？　……そうか。だよね。そんなの、ごく当然のことだ。ターくんは源兄ちゃんと同じ二十六歳。結婚してたって全然おかしくない。むしろ、あれだけのイケメンを世の中の女性が放っておくはずもない。

「そっか……。うん、そうだよね」

　ふと我に返って、必要以上にはしゃいだ自分に呆れてしまう。

「萌愛……」

「ごめん、源兄ちゃん。そうだよね。今さら会ったってしょうがないか。あんな別れ方をしたんだもん。ていうか、私のことなんてもう覚えてないよね」

　心配そうに見つめる優しい源兄ちゃんを、とってもありがたいと思う。立原家の皆は、いつだって私が傷つかないように考えてくれる、大切な人たちだ。

「おばさん、コーヒーのおかわりちょうだい」

　キッチンに向かって立ち上がる。それから源兄ちゃんを振り返ると、精一杯元気な笑顔を向けた。

「やっぱり今日は帰んなきゃ。明日、友達と約束してたんだった」

「そう……か。なら送ってやる。どうせ帰り道だからな」

　少し切ない顔をした源兄ちゃん。見た目はいかにもな〝いかつい系〟だけど、本当は繊細で優しい。

　だからターくんは、あんなに源兄ちゃんと仲がよかったんだよね。

　電話をかけるそぶりでリビングを出ると、我慢していたため息をそっとつく。指が無意識に右肩をなぞった。

　カットソーの上からでも分かるその緩慢な起伏は、甘い記憶とともに疼うずくような痛みを連れてくる。




　――あの夏休み、ターくんは毎日のように源兄ちゃんの家に遊びに来ていたから、私は暇さえあればお隣に遊びに行き、よく一緒に遊んでもらっていた。

　一番楽しかったのは、工場跡に忍び込んで四つ葉のクローバーを探すことだった。

　源兄ちゃんは探検と称して広い工場のあちこちを見て回っていたけれど、ターくんは私のそばで静かに本を読んだり、考え事をしていることが多かった。今思えば、小さな私をひとりにしておかないように一緒にいてくれたのかもしれない。

「萌愛。見つかった？」

「ううん……。なかなか見つからないの」

　誰も足を踏み入れていない、むせかえる緑の匂いに埋もれる私の周りには、瑞々しい若草色のクローバーが優しげに揺れている。だけど、お目当ての四つ葉は、もうずいぶん長い間探しているのにちっとも見つからない。

　がっかりしたように表情を曇らせた私を、クローバーの絨じゅう毯たんの上に足を投げ出したターくんが優しげに見つめて言った。

「そんなに簡単には見つからないんだ。なんたって、願い事を叶かなえてくれる魔法だからね」

「見つけたら、ターくんにあげるからね！」

「僕のことはいいよ。萌愛は、自分のお願い事をすればいい」

　ターくんが困ったように笑う。

　四つ葉のクローバーには魔法の力があると教えてくれたのは、ターくんだった。さらに、特別な夜にそれを見つけられたら、もっとその力が高まる、とも。

　それが、夏至の夜に四つ葉のクローバーを見つければ厄除けになるというヨーロッパの古い言い伝えだと知ったのは、もう大人になってからのことだ。

　少女の私にとって、ターくんの話はとてつもなく魅力的だった。まるでアニメの主人公たちが、とっておきの場面で使う魔法みたいに感じられたから。

「ねぇねぇ、本当に願いが叶うの？」

「萌愛がそれを信じるなら、きっと叶えてくれるんじゃないかな」

　そう言いながら視線を落とした、寂しげな横顔が気にかかる。

「ねぇ、ターくんのお願いは、なぁに？」

　私の問いかけに曖昧に微笑んだターくんが、読んでいた本をパタリと閉じた。

「そうだな。この町や源や萌愛が大好きだから、このままずっとここにいたいな」

　そう言って寂しそうにうつむいたターくんを見ていると、なんだか私の胸も苦しくなる。

　いつの間にか溢れてしまった涙に気づいたターくんが、苦笑して顔を近づけた。

「萌愛？　なんで泣くんだよ、バカだな。僕は大丈夫だよ」

　ターくんはそう言うと、優しく私の頭を撫でてくれた。

　彼のキレイな瞳を見るだけで、息ができないくらい胸がいっぱいになる。

　四つ葉のクローバーを見つけたら、ターくんのために魔法を使おう。ターくんの寂しそうな顔は見たくない。どんなターくんだって素敵だけど、笑顔のターくんがやっぱり一番好きだから。

「魔法のクローバー、絶対見つけるね！」

　ターくんは、再び四つ葉を探し始めた私を見て安心したのか、読書の続きを始める。

　私はその姿を、そっと盗み見た。

　優しくて、カッコよくて、頼もしいターくんは、私の理想の王子様。ターくんにはとにかく笑っていてほしい。

　だから、ターくんの引っ越しを知ったあの夜、行ってしまったのだ。

　どうしても四つ葉のクローバーを探したくて、ターくんと源兄ちゃんにひとりで行ってはいけないと厳しく言われていたあの場所に……。

　怖いくらいに大きな満月の夜、懐中電灯を持ってひとりで出かけた工場跡で、私は野犬に襲われかけた。

　野犬から逃げる時、有刺鉄線に引っかかってできたのが、この右肩の傷だ。

　鋭利な刃物で切ったものとは違い、この傷は縫うことができなかった。だから、お医者さんから一生残ると言われたとおり、今でも私の右肩にしっかりと残っている。

　その日のことは、実はあまり覚えていない。ただ怖くて、痛くて、夢中で逃げた。気づいた時には病院のベッドに寝ていたけど、実はその辺りの記憶も曖昧だ。どうやら、その時の精神的ショックで、私はそのあとしばらく入院していたらしい。

　そして、元気になって退院した時には、既にターくんは引っ越したあとだった。

　だから結局、さよならも言えずじまい。小学校二年で経験した、文字どおり『命懸けの初恋』の、あっけない最後だった――。




　あれ以来、私は誰にも恋ができないままでいる。

　高校生の時、けっこう人気があった先輩に告白されて付き合おうとしたこともあったけど、結局ダメだった。いい人だと思ったけど、好きになることはできなかった。

　きっとターくんとの思い出が鮮烈すぎて、私の心の中にある恋を司る部分が、未だに他の人を受け付けないのだ。

　あの完璧な王子様が、今でも私の恋を支配し続けている。ターくん以上の人が現れないのだから、それも仕方のないことだ。

　いつかまた、あんなふうに誰かを好きになれるのかな？

　小さなため息をつき、私は源兄ちゃんたちが待つリビングに戻った。




　翌週の水曜日。大仕事を仰せつかった野口くんと私は、朝から落ち着かない一日を過ごしている。

「萌愛。これ、最終的な参加人数」

　取引先から戻った野口くんが、手書きの参加者リストを差し出した。

「……全員参加？」

「当たり前でしょ。これって実質、部長との初顔合わせだし」

　四月に新しい期が始まる企業では、九月はいわば一年の半分を終える中間決算と呼ばれる月。その翌月にあたる十月一日には、大きな人事異動が発表されることが多い。

　今回の異動では、隣の第二営業部と入れ替わりの人事が何件かあり、それならばと、引き継ぎの落ち着いた十月半ばの今日、第二、第三営業部合同で歓迎会が行われる運びとなった。

　第二、第三とも新しい部長が転任してくるため、さすがに全員が参加するようだ。

「最終的な人数、予約確認も兼ねて店に連絡を入れといてくれる？　俺、あと一件行かなくちゃいけないところがあるから」

　スーツの上着を脱ぎながら、片手で拝むような仕草を見せる野口くん。

「了解。お任せコースの飲み放題付きでいいんだよね？」

「うん。それでオッケー。あ、うちの近こん藤どう部長はワインが好きらしいから、それも入ってるかどうか確認しといて」

　こういった会社の宴会では、当然のことながら私たち新入社員が幹事を任される。

　第二営業部には新入社員が入っていないので、必然的に私たちにお鉢が回ってきたというわけだ。

「秀明さん、帰ってこられるの？　今日、工場に出張だろ？」

　野口くんが慌ただしくパソコンを立ち上げながら、心配そうな視線を向ける。

「うん。大きな発注が入るから、滝たき川がわさんと一緒に納期の打ち合わせだって。でも帰りの新幹線は、歓迎会に間に合う時間で取ってある」

「うわー、滝川女史と丸一日一緒かぁ」

　滝川さんは、うちの会社の母体である常磐製鉄の管理職だ。年齢は恐らく五十代半ば。女性ながらやり手の営業で、本社管轄の鋼材すべての納期を管理している。

　発注した鋼材が納期どおりに出来上がるかどうかは、工事に携わる人たちにとってはとても重要な問題だ。お天気ひとつで工期が伸びたり縮んだりする現場では、必要な時に必要な材料が手に入ることがとても大切だからだ。

　少し大げさに言うと、納期の管理がその工事の命運を決めるといってもいい。

　滝川さんは、その納期を管理する、まさに〝鋼鉄の女〟。そんな彼女の一番のお気に入りが、主任なのだという。

　確かに、どんな無理な納期を取引先が提示してきても、主任が必要だと判断して滝川さんに頼めば、驚くほどすんなりオーダーが通ってしまう。けれど、仮にこれが野口くんの上司であるベテランの山下さんでも、そうはいかない。無理なものは無理だと突っぱねられる。

　たとえ部長クラスであっても扱いづらい〝鋼鉄の女〟が手た綱づなをゆるめる、唯一の相手。主任って、いったい何者なんだろう。

　正面のデスクで、ゼリー飲料を飲みながら書類を打っていた野口くんが、少しの間手を止める。

「今回はさすがの岡おか田ださんも参加かぁ」

「岡田さん？」

　その反応に、大げさに「えぇ!?」という顔を返され、思わずムッとしてしまった。

「なによ？」

「だって萌愛、第二営業部の岡田さんのこと、まさか知らないとか言わないよな」

「……だから、誰？」

　この半年、必死で仕事をこなしてきた。言い方を変えれば、目の前の仕事をこなすことに精一杯で、未だに部署以外の人の顔と名前が一致しないことも多い。

　痛いところを突かれてしまい、開き直った私は口を尖らせる。

　すると、目を細めてため息をついた野口くんが、向かい側の席から呆れ顔で手招きした。

　呼ばれるままに近寄ると、『しゃがめ』と目で合図。言われるままに野口くんに顔を近づける。

「……ほら、あのふたつ向こうの島でこっち向きで電話してる人。萌愛、背中向けて座ってるから視界には入ってなかったかもしれないけど、さすがに岡田さんのことは覚えとかないと」

　野口くんが示す方向には、電話をしながら頬ほお杖づえをつく、遠目に見ても華やかな雰囲気の男の人が座っている。

　明るい色の髪はサラサラとしていて、伏し目がちにされた上品な顔立ち。高級そうなネイビーのスーツに鮮やかなブルー系のネクタイをしめている。選ばれしものにだけ与えられるイケメンオーラが、離れた距離からも窺える。

「あれが岡田さん？」

　偉そうに首を上下に振りながら、野口くんはもったいぶった口調で解説を始める。

「岡田拓たく也や。確か、秀明さんの同期かな。……グループ会社の現会長の孫で、父親はうちの社長。……将来の社長候補だろ。あんな有名人を知らないって、お前ちょっと、周りが見えなさすぎ」

　次期社長……？　あ、そう言えば、うちのハンサムな社長の名前は確か……岡田和かず也や。

「あ」と口を開けたままの私に、野口くんは「まぁ、仕方ないか」と爽やかに笑った。

「ある意味、秀明さん以外の人が目に入るわけないよな。あんなふうに囲われてたんじゃ」

「囲われる？」

「だってそうじゃん。萌愛、秀明さん以外の男と社内でしゃべること、あんまないじゃん。俺は例外だけど」

　そういえば、配属されてこのかた、野口くんと主任以外の男の人とはほとんど話していない気がする。同じ部内の山下さんや部長ですら、仕事に関わる必要最低限の会話しかしない。というより、それほど仕事に振り回されているのだが。

「忙しいだけだよ。……変な言い方、しないで」

　言うに事欠いて『囲われる』だなんて。しかも主任に？　冗談でも、そんな言い方しないでもらいたい。

　野口くんの言いがかりに憤慨しながら席に戻ると、もう一度、そっと振り返って岡田さんを見た。

　遠目に見ても端正な顔立ちと栗色の髪は日本人離れしていて、ちょっと王子様みたい。この会社に、あんな人がいたんだ……。

　常に〝鬼秀明〟しか見ていない私の前に突如現れた王子様にしばし見とれていると、当の岡田さんが伏せていた顔を上げた。

　わっ、こっち見た！　……へ？

　岡田さんはなぜか微笑みながら、こちらに向かって手を振ってくる。

　振り返ったところで、その視線の先には私とパソコンに向かう野口くん以外、誰もいない。

　もしかして、私？

　恐るおそるペコリとお辞儀をすると、華やかな微笑みを返される。

　か、カッコいい……。でも、恥ずかしい……。

　頬を染めて固まる私から、なかなか視線を逸らしてくれない岡田さん。

　もしかして、ちょっとからかわれてる……？

　途端に居心地が悪くなって、くるりと正面を向いた。

　あぁ、びっくりした。それに、なんだかドキドキしてる。そっか、御曹司の王子様かぁ。別世界の人だけど、癒しにはちょうどいいかも。

　爽やか王子の笑顔に気分をよくし、私は張り切ってパソコンに向かった。




「それでは、乾杯！」

　第二営業部の新部長のかけ声で始まった、歓迎会。

　総勢四十人と大所帯になった貸し切りの座敷で、私と野口くんは一番の下座にふたりでぽつんと座っている。

　最初こそ私たちを通していたオーダーも、お酒が進むにつれて、それぞれが好きなように振る舞うスタイルに移行していく。

「まぁまぁ、鈴木も野口もこっちに来なさい」

　第二、第三の両部長に呼ばれ、社会人としての振る舞いについてああだこうだとお言葉をいただく。そして偉い人からお酒をつがれ、飲めないお酒を飲むハメになるという、お決まりのパターンに陥る。

　もともと強くないのに、ろくに食事もとれないまま流し込むアルコールは、想像以上に身に堪えた。しかも、次第に入り乱れる宴席に、野口くんとも離れ離れだ。

　誰にも気づかれないようさりげなく末席に移動して、ようやく部屋を抜け出すことに成功した。

「疲れた……」

　ただでさえ仕事で疲れている上、上司や先輩への気遣いにお酒の手配。宴会を仕切るのはけっこう大変だ。

　アルコールで火ほ照てった顔をメイクでごまかし、少し休憩したあと化粧室を出る。ふすまの向こうで繰り広げられる賑やかな宴席を避けつつ、静かな廊下の端っこでスマホをチェックした。

　結局、主任は予定の新幹線に乗ることができなくて、まだ合流できずにいた。

　間に合うのかな。今どこにいるんだろう。

　そんな思いが脳裏をよぎる。

「秀明がいないと、そんなに心細い？」

　誰にも気づかれないはずの廊下の隅。後ろから不意にかけられた声に、弾かれたように振り向く。見ると、華やかな笑顔がこちらを見つめていた。

「やっと話せた。あんなにべったり秀明が張りついてたんじゃ、挨拶もできやしないからね」

　居酒屋の廊下には不似合いなほどキラキラしたオーラ。オフィスで見た時より距離が近く、そのあまりのまぶしさに圧倒されてあとずさった。

「嫌だなー。そんなに怖がらないで。秀明と違って、意地悪なんてしないよ？　だって俺、すごーく優しいんだから。特に女の子に対しては」

　目の前には、今日初めて知った次期社長候補の姿がある。

　岡田さんがどうしてこんなところに？

　それに王子様は、見かけと違って若干軽い感じだ。

「あ、あの……」

「萌愛ちゃんでしょう？　鈴木萌愛。第三営業部の期待の新入社員にして、秀明のアシスタント。ふーん、近くで見ると、けっこうかわいいね」

　じわりと距離を詰めた岡田さんが、口元に妖しい微笑みを浮かべた。

　ずいぶん体が近い。……というより、近すぎる。どうしてだろ、なんだか怖い。主任、まだ来ないのかな。

「あ、あの、私もう戻らなきゃ……失礼します」

　足早に岡田さんの横をすり抜けようとした私の腕が、素早い動きでつかまれる。抵抗する間もなく、そのまま壁に押しつけられた。

　顔の近さに動揺する。あっと言う間の出来事に、声も出せない。

　男の人にこんな強引なことをされるのは、初めて。恐怖から、腕をつかまれた手を夢中で振り払おうとするものの、びくともしない。

　当の岡田さんは、余裕の表情。怯える私に、面白がるような表情まで浮かべている。

　その顔を見た瞬間、我に返った。

　この人、私をからかってるんだ。

　気づいた途端、パニック状態だった頭の中が少しだけ冷めた。

　いくら御曹司だからって、やっていいことと悪いことがある。出来がいいとは言えないけど、こんなに頑張っている新人に対してあんまりな仕打ちだ。

「離してください」

「ダーメ。ちゃんと萌愛ちゃんの顔を見たいから」

　そう言いながら、岡田さんは甘い微笑みを向ける。

　なんなの、この人。どういうつもりなの？

「やめてください。私、岡田さんに気にしていただくような者じゃありませんから」

「だけど俺のことは知っててくれたんでしょ？　なんたって社長の息子だもんね」

「いえ、すみません。今日まで知りませんでした」

　キッとにらみつけるように精一杯の威嚇をしてみても、向こうは妖しく微笑みを返すだけ。

　ダメだ。全然堪えてない。

　恋愛経験のない私には、こんな時どうしたらいいのかまったく分からない。引きつった表情のまま固まっていると、間近にあるキレイな瞳が意地悪く細められた。

「君には秀明しか目に入らないってわけか。だけど、俺は君にすごく興味があるよ。鈴木萌愛って名前にも、それから君の肩にある傷にもね」

　そう言いながら、形のいい唇が三日月型にキュッと上がる。

　……え、今なんて言ったの？

　あまりのショックに、抵抗するのも忘れて呆然と岡田さんを見上げた。

　私の肩にあるのは、王子様との思い出の傷だ。傷があること自体、会社の人には誰にも話していない。それなのに……なぜ知ってるの？

「どうして、あなたがそんなことを――」

　知ってるんですか、という言葉は続けられなかった。岡田さんの唇が、私のそれに触れそうなほど近づいたからだ。

　思いきり目を見開いた私が、岡田さんの瞳に映る。居酒屋の明るい蛍光灯の下で、その瞳の色は色素の薄い黄土色をしている。

　その瞬間、沸き起こった予感に愕がく然ぜんとする。

　私と同じ会社で働いているというターくんは、源兄ちゃんと同い年だから、少なくとも今は二十六才になっているはず。それなら、主任と同期の岡田さんも同じ年……。

　いろんなことが合致して、岡田さんが懐かしいターくんと重なる。

「もしかして、あなたは……」

　すると、岡田さんの瞳が妖しく細められ、唇が近づいた。

　決してゆるまない腕の力に、全身の力が抜けていく。そのキレイな瞳から目が離せない。なにもかもを見透かしたように見つめられ、王子様のような顔が微かにうなずいた気がした。

　この人が、ずっと会いたかったターくんなの？

　彼の瞳に誘われるようにまぶたを閉じる。その時……。

「拓也！　なにしてる!?」

　よく知っている声が耳元で響いて、惑わされていた思考が引き戻される。もうほとんど触れてしまいそうだった唇が、すんでのところで止まった。

　強引に割って入った主任が、私から岡田さんを引き離す。そして弾かれたように突き飛ばされた岡田さんを、そのまま壁に押しつけた。

「お前……いったい、なんのつもりだ！」

　主任の声が怒りに震え、いつも冷静な顔は苦しげに歪んでいる。

　こんな主任を私は知らない。こんなの、今まで見たことない。

　私の体の中にざわっとした感覚が走った。

「なんだ、残念。……もうちょっとだったのに」

　茶化したように笑う岡田さんの瞳にも、強い色がにじんでいる。さっきまでの甘くて軽い王子様は、一瞬で姿を消してしまった。まるで魔法が解けたみたいに。

　そんなふたりに為すすべもなく、私は思わずその場に座り込む。そして、しばらく動くことができなかった。




　歓迎会の翌日は、雨だった。

　ビルの十二階にあるオフィスの窓からは、濡れた道路におもちゃのように連なる、色とりどりの自動車が見える。じっと見ていると瞬きすることも忘れて、なんだか眠気を誘われた。

　いけない、しっかりしなくちゃ。

　飲み会の翌日に直行が多いのはいつものことだけれど、それにしても今日はひどかった。第二営業部と第三営業部のデスクには、見事に事務職の姿しかない。

　昨夜は宴席が異常に盛り上がり、二次会、三次会とかなり遅い時間まで続いたようだ。一次会のあと逃げるように帰った私は、そのことを七海子経由の野口くん情報で今朝知った。

　あの時――例の岡田さんと主任の緊迫した場面に、のんきにトイレから帰ってきた野口くんが絶妙のタイミングで登場した。

　岡田さんの胸ぐらをつかむ主任と、にらみ返す岡田さん。その足元に崩れるように座り込む私。

　見るからに訳ありな場面に一瞬ひるんだものの、野口くんは素早くふたりの間に入って、主任の手を岡田さんから無理やり引き離し、ついでに私も一緒にそのまま部長の元に連れていってしまった。

　遅れてきたから、なんていう訳の分からない理由で主任はたくさんお酒を飲まされて、そこから宴会場は大騒ぎになって……気づいた時には岡田さんの姿は見えなくなっていた。




　午後になって、雨はますます激しくなった。

　どこで合流したのか、主任と野口くんが一緒にフロアに入ってきた。ふたりともスーツと髪が少し濡れている。

「お疲れさまです」

　薄氷を踏むような緊張感の中、努めて事務的に言葉をかける。

　いつもは必ず返事を返す主任から、珍しく返事がない。チラリと視線を私に向けたあと、第二営業部の岡田さんの席に鋭い視線を飛ばす。しかし空席が目立つその辺りには、岡田さんの姿はなかった。

　いつも感情的になることなどない主任。昨日の岡田さんといい、いったいなにが起こっているんだろう。

　なにより、そのいさかいの中に自分がいることに、戸惑いが隠せない。それに、もしかしたら岡田さんがターくんなのかもしれないという思いが、昨日から頭を離れないのだ。

「なんか急ぎの件ある？」

　ようやく視線をこちらに向けた主任が、形式的な質問をする。声のトーンが一段低くて、いつもの主任と明らかに様子が違っている。

「納期についての連絡は入っていましたけど……急ぎの連絡はないです」

「……それじゃ、取引先に送る書類の段取り、今日中にやっといて」

　主任はそれっきり私を見ることなく、フロアを出ていった。

「はぁ……」

　途端に脱力する。

「なー、萌愛？　昨日のあれなんだけど……」

　野口くんが、我慢しきれないといった様子で口を開いた。

「あれって？」

　書類に視線を落としたまま、さもなんでもないかのように言う。我ながら、すごくわざとらしい。でも、できればそこには触れてほしくない。私にだって、訳が分からないのだから。

「あれについては俺、萌愛に確認するまではって、七海子にも黙ってた。偉いだろ？」

「…………」

『触れないで』と無言で訴えても、野口くんにはまったくもって伝わらない。美術部出身の私のナイーヴさは、体育会出身の彼の打たれ強さに音もなく踏みにじられる。

「あの超豪華なふたりの間に萌愛って……。岡田さんのこと知らないとか言っといて、お前って実はけっこうなやり手なの？」

　やり手ってなによ。それにこの問題は、もっとデリケートな案件なんだからね。

「なー、あれって、萌愛を巡って、あのふたりが揉もめてるとかっていう――」

「違うから！　ないから、絶対！」

　野口くんをキッとにらみつけて力の限り否定すると、思いのほか大きくなった声がフロアに響き渡る。

　何事かと視線を上げた第二営業部のお局つぼね、高たか田ださんがチラリと眼鏡を光らせた。

「しーっ。声でかいよ、お前」

「ごめん……。でも野口くんが変なこと言うから」

　声をひそめてうなだれる私に、野口くんが呆れたように言った。

「だけどあの状況じゃ、そう思ったって仕方ないだろ？」

「岡田さんが酔ってて……絡まれてた私を主任が助けてくれただけだよ」

　苦しまぎれの言い訳を弱々しく吐くと、野口くんは意地悪に目を細めて顎を上げた。

「岡田さん、酒飲まないよ。あの時だって酔ってたとはとても思えない。それに、いつも軽ーい感じの岡田さんのあんな剣幕、初めて見たし。つか、大体あのふたり、ほとんど絡んでんの見たことないし」

　ふたりが絡んだことがないという野口くんの言葉は意外だった。だってあの時、主任は岡田さんのことを『拓也』と呼んだのだ。岡田さんも主任のことを『秀明』と呼んでいた。

　確かにここには、主任のことを『秀明』と呼ぶ人はたくさんいる。取引先やメーカーの人まで『秀明』なのだから、もうそっちのほうが普通の呼び方と言えるのかもしれない。けれどあの時のふたりには、妙な親密さが感じられた。なんだか、ずっと前から親しい間柄だったような……。

「主任と岡田さんって、あんまり親しくないの？」

「そうなんじゃない？　隣の部署で同期って割には、帰りに飲んで帰るような話も聞かないし」

「そっか……」

　あの時、親密に感じたのは気のせいだったのかな。

　そう考えを巡らせる私の横で、野口くんは嬉しそうに続ける。

「だけど、昨日はホントにびっくりしたぞ～。なんかまさに修羅場って感じだったじゃん。俺がうまく収めたから大事にならなくて済んだんだぞ。あんな全員集合な場面でもし皆にバレてたら、ちょっと大変だったぞ～」

　ニヤニヤしながらこちらを窺う、論点が違う妄想を暴走させる同期に、もはやかける言葉も見つからない。

　野口くん、すごくデキる子なんだけど、こういうところはちょっと女子っぽい。

「で、萌愛はどうなの？　岡田さんと秀明さん、どっちがタイプ？　……くぁ～、豪華な二択だな。七海子が聞いたら卒倒するんじゃねぇ？」

「だから、違うってば！」

　もう、しつこいんだから。

　本気でイライラしてしまい、話を切るように書類に視線を落とした。

　野口くんは大げさに肩をすくめたあと、ようやく自分のパソコンに向かう。

『俺は君にすごく興味があるよ』

　そう言いながら私を覗き込む、思い出の人によく似た瞳の色。

『鈴木萌愛って名前にも、それから君の肩の傷にもね』

　見覚えがある気がする、キレイな形の唇。

　昨日から、岡田さんの言葉と瞳が頭から離れない。

　あなたは、本当にターくんなの？

　書類をチェックするフリをしたけれど、内容なんてちっとも頭に入ってこなかった。




　結局そのあと、主任が帰ってくることはなかった。

　その日は早々に仕事を切り上げて、久しぶりに七海子の部屋に泊まることになった。

　定時で上がった私たちは七海子のマンションの最寄り駅で降り、手早く食材の買い物をして部屋に入る。

　ふたりとも大学時代からひとり暮らしをしているせいか、料理をすることはそう苦にならない。今日はオフィスの近くで買った少しいいワインに合うよう、こじゃれた前菜をいくつか作った。

「すごーい、七海子。これ、めちゃくちゃおいしい！」

　七海子が作ったレバーペーストは、軽くトーストしたフランスパンに塗って食べると絶品だった。今日買ったフルボディの赤ワインに、本当によく合う。

「へっへ～。こないだ行ったフレンチで出たやつを真似して作ってみたんだ～。ハチミツとリンゴが入ってるような気がしたから入れてみたけど、当たりだね」

　専務の接待に同行することもある七海子は高級な店で食事をすることも多くて、持ち前の勘のよさから、その時食べたものをこうやって再現することができる。

　キレイで、頭がよくて、優しくて、その上料理までうまいなんて、神様はなんて不公平なことをするんだろう。こんな彼女を持てて、野口くんはホントに幸せだな。

「そういえば、野口くんは？」

　あれから野口くんは急にバタバタと忙しくなって、取引先に出かけてからはオフィスに戻ってこなかった。私としては、昨日のことをこれ以上詮索されずに済んで、ホッとしたのだけれど。

「今日は山下さんたちと飲んで帰るから、こっちには来ないって。私も今日は萌愛とゆっくり話したかったし、ちょうどいいよ」

　意味ありげにグラスを上げる七海子に、目を細めて見つめられる。

「いや、私のほうには、そんな目新しい話題は……」

　そう弱々しく返す私に、「野口から聞いたんだけどさぁ～、昨日、ちょっとした修羅場があったんだって～？」と嬉々として聞いてくる七海子。

　野口くんめ。『七海子にも黙ってた』なんて偉そうなことを言っておいて、もうしっかり情報伝わってるじゃん。

　けれど実際のところ、昨日の事件は理解の範疇を超えている。恋愛経験豊富な七海子に聞けば、なにか解決の糸口がつかめるかもしれない。

　藁にもすがる気持ちで覚悟を決めて、昨日の歓迎会で起こったことを報告する。それと、右肩にある傷のいきさつも。

「――はーっ。そりゃ、修羅場だなぁ……」

　話を聞き終えた七海子も、予想を超える展開に驚きを隠せない様子だ。

「修羅場!?　だって岡田さんの謎の行動を差し引いても、相手はあの主任だよ!?」

「だってさ、萌愛、あの岡田さんにキスされそうになったわけでしょ!?」

「う……」

　なにも反論できない。あの魔法のような瞳に誘われて、目を閉じてしまったのは本当のことだ。

「で、それを見た秀明さんが『やめろ！』とか言って、岡田さんに詰め寄ったと」

『やめろ』じゃなくて、確か『なんのつもりだ』だったはず。でも、あの時の主任は、オフィスでは見たことのない態度だった。なにがどう違うとは説明できないけど、あんなに取り乱した姿を見るのは初めてのことだった。……やっぱり、なにがなんだかよく分からない。

　グラスにワインを継ぎ足しながら、七海子が唸うなるように続ける。

「それで岡田さんは、萌愛に興味があると言って……肩の傷も知っていた、と」

「うん。それでびっくりして、体が動かなくて」

「秀明さんのことは置いといて……。それって、岡田さんが萌愛の初恋の王子様ってことじゃないの？」

　昨日から私が抱いていた思いを、七海子が口にした。

「実はこの前も、源兄ちゃんの家に行った時に、ターくんがうちの会社にいるって聞いて……」

「えー!?　それじゃ、決まりじゃん。しかも、名前が拓也だし」

　確かに……。

　七海子に断言されて、ほぼ確信に近い思いが胸に浮かぶ。

「やっぱりそうなのかな。でも……」

　あの王子様のような外見も髪の色も、記憶の中のターくんによく似ているけれど、岡田さんの軽さだけは、思い出のターくんにどうしても重ならない。なにかが決定的に違うような気がする。宝石のような思い出を形作る、一番大切ななにかが。

　モヤモヤした気持ちを抱えていると、七海子が「そっか、岡田さんがターくん、かぁ……」と、ぼそりとつぶやいた。

　視線を向けると、七海子は気まずそうに目を逸らした。

「どうしたの？　なにか言いにくいことでもあるの？」

　私の問いかけに、七海子はグラスに残っていたワインを飲み干したあと、意を決したように口を開いた。

「岡田さん、婚約者がいるって噂だよ。どこかの社長令嬢で、子供の頃に親同士が決めた公認の相手なんだって」

「そうなんだ……」

　張りつめていた糸が一瞬で切れる。七海子がついでくれたワインを口に含むと、口の中に深い苦味と渋みが広がった。

　あの事件のことは、あれ以来周りは誰も口にしないけど、あのあと源兄ちゃんとターくんが相当怒られたこと、それぞれの両親が全員集合して話し合いが持たれたことは、源兄ちゃんの重い口からなんとなく聞いている。

　救急車やパトカーまで出動した、けっこうな大事件だったのだ。当時のターくんにしてみれば、そんな揉め事に巻き込まれて大迷惑、勘弁してくれよって心境だったのかもしれない。

　もしも岡田さんがターくんなのだとしたら、歓迎会で私にふざけてキスしようとしたことも、大昔に迷惑をかけられたことへのちょっとした仕返しだったのかも。それならば、私の肩の傷を知っていたことにも説明がつく。

　婚約者がいて、御曹司で、気まぐれに女の子にキスをする。ここまで変わってしまうなんて、あの頃のターくんからは想像もできないことだけど……。

　ちょっぴり沈んだ私に、七海子が「ほらほら、食べよ」と料理を取り分けてくれる。

「うん」

　目の前の心配顔に、笑顔を向けた。

　そうだ。しっかりしなくちゃ。もし岡田さんがターくんだったとしても、今は社長の御曹司と新入社員。そんなことで動揺なんてしていられない。

　突然、王子様かもしれない人に再会して驚いてしまったけれど、岡田さんがあの頃のターくんとは違うように、私だってもう大人だ。大丈夫。仕事だってちゃんとやれる。だってもう社会人なんだから。

　流れた時間の重みを感じながら、私はターくんとの思い出を無理やり胸の中に閉じ込めた。










王子？　偽王子？




　翌日は、一度家に戻ってから出社した。いつもより少し早くついたオフィスにはまだ人影は少なく、第三営業部のデスクには主任ひとりの姿しか見えない。

「おはようございます」

「……おはよう」

　パソコンの画面から視線を動かさないまま、主任が素っ気なく言った。

　主任に愛想がないのは前からだけど、歓迎会での一件以来漂う緊張感は未だに継続中だ。

　気まずい……。

　昨日七海子と話したことで、岡田さんのことについては、なんとなく気持ちの決着がついた。もし岡田さんがターくんだったとしたら、私の長い長い初恋は本当の終わりを迎えるということだ。

　だけど主任のことについては、考えれば考えるほど謎が深まるばかりだった。

　あの歓迎会の夜、主任はどうしてあんなに激しく岡田さんに詰め寄ったんだろう。普段の冷静な姿との違いが、目に焼きついて離れない。それに、よく考えたら助けてくれたんだよね……。

　あの時、主任が来てくれなかったら、私はきっと岡田さんとキスしてしまっていただろう。岡田さんにとっては取るに足らないことだろうけど、私にとっては大切なキス。だって、初めてのキスだから。

　二十三歳にもなってまだキスも未経験なんて、恥ずかしくて誰にも言えない。まぁ、彼氏いない歴二十三年なんだから、当たり前なんだけど。

　でも、初めてのキスは大好きな人としたい。この間の岡田さんみたいにいい加減な気持ちじゃなく、ちゃんと私を好きになってくれた人と。

　ずっとそう思ってきたから、助けてくれた主任には、本当はすごく感謝してる。

　お礼を言いたいと思うけど、この『俺を見たら石にしてやるぞ!!』的オーラをビシバシと放っている主任には、恐ろしくて視線さえ向けられない。それに、あの時の苦しげな表情も、思い出すだけで動揺する。

　なんで、あんな顔をしたんだろう……。こちらまで苦しくなってしまうほどの、忘れられない顔だった。

　主任との間に漂う張りつめた空気に耐えながら、パソコンの電源を入れて起動を待つ。その時、静かなオフィスに内線が響き渡った。

　私が手を伸ばすより早く、主任が受話器を取る。事務的な相あい槌づちをいくつか打つと、すぐに電話を切った。

　仕事中はめったに崩れることのない表情に焦りが浮かんでいるのが分かって、ただ事ではないと感じる。

「鈴木、昨日の少量のオーダー、ちゃんと見直ししたのか」

「え……？」

　戸惑う私の返事を待たずに、主任は立ち上がってキャビネットに向かい、中から伝票を探し始めた。席に戻ると、眉間にシワを寄せたままパラリと私の前に伝票を落とす。

「……厚さ三ミリの厚板なんて、あり得ないだろ」

「えっ」

　真っ白になった頭をフル回転させて伝票を見ると、確かにゼロがふたつ抜けている。明らかな私の入力ミスだ。一瞬で指先が冷たくなる。

「昨日の朝、メーカーに入れた発注データがエラーになって返ってきてる。昨日の夕方にこっちに連絡したけど誰もつかまらなかったって、滝川さんがえらい剣幕だ」

「すみません……っ」

「謝って済む問題じゃないだろ。お前の場合、間違うことが前提なんだから何度も見直せってあれほど……」

　ダメ出しの言葉をのみ込んだ主任が、私から視線を逸らして外出の準備をする。

「とにかく来いって言ってるから、行ってくる。その間、お前はこの書類のチェックを――」

「私も一緒に行かせてください！」

　主任の言葉を遮って、私は立ち上がった。

　昨日のオーダーは件数も少なく、私がしっかりチェックしていれば絶対に防げたミスだ。昨日は……あの事件のせいで、仕事に集中しきれないでいたのだ。

　責任は明らかに私にある。プライベートを仕事に持ち込むなんて、社会人としてあってはいけないことだ。

　主任ひとりのせいにはできない。いつもお世話になっている向こうの担当者、桜さくら井いさんにも、自分自身できちんと謝りたい。

「……勝手にしろ」

　主任は私をじっと見つめたあと、フイと視線を逸らした。

　私は手早く荷物をまとめて、主任のあとに続いた。




　滝川さんたちのいるオフィスは、歩いて五分ほどの場所にある。高層階にあるオフィスは、都心の風景が見渡せる見事なロケーションだ。

　普通ならその眺望を楽しむところだけど、今日はそれどころではなかった。

「あぁ、来たね、秀明。……そちらは？」

　足早にオフィスに入ると、何人かの女性社員を従えた滝川さんが、鋭い視線を私に投げかける。

「僕のアシスタントで、今年入った鈴木です」

「あぁ」

　滝川さんに会うのは、配属になった当日に野口くんと一緒に挨拶に来て以来だ。

「おはようございます」

　滝川さんはぺこりと挨拶する私を一瞥し、そのまま主任に視線を移す。

「秀明。昨日のオーダー、いったいどういうことかねぇ？」

「申し訳ありませんでした。完全にこちらのミスです」

　そう言って頭を深々と下げる主任の隣で、私も再び深く頭を下げる。

「ミス？　それ以前の問題だね。この物件は橋きょう梁りょう。厚さ三ミリの板を使って、いったいどんな橋が作れる？」

「本当に申し訳ありません」

　あまりにも威圧感のある滝川さんの前で、私はただ頭を下げることしかできない。

「すべては僕の責任です。昨日は……オーダーに目を通していませんでした」

「いえ、それは私が――」

「お前は黙ってろ」

　言いかけた言葉を短く遮った主任に、滝川さんが短いため息をつく。

「……頭を上げて。話ができない」

　恐るおそる顔を上げる。滝川さんの隣では、いつも電話でやり取りをしている桜井さんが、心配そうな顔でこちらを見つめている。

「まず……あなた。鈴木さん、だった？」

　滝川さんが指で顎を支えながら私を見つめる。鋭く澄んだ視線に、少しでも気を抜けば負けてしまいそうで、体に力が入る。

「はい」

「このオーダーは橋梁用、つまり橋の材料。それも本州と島を結ぶ巨大プロジェクトだ。うちだけではなく、他の鉄鋼メーカーも参入している大きな公共工事だということは理解しているね？」

「はい」

　橋梁用の鋼材は、ほとんどがオーダーメイド。細かな計算がされた設計図を基に、必要なパーツを一つひとつ確認し、特注する。つまりは規格外の鋼材で、世界にひとつしかない部品、ということになる。

「橋梁用の鋼材の場合、既存の商品では代用ができない。だから少しでもオーダーと違うものを作ってしまったら、そこで工事が止まる。工期の遅れは人件費や運送費に損害を与えるばかりか、ゼネコンや協力会社、ひいては我が社の信用に傷をつける」

　私が理解できるように、ゆっくりと真剣に言葉を吐き出す滝川さんが、とても大きな責任を負っている人だということを実感する。同時に、自分のやっている仕事の重大さを改めて思い知らされる。

「一ミリでも違うものを使えば、安全面でも大きな不安材料になる。小さな鋼板一枚でも、発注には大きな責任がかかってくることを自覚しなさい」

「はい。申し訳ありません」

「……反省しているようだから、今回はいい。いつもはこんなミスはないようだし。そうだね、桜井？」

　滝川さんが隣にいた桜井さんを促すと、何度も大げさなくらい『そうだ』とうなずいてくれる。

「……まだ配属されて半年にも満たないようだし、頑張っていることは聞いている。今話したことを頭にしっかり入れて、集中するように」

「はい」

　私に対しては寛容だった滝川さんの視線が、主任に移るなり急に厳しくなった。

「だけど秀明はそうはいかないよ。橋の材料に発注ミスがあれば、材料が無駄になるだけじゃ済まないことはよく分かっているはずだ。今回のこのミスは、いったいどういう理由？」

　滝川さんが主任のそばに歩み寄る。近くまで顔を近づけて、ものすごく高圧的な視線を向けている。

　見ているだけでも泣きそうになるくらい怖い滝川さんに、まったく動ずることなく主任が視線を返した。

「……個人的な事情で、集中力を欠いていました」

　その言葉にハッとする。

　個人的なことって、まさか……歓迎会でのこと!?

　主任は、その端麗な外見と頭の回転の速さ、そしてどんなことがあっても動揺しない冷静さがトレードマークだ。そんな主任が集中力を欠くなんて……。だけどあの時の主任は、確かに見たこともないくらい動揺していた。

　痛いくらいに張りつめた主任の横顔を見つめる。

　すると、その端正な顔がチラリと視線を移した。『大丈夫だ』と言う声が聞こえてきそうな優しい目を私に向ける。

　いつもすごく意地悪なくせに、なんでこんな時に限って……そんなに優しい顔をするの？

　安心させるように投げかけられた眼差しは、明らかに緊張と動揺で混乱している私を落ち着かせるためのもので……。

　その穏やかな視線に、小刻みに震えていた体が静かになっていく。

「今回のことは完全に僕の不注意で――」

「秀明の個人的なこと。それはそれは、大層関心があるね」

　言葉を続けようとした主任を、淡々とした滝川さんの言葉が遮った。その顔に、微かな笑みが浮かぶ。

　次の瞬間、急に緊張の糸が解けた。大きなため息をついたかと思ったら、滝川さんが私の腕を引っ張って笑顔を見せたからだ。

「こっちにおいで。桜井、先日こちらの専務にもらったおいしいお菓子があったね。このお嬢さんに出しておあげ。その間、秀明はあっちで打ち合わせをするよ。……ふたりとも、今後は気をつけるように」

　淡白に会話を終え、滝川さんが背中を向けた。主任もあとに続く。

「鈴木さん、こっちよ」

　桜井さんに連れられ、来客スペースに向かう。その合間にも、主任のことが気になって何度も振り返った。主任の優しさの余韻に、無意識に心が引き寄せられる。

　オフィスでは容赦なく私に暴言を吐く主任。それとは対照的な、今日の優しげな眼差し。どっちが本当の主任なの？

　私の視線の先で、こちらを振り返る主任がフッと微笑むのが見えた。




「それで秀明さん、結局また滝川さんに怒られちゃったんだ？」

「うん。一緒に帰ってくる時には、かなり暗いトーンだったから」

　お昼休み、いつもの応接室でのランチタイム。午前中のことを報告すると、興味深そうに聞いていた七海子は意味ありげに微笑んだ。

「普段なら絶対やらないようなミスだったわけね。だから滝川さんがそんなに怒ったんでしょ」

「……そう言われればそうなのかな」

　確かに、投入するオーダーには今まですべて目を通していた主任が、あの朝だけは目を通さなかったのだ。あんな初歩的なミス、いつもの主任ならざっと目を通しただけですぐに見つけてしまっただろう。

　そんな主任だからこそ、滝川さんの信用をあれほど得ているのだ。

「ふーん……。やっぱさぁ、岡田さんとの例の歓迎会での修羅場が尾を引いてるんじゃないの？」

「だから、修羅場なんかじゃ……」

　そういえば主任、オフィスに戻ったあと、また取引先に呼ばれて慌ただしく出かけていったな。お昼ご飯、ちゃんと食べられたかな。今朝のあれ、私のことをかばってくれたんだよね……。

　いつも隙のない端正な顔に今朝突然浮かんだ優しい表情を思い出し、なぜだか胸が苦しくなる。

　今回のミスは、明らかに仕事に集中できていなかった私のせいだった。滝川さんはああ言ったけど、決して主任のせいなんかじゃない。私のせいで、主任に必要以上の負担をかけてしまっている。

　主任の指導はとても厳しい。間違いがあれば即刻一からやり直しだし、資料ひとつとっても、どういう視点でどういうやり方でやるか、効率を考えているか、いかにミスを少なくするかを常に考える姿勢が求められていて、いい加減なやり方をした仕事には容赦ない叱責が飛ぶ。

　正直なところ、他の部署に配属された同期の子たちの話を聞くと、ここまで厳しく指導されている部署はなく、『どうして私だけがこんな目に』と思ったことは一度や二度ではない。だけど……。

　最近、少し分かってきたのだ。主任がどうしてこんなに厳しいのかが。

　仕事をする上で一番大切なこと、それはたぶん信頼関係なのだと思う。連なった仕事の一端を担う時、それぞれが与えられた役割を全うすることで信頼は築かれる。

　今回のオーダーミスひとつ取っても、そのことがよく分かる。設計どおりに材料が作られなければ、滝川さんが言ったように人命に関わる重大な事故にだって繋がりかねない。それに、製造業としての社会的信用、そして取引先からの信頼が一気に失われるのだ。主任はきっと、それを私に教えようとして……。

　そんな主任の思いに、私はまったく応えられていない気がする。あんな出来事ひとつで簡単なオーダーも入れられないなんて、いったい今までなにしてきたんだろう。

「萌愛、どうしたの？」

　黙り込む私に、七海子が心配そうな視線を向けた。

「私、なにやってるんだろう。まともに仕事ができなくて、こんなの怒られて当たり前だよね。入社して半年も経つのに、嫌になっちゃう」

「萌愛……」

　気遣うように視線を向ける七海子。こんなことで気を遣わせてしまう自分が、本当に嫌だ。

「経理に配属になった広瀬さん、もう簿記二級を取ったんだってね。入社半年ですごいよ。私なんて二年もかかったのに。やっぱ、頭の出来が違うんだよね」

「そんなことないよ。萌愛だって頑張ってるよ」

「ううん、やっぱり仕事のできるできないって、努力でカバーできない部分もあるよね。努力すればなんとかできるようにはなるけど、素質のある人が努力したら、やっぱり太刀打ちできないもんね。……広瀬さんが第三営業部に入ったほうが、きっと主任も楽だったかも。あ、だけど今となっては、経理部も私なんていらないか。ははは、行くとこなしだね……」

　ダメだ。どんどん落ち込んできた。自分がずば抜けて優秀な人間じゃないことぐらいは、もうずっと前から分かっている。だからこそ、人一倍努力をしてきたつもりだ。だけど……今回の件では、自分の不甲斐なさが心底嫌になってしまった。

　堪えきれずに落ちた涙に、七海子が黙ってティッシュをくれる。

「やだ、ごめん。こんなことで泣くなんて……」

　こんなの、まるで子供みたいだ。自分の幼さが情けない。皆ちゃんとできていることが、どうして自分にはできないんだろう。頑張っているつもりなのに。

「……萌愛はさ、なにに対しても真面目すぎるんだよ。もっとお気楽でもいいと思うよ。『皆が憧れる第三営業部に私が選ばれたんだからっ』とか、そのくらいで」

　七海子によしよしと頭を撫でられる。

　同い年なのに、なに、この差。本当に七海子は大人だ。

　その優しさにますます泣けてきて、七海子の渡してくれたポケットティッシュで盛大に洟はなをかむ。その瞬間、ノックの音がして応接室のドアが開いた。

「七海ちゃん」

　笑顔で入ってきた茨いばら木ぎ専務を見た途端、びっくりして涙が止まる。

　専務のほうも少し戸惑った表情を見せたものの、すぐにまた温和な笑顔を浮かべた。

「お取り込み中、失礼。今、いいかな？」

「専務、どうかされましたか？」

　慌てて腰を浮かす私たちに、専務は『そのままで』と手で合図して、自分もソファに腰掛ける。

「鈴木さんもいて、ちょうどよかった。今日は七海ちゃんと鈴木さんにお願いがあってね」

「なんでしょうか？　すぐに対応いたしますが」

　秘書の顔になった七海子がスーツのポケットからメモを取り出す。

『メモを取る女は伸びる』と、以前なにかの本で見たことがある。この反応の速さが積み重ねられて、七海子の秘書としてのスキルはきっとどんどん上がっているんだろう。

「いや、いいんだ。今回の用は仕事じゃない。個人的なお願いだよ。鈴木さんも一緒にね」

　優しく微笑みながら私たちを見つめる専務を前に、私の涙はすっかり引っ込んでしまっていた。




　翌日の金曜日。仕事を終えた私たちは、とある高級ホテルの衣装室で試着を繰り返していた。

「ねぇ、七海子。これは？」

「うーん……。似合ってるけど、せっかくのパーティーなんだから、もう少し華やかでもいいんじゃない？」

　私が選んだ紺の無難なワンピースを、七海子がまた却下する。

「だけど、派手なのは私なんかじゃ似合わない……」

「自分がそう思ってるだけだよ。萌愛って、普段ほとんどお化粧もしないし、体のラインを隠すような服しか着ないから目立たないけど、本当は顔立ちもキレイでスタイルもいいし、なによりもその肌！　それは絶対、武器になるね」

　そう熱く語る七海子は、色鮮やかなワインレッドのドレスを着こなしている。大学時代にミスキャンパスに選ばれた容姿はさすがで、その場にいる人たち皆が見とれるほどだ。

「んー、次はこれ着てみて」

　そう言って七海子が渡すドレスを見て、伸ばしかけた手を引っ込めた。

「七海子、だってこれ……」

　七海子が選んでくれたドレスは、膝丈のスカート部分に薄いピンクのシフォンが幾重にもなった愛らしいものだった。

　女の子なら誰でも憧れるような、プリンセス感いっぱいのふんわりしたフォルム。甘く優しくて、見ているだけでドキドキするようなデザインだ。

「こんなの、絶対無理……。だってこれ……」

　そのドレスは、背中が大きく開いたベアトップで、両肩から伸びたオーガンジーのリボンを首の後ろで結ぶタイプになっている。

　……肩の傷が、そのまま見えてしまう。

「大丈夫。確かに萌愛にしては露出しすぎだから、肩からこのシフォンのストール羽織ってみて」

　いつの間に探し出したのか、七海子はシンプルな白いシフォンのストールを手にしていた。

　ドレスとともに差し出され、そのまま試着室に押し込まれた。

　仕方なく着替えて外に出る。

「うわぁ……かわいいっ！」

　七海子が大きな目をいっぱい見開いて、興奮気味に私に近寄る。

「おかしくない？」

「なに言ってんの！　萌愛、ちゃんと鏡見た!?　めちゃくちゃ似合ってる！」

　おずおずと鏡の前に歩み寄る私を、衣装室の人たちが取り囲む。

「本当によくお似合いですよ。お客様、顔立ちが愛らしいですし……。髪型も、少しキレイにいたしましょう」

「え!?　いや、いいです。そんな大げさな」

「いえいえ、こんなにおキレイなうなじをしていらっしゃるんですもの。見せなくてはもったいないですわ。それではおふたりとも、こちらの鏡の前で。……今日はヘアメイクまでお世話するように茨木様の奥様から伺っておりますので」

　にこやかな女の人たちに取り囲まれた私は、されるがままに仕上げられていった。




　パーティー会場では室内楽が音楽を奏で、華やかなドレスで着飾った女性と、黒で正装した男性とで賑わっている。

　私と七海子もにわかながらの正装で、その空間になんとか馴染んでいる。そばにはタキシード姿の専務が、私たちふたりをまるでお姫様のようにエスコートしてくれていた。

　今日はこのホテルのＶＩＰのみが招かれたパーティー。一流企業の役員や実業家、テレビで見たことのある有名人なんかも見かける、私にとっては経験したことのないきらびやかな空間だ。

　昨日のお昼、専務が私たちに頼んだお願いとは、このパーティーに同行してくれないか、とのお誘いだった。

　この手のパーティーは通常、男性は女性を伴って出席するものだが、今日は専務の奥様がどうしても出席できなくなり、代わりに七海子を連れていったらどうかと奥様が言い出したらしい。

　しかし、いくら秘書とはいえ、七海子とふたりではよくないということで、ならば七海子と仲のいい私も一緒に、となったようだ。

「このホテルでこの前、うちのせがれが結婚したばかりでなぁ。世話になったから、欠席ってわけにもいかなくて。……迷惑だったかな？」

　私にソフトドリンクを渡しながら、専務が笑った。

「いえ。こちらこそ……こんな華やかな場所に連れてきていただいて、本当に嬉しいです」

　そう私が伝えると、専務が優しげに目を細める。

「鈴木さんは、秀明くんの下で相当頑張ってくれているそうだね。先日、滝川に会う機会があって、彼女が褒めてたよ」

「専務は滝川さんをご存じなんですか？」

「ああ。昔、彼女の上司だったから。あれでも、三十年前はかわいらしい女の子だったんだよ。いつの間にか、あんな怖い鉄の女になってしまったけれど」

　茨木専務は常磐製鉄出身で、いわゆる〝天下り役員〟だ。そのせいか、もともとの古巣を相手にしている主任のことがかわいいらしく、よく話をしているのを見かける。

「秀明くんは表面上は厳しいけれど、本当は思いやりのある男だから……よろしく頼むね」

　改まった口調で専務に言われ、こっちのほうが恐縮してしまう。

「そんな……主任には、本当にお世話になっているんです。足手まといばかりですけど、少しでもお役に立てるように頑張ります！」

　専務は優しげな視線を私に送ったあと、ワインを取りに行ったまま見知らぬ男性に話しかけられている七海子を困ったように見つめた。

「やれやれ、七海ちゃんを引き取ってこなくちゃ……。鈴木さん……萌愛ちゃんはちょっとここで待ってておくれ」

　目配せした専務が七海子の元へ歩いていくのを、なんだか温かい気持ちで見送った。

　昨日の失敗で、実のところかなりへこんでしまっていたけれど……。専務にしても滝川さんにしても、こんな役立たずな私を大きな心で見守ってくれる。

　その思いに応えられるよう、もっともっと頑張らなくちゃ。へこんでいる暇なんてない。

　そんな前向きな気分になると、急にお腹が空いてきた。

　やっぱり私って単純だ。だけどせっかくだから、ごちそうを……。

　ビュッフェスタイルの料理を取りに行こうと足を踏み出した瞬間、飲み物を配っているホテルの人に危うくぶつかりかける。

　あっと思った時、強く肘をつかむ手が私の体を引き止めた。あらわになった腕に、ひやりとした式服の感触が伝わる。慌てて振り返った先には……。

「……え、主任？」

　そこには、タキシード姿の主任がいた。

「やっぱり……鈴木？」

　主任は驚いたように目を見開いたあと、すうっと目を細める。

　肘をつかまれたまま、しばし見つめ合う。

　いつも無造作に下ろしている前髪はセットされ、あらわになった額が聡そう明めいさと淡麗さを際立たせている。さらに、上品な光沢を放つ黒のタキシードは、細身で背の高い主任によく似合っていた。

　本当に怖いくらい……素敵。

「秀明くんじゃないか！　やぁ、拓也くんも。今日は会長も一緒かい？」

　背後から突然響いた専務の声に、我に返った。

　振り向くと、専務に連れられた七海子も驚いたように……というか、突然現れた、野口くんが言うところの『豪華なふたり』の登場に、目を爛々と輝かせている。

　私に刺すような視線を向けていた主任が、一瞬で豹ひょう変へんして隙のない笑顔を専務に向ける。

「ええ。僕は祖母の付き添いです。拓也は西連寺さんのエスコートですよ。専務、今日は奥様は……」

「家内が急用でね、今日は七海ちゃんと萌愛ちゃんに付き合ってもらったんだ」

「これはこれは……。専務、両手の華はあまりにも美しい。僕らにも少し分けてくださいよ」

　タキシード姿の岡田さんが、華やかな笑顔で会話に割り込んだ。

　茶色い髪と黄土色の瞳に、蝶ネクタイ。こんなの、やっぱりプリンス仮面様そのものだ。でも彼は、もうあの頃の王子様じゃない。

　そう自分に言い聞かせてみても、自然に目を奪われてしまう。

「じゃあ、七海ちゃんと萌愛ちゃんはふたりに任せて、僕は会長に挨拶してくるよ」

　そう言って専務がその場をあとにすると、私と七海子は豪華なふたり組とその場に残された。

　周囲の女性たちの視線が痛い。そのくらい、とにかく主任と岡田さんは目立ちまくっている。

　不機嫌そうな主任とは対照的に、スマートに私たちをエスコートしてくれる岡田さん。持ってきてくれたシャンパンにちびちびと口をつけながら、そっと視線を向ける。

　七海子の話に相づちを打つ笑顔はやっぱり甘い王子様だ。それにこの人がターくんかもしれない思うと、歓迎会であんな強引なことをされたというのに、やっぱり嫌いにはなれない。

「お前、さ。今日のその格好……」

　耳元で突然聞こえた声に息が止まりそうになった。振り向くと、すぐ近くに不機嫌そうな主任が立っている。

　い、いつの間に……。

「あっ……。すみません、似合わないですよね。あのですね、これは……」

「誰も似合わないなんて言ってないだろ」

　慌てる私に、ますますぶっきらぼうに返す主任。一瞬気まずくなったふたりの空気に、呆れたように岡田さんが入ってくる。

「秀明、褒めるならちゃんと褒めないと。萌愛ちゃん、今日は別人みたいだよ。いつもかわいいけど、今日はとてもキレイだ。まるで、さっき咲いたばかりのバラのようだね」

「はっ!?　い、いえ、そんな……」

　突然の華麗な賛辞。しかも、プリンス仮面様じきじきのお言葉に、どう反応していいか分からなくて頬が熱くなってしまう。

「拓也は拓也で、ちょっと大げさすぎるんじゃないのか。……それに鈴木も、ずいぶん嬉しそうだな」

　視線を逸らした主任が、ちょっと不満そうにつぶやく。

　そんな主任を楽しそうに眺めながら、岡田さんが私の腰にそっと手を回した。

　触れられた途端、体に緊張が走る。男の人にこんなふうに触れられるのなんて、初めてのことだ。

　こんな素敵なドレスを着て、憧れていた王子様にエスコートされる。本当なら夢見るシチュエーションだけど、今の私には切なさのほうが大きい。婚約者がいるはずなのにこんなことを簡単にする拓也さんが、どうしても思い出の王子様と繋がらない。

　その手を振りほどく勇気もない私を、突然、イラ立った表情の主任が引き寄せた。

「……拓也、相手が違うだろ」

「そっちこそ……って、言いたいけど？」

　一瞬で冷たくなったその場の空気を敏感に察知した七海子が、艶やかな微笑みを浮かべて、ふたりの間に割って入る。

「あの、さっきから秀明、拓也ってとても親しそうですけど……。おふたり、どういうご関係なんですか？」

　主任と岡田さん、ふたりの視線を一身に集めた七海子が、企むような視線を返すと、緊迫していた空気がふっと解けた。このふたりを相手にこの貫かん禄ろく、さすが七海子だ。

「なにかとても親しい間柄に見えますけど。……社内でも有名なおふたりの関係、とぉーっても気になります！」

　すると、目を逸らした主任とは対照的に、いつもの笑顔を浮かべた岡田さんの瞳が悪戯っぽく揺れる。そして、意外な言葉を口にした。

「七海子ちゃんだっけ？　美しいだけじゃなく、勘のいい子だ。ご褒美に教えてあげよう。そう、俺と秀明は従い兄と弟こなんだよ」

「えぇっ!?」

　あまりの衝撃に、七海子の顔からは営業スマイルさえも消えている。

　うそ、従兄弟!?　主任と岡田さんが？　えぇと、岡田さんは社長の息子なんだよね？　だったら主任は？　それって……それってどういうこと!?

　思わず主任を見るけれど、彼はずっとそっぽを向いたまま。その複雑な表情から、なぜだか私は目を逸らすことができないでいた。




「はー、びっくりよねぇ。まさか秀明さんも会長の孫だなんてさ」

　七海子が残ったワインを飲み干して、小さなため息をついた。

「そ、だね。びっくりだね……」

　突然知った驚きの事実に、短い相槌を打つことしかできない。

　主任のお父さんと岡田さんのお母さんが兄妹。そして、現会長はふたりにとっておばあ様ということらしい。

　国内有数の一流企業の創業者一族。主任は正真正銘、その御曹司だ。

　岡田さんだけでなく、まさか主任まで御曹司だったなんて……。

　まだぼんやりしたまま、視線は無意識に主任を探す。

　少し離れた場所で、主任は専務やいかにもセレブな人たちと談笑している。上品なタキシードを着こなし微笑みを浮かべる姿は、まるで見知らぬ人のように思えてくる。

　同時に、いつも隣の席で『さっさとやれ！』『そんなことも分からないのか！』とダメ出しをする、陰険な半眼とビシッと突きつけられる長い指を思い出す。それから、パソコンに向かう真剣な横顔や、時々無防備になるキレイな瞳や薄い唇も。

　主任がオフィスで見せるなにげない表情が次々と脳裏に浮かび、胸が苦しくなった。

　私、主任が御曹司だと聞かされて、なんでこんなに動揺してるんだろ。大体、主任にとっては、私なんて下僕のような取るに足らない存在だ。仕事の上でも、なんの助けにもならない、いてもいなくてもいいような存在……。

　そう思った瞬間、また胸が締めつけられる。

　……びっくりしただけだよ。そう、ただそれだけだ。

　自分に言い聞かせながら、残っていたシャンパンを一気に飲み干した。途端に体を巡るアルコールが、体をぐらりと揺らす。その時……。

「あら、七海ちゃん？　萌愛ちゃんも！」

「加奈子さん！」

　不意に現れた人影に、七海子が高い声を上げた。

　目の前には、美しく着飾った加奈子さんがいた。ただでさえ際立った美貌を、スカイブルーのドレスがさらに引き立てて、まるで加奈子さんにだけスポットライトが当たったかのように、本当にキラキラと輝いている。

　加奈子さんは五十代の上品な紳士と連れ立っている。目元がとてもよく似たふたりは、誰が見ても親子だと分かる。

　あっという間に仕事の顔に戻った七海子が、美しい営業スマイルを浮かべて丁寧に頭を下げた。

　加奈子さんのお父さんは、得意先企業の社長。彼は七海子に優しげな視線を向けた。

「こんばんは。今日は専務のお供なのかな？」

「はい。奥様の代理に、私と同期の鈴木がお供いたしております」

「いやいや、そんなに堅苦しくならないでおくれ。今はプライベートな時間なんだから。でも、専務にはご挨拶はしておこうか」

「はい、こちらです。……萌愛、ちょっと待ってて」

　小声で言い残し、七海子と加奈子さんたちは専務の元に向かった。主任と専務がいる場所にたどり着くと、そこで和やかな談笑の輪ができる。

　眼鏡をかけてさえ端麗だと分かる主任の繊細な顔立ちが、今は加奈子さんに向かって優しい微笑みを浮かべている。

　誰から見てもお似合いの、完璧な組み合わせ。それでも、ふたりを見ているとざわざわと胸が騒ぐのを止められない。

　なんだろ。私、酔っ払ってるのかな……。

　華やかな空間が急に息苦しくなって、逃げるように会場の外に出た。広いロビーの隅っこに置かれたソファに座る。

　勢いに任せて飲んだアルコールが一気に回って、頬が火照った。大きく息をして、混乱した頭を少しでも落ち着けようと必死になる。

「萌愛ちゃん、大丈夫～？　ちょっと酔っぱらっちゃった？」

　顔を上げると目の前に、タキシードに包まれた長い足が現れる。

　そこには、プリンス仮面様が立っていた。

「岡田さん……」

「はい、お水。七海ちゃんと違って、萌愛ちゃんはあんまりお酒飲めないんだね。ふふ、そうやってすぐに酔っ払っちゃうとこにも、けっこうそそられるなぁ」

　岡田さんは私の隣に腰掛けると、悪戯っぽい微笑みを浮かべた。

　至近距離で顔を覗き込まれ、条件反射のようにさらに顔に血がのぼる。

　ホント、ターくんのイメージとは違う。こんなに軽い感じの人だったのかな……。

　動揺を隠すように、受け取ったグラスの冷たい水を口に含むと、顔の火照りがほんの少し収まる。

「あの、皆さんは……」

「秀明と加奈子たちはお話し中。俺は面倒くさいから、抜けてきちゃった」

　そう言って笑う岡田さんは、プリンス仮面様そのものだ。顔を覗き込まれているのをいいことに、その不思議な色の瞳をじっと見つめる。

　やっぱりターくんの不思議な瞳とそっくり……。

「岡田さんの瞳の色は、昔からそんな色なんですか？」

「曾そう祖そ母ぼが外国の人だったからね。でも、どうして？　君の知る誰かと、そんなに似ているのかな」

　曖昧にはぐらかす微笑みですら魅力的で、その危険な魔力に引き込まれそうだ。

「岡田さん……」

「ね、俺のこと、拓也って呼んで」

「た、拓也さん？」

「そう、いい感じだね」

　そう言って笑うと、小さな子供を相手にするように背中をさすってくれる。

　岡田さん、やっぱり悪い人じゃない……。

「この前、私の肩に傷があるって……。拓也さん、なぜそんなことを知っていたのかなって……」

　かなり思い切って聞いたのに、拓也さんは私の問いかけには答えず、曖昧な微笑みを浮かべている。優しくて、キレイな微笑みだ。

　確かターくんも、こんなたおやかな少年だった気がする。優しげで、しなやかで、それでいてどこか激しい情熱を秘めているような……。

『あなたはターくんですか？』と言葉が喉まで出かかった時、背の高い人影がイラ立たしげに走り寄ってきた。そして、いきなり私の手首をつかんで立ち上がらせる。

　まだ少し残ったアルコールが足にきて、ぐらりと揺れた体を、腰に回った手が支えた。

　目の前にあるのは、少し怒ったような主任の眼差し。触れ合った部分が熱を帯びて、ドキドキしすぎて余計にふらついてしまう。

　そんな私をさらにしっかり抱きかかえると、主任がきっぱりした視線をこちらに向けた。

「鈴木、勝手にいなくなるな。専務が心配されている。……拓也、お前のことは加奈子が探してる」

「なに？　面倒な話なら、ゴメンだよ」

　不貞腐れた表情で答える拓也さんに、険しい表情の主任が低くつぶやく。

「拓也、お前いい加減にしないと……」

　途端に返される拓也さんの冷たい視線。さっきの優しげな表情からは、想像もつかない。

　やっぱりこのふたりの間には、なにか特別な事情があるのかもしれないと察する。

「萌愛ちゃんの前だ、止めろ。それにお前だって……いいのか？　困るんじゃないの、いろいろと」

「……はっきり言っておくが、この前みたいなふざけた真似は金こん輪りん際ざい止めろ」

　ふたりの間に、また緊迫した空気が流れた。

　けれど、次の瞬間にすぐ目を逸らした拓也さんが、肩をすくめながら立ち上がる。そして私に笑みを投げかけると、「萌愛ちゃん、またね～」とおどけたように言って、そのままパーティー会場へと向かった。

　拓也さんの背中が扉の中に消えたのを見届けると、主任がようやく拘束を解いて私の手を引く。

「……俺たちも戻るぞ」

　主任の大きな手に手首をつかまれて、見慣れているはずの後ろ姿になぜだか胸が高鳴る。

　タキシード姿が思いのほか王子様みたいだから？　私がお姫様みたいな格好をしているから？　……主任の手が私に触れているから？

　こんなの、まるでドラマのワンシーンみたい。憧れの王子様にどこかに連れ去られる、ラブロマンスみたいな……。

　そこまで考えたところで、ふと我に返る。

　やだ、なに考えてるの？　主任が王子様？　そんな妄想をしてしまった自分が猛烈に恥ずかしい。だって、相手はあの〝鬼秀明〟だよ？

「主任、あの、手を離してください」

「ダメだ。ちょっと目を離したらすぐにどこかへ行ってしまう。お前は危なっかしくて……イライラする」

　ぶっきらぼうに言い放ったあと、振り向きざまに見つめられる。

　いつもと違う熱っぽい瞳に、心が揺れる。ドキドキとうるさく騒ぐ胸の音を自分ではどうすることもできないまま、主任の背中に続いた。










セレブパーティー・パニック




　会場の隅のほうにあるテーブルまで戻ると、主任はようやく私の手首を解放した。そして無造作に飲み物のトレイに手を伸ばし、シャンパングラスをひと息に飲み干す。

　その姿があまりに様さまになっていて、本当はこんなにも華やかな人だったのだということを、今さらのように思い知らされる。

　こんなの、社内の憧れの的になって当然だ。私の場合、いつも怒られている極度の緊張状態から、主任のこの華麗なイケメンぶりを冷静に判断できていなかったのかもしれない。

　しばしぼうっと見み惚ほれる私に、主任が目を細めてこちらを見た。

「なんだよ」

「い、いえ。あの、主任って、会長のお孫さんだったんですね」

　その言葉に、主任の瞳が少しかげった。

　触れてはいけない話題だったのかな……。

　そう思った瞬間、ふっと表情をゆるめた優しい眼差しが私に向けられた。

「別に隠しているわけじゃない。だけど俺はあとを継ぐつもりはないし、たぶん社長になるのは拓也だから、俺のことは伏せておいたほうがいいんじゃないかと思ってる。重役クラスは知っていることだから、今さらお前にバレたところでどうってことはない。……でもだからって、言いふらすなよ」

「そんなことしません！」

　大体、そんなことをしたらますます主任を狙う女の子が増えて、私に対する当たりが余計にきつくなってしまう。……それに、これ以上主任の周りに女の人が増えるのは、なんだか嫌だ。

「あの、加奈子さんは……」

　さっき主任は、『加奈子が探している』と拓也さんに告げた。反射的に胸が痛んだのは、きっと主任が加奈子さんを呼び捨てにしたからだ。

　そんな自分に戸惑いながら、それでも聞かずにはいられない。

「あぁ、加奈子は俺たちの幼馴染だ。家族ぐるみの付き合いだったから、小さな頃からなにかと顔を合わせてたし……。それに、加奈子と拓也は婚約してる」

「ええっ！」

　拓也さんと加奈子さんが婚約!?　それってつまり……政略結婚!?　こんなの、ホントにドラマの中の世界だ。

　そんなセレブ感満載な話に混乱しながら、ふと大変なことを思い出す。

　それじゃ、主任と加奈子さんって……道ならぬ恋ってやつなの!?

　複雑な思いで目を泳がせる私に苦笑しながら、主任が言った。

「社内で俺と加奈子が付き合ってるって噂、デマだから。ただ、この婚約に関しては拓也が渋ってて……。だから、本当は皆困ってる。一番かわいそうなのは加奈子だよ。小さな頃から拓也ひと筋だってのに、まったくなにが気に入らないんだか……」

　最後のほうはため息交じりにつぶやいて、「あ、このことは誰にも言うなよ」と釘を刺される。

　内容が内容なだけに軽はずみに言えることではない。私はただ黙ってうなずいた。

　それにしても、さっきから本当に落ち着かない。なぜなのか分からないけど、主任の視線がやけに私の全身を往復するからだ。

　今日、衣装室で七海子が選んでくれたドレスは、薄いピンクの可か憐れんなドレス。膝丈のバランスがちょうど足をキレイに見せてくれるらしく、その上いつもよりかなり高いヒールの靴を履いているから、さらにその効果が出ていると、さっき七海子が褒めてくれたばかりだ。

『まだ蕾つぼみのバラをイメージしたドレスなんですよ』と衣装室の人が言っていたとおり、タイトなトップから幾重にも重なったオーガンジーの薄い布が、スカートの控えめな膨らみを繊細なシルエットに仕立て上げている。

　それに比べて七海子のドレスは、大輪の花を思わせる、とてもゴージャスなものだ。中身だってゴージャスなのだから、七海子は瞬く間にパーティーの中心になった。一緒にいる専務も、なんだか嬉しそうだ。

　長い髪を片側に流して大人っぽく仕上げている七海子とは違って、私の髪はふんわりと巻かれた毛先を残したアップスタイルで、サイドの髪が踊るように散らされている。

　わざと残した後れ毛が少し大胆すぎないかな、とさっき化粧室で心配になったけれど……。

「思ったより、色が白いんだな」

　頭の中であれこれ心配する私をよそに、主任はまったく思いもよらないことを口にした。

「えっ!?」

「夏でも滅多に肌を出さないから……そんな服、意外だと思って」

「あ、あの、そ、そうですかね……」

　確かにこのドレスは、デコルテラインがかなり大胆に開いている。それだけでなく、首の後ろで結んだリボンの下は、背中の大部分が見えている。

　私がなんとかこれを着こなせているのは、シフォンのストールを羽織っているからだ。第一、これを外してしまうと肩の傷跡が見えてしまう。

　それだけは絶対に嫌だと思った。特に、主任の前では。

「それに、髪型と化粧でそんなに変わるのか。さっきから、お前が誰か教えろって何人かの男に聞かれた。もちろん、答えてなんてやらなかったけど」

「は、はぁ……」

　主任の言っている意味が分からない。これはもしかして『服装が派手すぎる』というダメ出しだろうか？

　なおも見つめてくる主任に戸惑って言葉を失っていると、結果的に見つめ合った状態でいくらかの時間が過ぎた。

　先に目を逸らした主任が、またシャンパンを取って一気飲みする。それも二杯続けて。

　まるでジュースかなにかみたいに飲んでいるけど、大丈夫なんだろうか？

「あの、主任、喉が渇いてるんですか？　なにか飲み物を取ってきましょうか？」

　恐るおそる聞いてみると、酔っているせいなのか、少し潤んだ瞳で見下ろされる。

　ひっと喉まででかかった言葉を、なんとかのみ込んだ。

　い、色っぽい……。それになんか、距離が近すぎる!!

　じわじわと距離を詰める主任の顔が、ほんの十五センチほどの距離まで近づいた。主任とは毎日顔を合わせているけれど、この近さで正面から見るなんて初めてのことだ。

　眼鏡越しにもかかわらず、壮絶な色気とイケメンぶり。その破壊力に思わずあとずさると、主任にまた手首をつかまれる。

「どうして逃げる……？」

「べ、別に逃げてなんか……っ」

　そう言いながらもジリジリと後退すると、ヒールのかかとが壁に突き当たり、逃げ場を失う。

　追いつめられた先は、ちょっとした梁はりの影。皆からは死角になって、それがなんだか秘密めいた空間を作っている。

　兎とにも角かくにも、この状況は心臓に悪い。なんとかしなければ……。とりあえず、落ち着こう。まずは一回、深呼吸。主任のことだ。この行動には、なんらかの理由があるはず。

「あの、主任、なにか私に伝えたいことでも!?」

「伝えたいこと？　さぁ、どうだろうな。指導したいことは山ほどあるが。敢えて言うなら、今したいことは確認だ」

「確認……ですか？」

　い、いったいなんの確認？　今日の業務の報告はきちんとメールでした。主任からも【了解した】と短い返信があったはず。それに、今は業務終了後のプライベートな時間。なにも今じゃなくても……。その上こんなに密着した状態では、まともな確認作業などできるはずもない。

　動揺する私を完全に無視し、主任はつかんだ手首ごと私の体を壁に押しつけた。そしてもう片方の手を壁について、あっという間に上の空間も塞いでしまう。

　見苦しいほどうろたえる私を、酔って潤んだ瞳が見下ろしている。

　ももも、もしかして、これは壁ドンってやつ？　どうして主任が？　そう言えば、この前の歓迎会でも、拓也さんにこんなふうにされたような。いや、でも今日の相手は主任で……。

　混乱する頭の中に、デジャヴのようによみがえる記憶。しかし、歓迎会で拓也さんにされた時とは比べ物にならないほどの緊張感が私を襲う。

「この前、拓也にもこんなふうにされてただろ。……あの時、あいつにキスでもされた？」

「し、してません、そんなこと……」

「だけどお前、特に拒んでるって感じじゃなかったけど。もしかして、その『なにも知りません』って雰囲気は演出で、もしかして百戦錬磨とか？」

　あ、あれは、拓也さんがターくんなんじゃないかと思って、力が抜けて……。だけど主任が来てくれて、結局初めてのキスはせずに済んだ。

「そ、そんなことありませんっ。キ、キスなんてしたことないから、分かりませんっ」

　普段からは想像できないほど色っぽい瞳で間近に見つめられて、息もできないくらい心臓の鼓動が激しくなっていく。脳がうまく働かず、言わなくてもいい情報まで口にしてしまう。

　私の言葉を聞いた主任の口角がふっと上がった。そしてメタルフレームの眼鏡をよけるように顔が傾く。

「しゅ……に、ん……？」

　これって、映画やドラマで見るキスシーンの流れに似てる？　このままだと、確実に唇と唇が触れてしまう。主任とキス？　そんな……バカな……。

　危うく触れ合いそうになったところで、全身金縛り状態だった私の唇がかろうじて動く。

「お、お腹すいた……」

「え？」

　ようやく絞り出した言葉に、もうほとんど唇が触れるか触れないかの距離で主任がぴたりと体を止めた。

「ま、まだ私、ご飯を全然食べてません……」

　瞬きもできないまま、乾燥しきったドライアイで主任を見つめる。あまりにも力が入ってしまい、目が血走っているような気がする。

　しばらく潤んだ眼差しで見下ろしていた主任が、私からそっと離れる。

「……そういえば、俺もなにも食べてない」

「そうなんですか!?」

　今日は忙しくて、お昼も満足に取れていないはずだ。それであんなにたくさんお酒を？　そんなのダメだ。ただでさえ不規則な食生活なのに、こんなことをしていたらきっと体を壊してしまう。あ……もしかしてさっきのも、極度の空腹状態で急激にアルコールを摂取したための一時的な錯乱状態だったとか!?

　混乱する頭の中をなんとか正常に戻したくて、無理矢理なこじつけで自分を納得させる。

「しゅ、主任、じゃあ私、なにか料理を取ってきますね」

　そ、そうだ。せっかくこんなにたくさんごちそうがあるんだもん。今日はたくさん主任に食べてもらおう。これも部下の役目だ。就業時間外だけど、これくらいのことは任せてください。

　壁ドンされて囲われた状態から、するすると抜け出して料理を取りに行こうとした私を、またもや主任が阻む。

「俺が行ってくる。こういう場所で、女性はあまりひとりでウロウロするものじゃない。普通は連れの男がするものだから、お前は黙って待っていればいい。大人しくしてろ」

「は、はぁ……」

　キラリと光る眼鏡で言い放つと、主任は指をビシッと突きつけ、「絶対にその場を動くな」と言い残して行ってしまった。

　なんとも言いがたい緊張感からようやく解放されて、一気に力が抜ける。七海子はどこかと周囲を見渡すと、フロアの中ほどに七海子と専務、それに拓也さんと加奈子さんが、年配の人たちを囲んで談笑しているのが見えた。

　拓也さんの腕に細い手を添えて、幸せそうに微笑んでいる加奈子さん。拓也さんも王子様スマイルを絶やさず、とても紳士的に振る舞っている。ひと目見ただけで、育ちのよさが分かるふたりだ。こうやって見てみると、拓也さんと加奈子さんはお似合いの美男美女で、ふたりが婚約していることはごく自然なことに思える。

　さっき主任のせいで聞きそびれたけど、拓也さんがターくんだということは、やっぱり確定な気がする。憧れの王子様と再会してハッピーエンド、なんて夢を見ていたけれど、そんな空想はおとぎ話の中だけのお話だ。現実には、拓也さんは加奈子さんというお姫様と結ばれるんだもん。

　なぜか不思議と悲しみは感じなかった。

　だって、子供の頃の私とターくんの思い出だけは、いつまでも私だけのもの。ターくんを好きだった気持ちや、輝く宝石のような時間は、ずっと大切な宝物だから。

　けれど、思わず小さなため息がこぼれる。思い出の王子様に本当にさよならをする時が来たんだと思うと、ちょっぴりセンチメンタルな気分になってしまう。

　こうやって、人は大人になるのかな……。

　キュッと切なさが駆け抜けて、すかさず胸に手を当てる。その時、目の前に突然複数の人影が現れた。見ると、見知らぬ女性が三人、私の前に立ちはだかっている。皆、敵意に満ちたとても怖い顔をしている。

　そのあまりの迫力に、思わず体がこわばった。

　なんだろう、この人たち、なんか怖い……。

　ぼんやりとさまよっていた心が、急に現実に引き戻される。

「あの――」

「あなた、どなた!?」

「いったい、秀明さんのなんなのかしら!?」

　私が発しかけた言葉を遮るように被せられた、ヒステリックな口調。真ん中の女性は目を伏せているが、なぜかその両端の女性たちに矢継ぎ早に問いつめられる。

　華やかな外見と自信に満ちた表情は、なぜか同期の広瀬さんたちを思い出させる尊大な態度だ。

「さっきから、秀明さんとずいぶん親密なご様子ね。こんな場所であんなことするなんて、まったく考えられないことよ！　きっとあなたがたぶらかしたのでしょうね」

「たぶらかす……」

　まさか、さっきの壁ドンを見られてた!?　死角になっているとばかり思っていたのに。

　そう気づいた瞬間、近づきすぎた主任との距離を思い出し、一気に頬が熱に染まる。一方、彼女たちは私に対してますます敵意をむき出しにしている。

　ギリギリと突き刺すような視線になにも答えられないでいると、さっきから黙ってうなだれていた真ん中の女性が、『もう耐えられない』とでも言うように泣き出してしまった。

　その場を取り巻くただならぬ空気が、緊張感をいっそう高める。

「あの、いったいどういう――」

「どうもこうも、彼女は秀明さんの花嫁候補だったのよ。秀明さんたら、それを理由もなくお断りになって……。彼女と秀明さんは中等部の頃からお付き合いしていたのですからねっ。それを一方的に……」

　さめざめと泣き崩れている女性はいかにもなお嬢様だけれど、加奈子さんのように洗練されたタイプとは違っている。おしとやかで従順な、きっと旦那さんのあとを三歩下がって歩くような、古風なタイプだ。

　この人が主任の元カノ……？

　憤慨して言葉を並べ立てる両端の人たちを横目に、うなだれる元カノらしき人物を見つめる。

　私と主任は特別な関係じゃない。誤解を解かなきゃ。だけど、なぜかざわざわと胸が騒ぐ。……花嫁候補？　主任といったいどういう関係なんだろう。

　そんな不可解な感情を頭の隅っこに押しやり、彼女の前に歩み寄る。

「あの、なにか誤解されているようですけど、私と主任は皆さんが思っていらっしゃる関係ではありません。会社の後輩で、今、一緒にお仕事をさせていただいています」

　とにかく主任の身の潔白を証明しなければと発した言葉に、中央の女性がハッと顔を上げた。

　まっすぐな黒髪に黒目がちな瞳。〝日本人形のような美少女〟という言葉がぴったりだけど、同級生ということは私よりも三つも年上ということになる。

　そのエイジレスな美しさに言葉を失っていると、片端にいた、こっちは年相応の少し派手めな女性が、まくし立てるように突っかかってきた。

「だったら、さっきのようなことはやめてくださいな。……こんな、見られては困るような方ばかりが集まるパーティーで、とても正気の沙汰とは思えないわ。あなたには失うものはなにもないでしょうけど、秀明さんのほうはいろいろなものを背負っておいでよ。あなたも、ご自分の身のほどはわきまえていただきたいものね」

　理不尽に屈辱的な言葉をぶつけられて、言い返そうとしたけれど言葉が出てこない。まるでテレビドラマみたいな展開だな、なんて冷静に考える自分がいる。

「あなた、もう帰ったら？　このパーティーも、お父様と一緒に来たのじゃないんでしょう？　誰か地位のある男の方に連れてきていただいたのでしょう？」

　背の高い女性に、意地悪く見下される。同じお嬢様でも、加奈子さんとはずいぶん違う。けれど、彼女の言うことにも一理あった。

　今日の私たちは茨木専務の奥様の代理。本来ならばここに来られる立場ではない。それに、七海子みたいにキレイならばともかく、私のようになんの取り柄もない小娘が来るべきではなかったのかもしれない。しかも望んで引き起こしたことではないけれど、こんな事態を招いてしまった……。

　彼女たちの言うとおり、さっきの主任の行動は、確かにこの場にふさわしいものではなかった。拓也さんとのやり取りといい、今日の主任は会社での姿とは違う危うさに揺れている。

『お前は黙って待ってればいい』とぶっきらぼうに言った、さっきの顔が目に浮かぶ。その瞬間、苦しいくらい胸が締めつけられて、涙がにじんだ。

　目の前にいる主任の知り合いだという女性たちは、明らかに私に対して怖いくらいの敵意を抱いている。同期の広瀬さんたちにしてもそう思うけど、誰かに憎しみを向けられるのは本当に辛いことだ。それに、これ以上ここにいたら、きっと主任に迷惑をかけてしまうだろう。

　私がいなくなれば、きっと彼女たちの気持ちも収まるのだと、直感的に感じる。唇を噛みしめて、その場から立ち去ろうと彼女たちに背を向けた。

「見て、下品なドレス。こんなに背中を見せて……。こうやって、秀明さんを誘惑したのね」

　意地悪な声が聞こえたと思ったら、肩から羽織ったストールを背後から無理やり引き抜かれた。あっと思った瞬間、広く空いた肩と背中があらわになる。

　嫌だ、肩の傷を見られる。

「返して……っ」

　彼女が高く掲げたストールを取ろうとした瞬間、床に敷きつめられた高級な絨毯にヒールを取られる。そのままバランスを崩して転んでしまった。

　絨毯に膝をついた私を、好奇に満ちたいくつもの目が見下しているのを感じる。

「あら、ごめんなさい。ゴミがついていたから取ってあげようと思って。……あなた、肩にずいぶん大きな傷があるのね。そんな肌で、よくこんなドレスを選んだものだわ」

　頭の上から「厚かましい」と、降ってくる意地悪な言葉にも、もうなにも感じなかった。それよりも、こんなドレスを選んでしまった自分の愚かさが情けなかった。

「お客様、大丈夫ですか？」

　転んだ私に気づいたホテルの人が、心配そうに顔を覗き込む。その優しげな口調に、再び涙がにじむ。

　だけど、こんな場所で泣いてはいけない。私が今日ここへ来たのは、あくまで専務の連れとして。ここで取り乱したら、専務の顔に傷がつく。

「大丈夫、です」

　精一杯の作り笑いをして立ち上がろうとした時、あらわになった肩にふわりと上着がかけられた。冷たいサテンの、つるりとした肌触り。よく知っている香りを感じた瞬間、そのまま後ろからギュッと包み込まれる。

「なんでこんなことになってる？　……本当に、一瞬たりとも目が離せないんだな」

　そのまま引き上げられ、肩を抱かれた。足が震えて立っているのがやっとだったけれど、主任に強く支えられて、胸の中に抱かれている格好になった。

「君たちは……なに？」

　固く私を抱いたまま、主任が女性たちを見下ろした。

　強い視線を放つ横顔。オフィスでの厳しさとは違う無機質な表情に、思わず言葉を失う。

「秀明さんっ」

　それまで黙っていた真ん中の美少女が、突然私と主任の前に立ちはだかった。品のいいドレスと手入れされた髪。なによりも主任を見る、ひたむきな瞳が痛々しい。

「縁談のこと、正式にお断りになったって、本当ですか」

「君……まさかそれでこんなことを？」

　冷たく澄んだ声。拒絶以外感じられない、残酷な響きだ。

「だって秀明さん、琴こと乃のとお付き合いしてくださっていたでしょう？」

「付き合い？　いったい、いつ」

「だってあの時……」

「君とは中学と高校で学級委員と生徒会を一緒にやっただけだよ。君が送ってくる近況報告の手紙にはたまに葉書を返しているけれど、それ以外、僕としてはプライベートな繋がりはいっさいないと思っている。先日祖母の元に縁談が持ち込まれたようだけど、申し訳ないが写真も見ずにお断りした。これが僕の見解だが……なにか違う？」

　その言葉を聞いた途端、自分のことを『琴乃』と呼んだ和風美女が、よろよろと泣き崩れた。

「好きなのに……。ずっと秀明さんが好きなのにどうして私じゃいけないの……っ」

　若い女性が泣き崩れるその騒ぎに、次第に周囲がざわめき始める。

　私のことでこんなことになるなんて……。主任だけじゃなく、専務にも迷惑をかけることになるかもしれない。

　そんな思いがよぎり、不安でいっぱいになる。

「主任、私、帰ります」

「ダメだ」

　腕の中から逃れようとしても、腰にきつく回された腕はゆるまない。

「でも、これ以上騒ぎが大きくなったら……」

「お前は悪くない。逃げ出す必要なんてない」

　主任のまっすぐな目で見つめられて、それ以上逆らうことができない。

「秀明。いったいこれは何事なの？」

　永久に続くかと思われた喧けん騒そうが、不意に響いた威厳のある声で、一瞬で静かになった。自然に道が開けられ、ひとりの女性が近寄ってくる。

「おやまぁ。なにがあったのか知らないけれど、年頃の娘が床に座り込むなんて、褒められたことではありませんよ。……あなた、神かん無な月づき家のお嬢さん？　あらそれに秀明……そちらのお嬢さんはどなた？」

　迫力のある着物姿。左右には、黒いスーツを着た大きな男性がふたり控えている。まるで実家のお父さんが好きな時代劇のようだ。

「鈴木萌愛さんですよ、おばあ様。……今は僕のアシスタントです」

　私を強く抱いたまま言い放った主任に『おばあ様』は一瞬大きく目を見張り、次の瞬間、なぜか満面の笑みを浮かべた。




　大の字になっても充分に余る、大きなベッド。体を起こしてガラス窓を見れば、高層階から望む東京の夜景が広がる。

　今私がいるのは、パーティーが開かれていたホテルの、最上階にある部屋。世間一般には、『スイートルーム』と呼ばれている部屋らしい。

　話に聞いたことはあったけど、まさか本当にこんなに豪華だなんて……。

　ベッドルームがふたつ、バスルームがふたつ、広いリビングと、玄関にはエントランスまであるこの広い部屋に私が連れてこられたのは、小一時間前のこと。

　結局、あのちょっとした騒ぎは、ホテル側に促されたお嬢様たちが、その場から立ち去ったことでようやく収まった。

　それでも、私はあまりの動揺に足が立たなくなってしまい、そんな私を抱いたまま離そうとしない主任におばあ様が呆れて……。『それじゃ、私が取ってある部屋で少しお休みしなさい』ということになり、ここへ連れてこられたのだ。

　その上、ここへ来るまでも大変だった。『少し休めば歩けますから』と言ったのに、聞く耳をもたない主任が私を強引に抱きかかえたのだ。しかも、〝お姫様抱っこ〟で。

　その姿でエレベーターに乗り、途中で乗ってきた家族連れにガン見されながらこの部屋まで連れてこられた。そしてそのままベッドに下ろされて『俺はちょっと片付けることがあるから、先に風呂に入ってて』と、まるで新婚家庭の忙しい旦那様のように慌ただしく行ってしまって、今に至る。

『先に風呂に入ってて』って言われても、着替えもないし……。

　少し落ち着いてからこわごわと部屋中を探検して回って、バスローブと簡単な部屋着があるのは見つけたけど、そんな姿で主任を迎えるなんてとんでもない話だ。しかも、羽織っていたストールは彼女たちに取り上げられたままだった。

　貸衣装なのに……。

　なくしてしまったとなれば、専務の奥様に迷惑をかけてしまう。自分で探しに行きたかったけれど、またあのパーティーの中に入っていくことは少し怖い……。

　肩には主任の上着を羽織ったまま。あの時、私を後ろから抱きしめた彼の腕と吐息の感覚が、まだあちこちに鮮明に残っている。

　思い出すと胸が締めつけられるようで、なんだか落ち着かない。そっと上着を脱いで、両手で広げてみる。

　細く見える主任の体にぴったり沿っていたタキシードの上着は、意外に大きい。私の手首をつかんだ手も、抱きしめた腕もなにもかもが力強くて、やっぱり男の人なんだと感じる。

　そのままベッドに仰向けに寝転ぶと、胸に上着をかけてみる。私の体をすっぽりと覆う大きさは、不安に震える私を抱いていたものと同じで……。

『お前は悪くない。逃げ出すことなんてない』

　そう言って、あの場から逃げ出そうとした私を離してくれなかった強い腕。仕事でミスをした時もそうだけど、逃げることを許さない主任の、厳しさの中にある本当の優しさを、今は痛いほど感じる。

　主任の上着を、顔を埋めるように抱きしめる。覚えのある微かな香りにまた疼く胸を、私は必死でなだめることしかできなかった。




「鈴木、そんな格好のまま寝るな。……起きて」

「ふぇ……？」

　まぶたを開けると、間近に主任の顔があった。

　急激に意識がはっきりして、あのまま眠ってしまっていたことに気づいた。慌てて体を起こす。

「あの……私、眠って……」

「このところ忙しかったからな。今日は気疲れもあっただろうし」

　そう言いながら主任がベッドに腰掛ける。手には、お嬢様たちに取り上げられたストール。

「それ……」

　思わず手を伸ばした反動でベッドが軋きしみ、寝ぼけて不安定だった体がバランスを崩した。とっさに腕をつかまれて支えられる。

　ハッとして見上げた顔は思いもよらないほど近い。眼鏡の奥の瞳が危うく揺れるのを、息苦しいような、もっと見ていたいようなよく分からない気持ちで見つめる。

「あ、あの、私……」

「今日は嫌な思いをさせて、すまなかった。神無月……縁談があった同級生の両親が来てたから、縁談を断ったことを祖母と一緒に謝罪したよ。向こうもお前に対する非礼を詫わびていた。彼女も落ち着いて、直接謝りたいと言っていたがそれは断った。お前、すごく怯おびえていたし……。ただ、お前にはひどいことをした相手だが、俺にとっては同級生だ。……許してやってくれないか」

　つかんだ腕を離さないまま、主任が苦しげな表情を浮かべる。

「そんな……。場違いだったのは私のほうですから……。もういいんです」

　サラサラとした黒髪を乱れさせて、叶わない思いに苦しんでいたあの人。その気持ちが、私にも分かる気がするから。

「すまない」

　主任の瞳が優しく細められて、腕をつかんでいた手が肩に回った。指先が肩の傷跡に触れる。

　優しく肌をなぞられる感覚にハッとして、慌てて体を引いた。

　だけど、逃れることを許さないとばかりに、主任の腕が私を強引に引き寄せる。抵抗できないほどの力で、息ができないほど強く抱きしめられてしまう。

「やっ……」

　戸惑いと、自分でもなんだか分からない感情が胸に溢れて、心臓が破れてしまいそうだ。

「なんでっ……」

　主任、どうしてこんなことをするの？

　力を込めて抜け出そうとしても、腕の力が強すぎてぴくりとも動けない。抗うように彼の胸についた手を、また強くつかまれる。

　顔を上げると、すぐそばにある切なげな瞳とぶつかる。

　この瞳を懐かしく感じるのは、どうして……？

「主任、離して……」

　なんで？　どうして？　訳が分からない。主任はなにも知らないはずなのに。この傷がどんな意味を持つかだって、分かるわけもないのに。

　だけど主任に見つめられるだけで、どうしようもなく心を揺さぶられてしまう。心の奥底にある、私自身にも分からないなにかを見透かされたような気がして、涙が溢れて止まらなくなった。

「悪い……。けど、泣くな。ますます離せなくなる」

　そうつぶやいた主任の腕が、再び私の体をすっぽりと包み込む。そして、その体温が伝わってくるほど長い間、離してはくれなかった。










「俺だけが泣かせていい」




「鈴木、頼んでた資料、もうできてるんだろうな？」

　隣に座っている主任が、エクセルの画面から視線を動かさないまま言った。指先でキーボードを叩く音が、途切れることなく続いている。

「はい。もう共有ファイルに入れてあります。確認していただいて大丈夫なら、印刷します」

「いや、それはこっちでやるからいい。それよりこっちの伝票、先にさばいて。今届いたんだけど、今日中に処理しなきゃ請求に間に合わない。あそこの女の子、いつも伝票ためるから。けっこう量があるぞ。覚悟してやれ」

　そこでようやく私に視線が向けられる。眼鏡越しだというのに思わず見入ってしまいそうな端正な顔立ちは、いくら一緒にいてもそうそう見慣れることはできない。というより、ここ最近は以前にも増して過剰に意識してしまう。

　先週、専務に連れていってもらった、波乱含みのパーティーから早くも一週間が過ぎていた。

　あの日、主任は私を抱きしめたあとそっけなく体を離し、『送ってく』と言って私を家まで送り届けてくれた。帰り道の車の中で主任と言葉を交わすことはなかったけれど、終始切羽つまった表情をしていた主任に、私の胸はきゅうと締めつけられるような苦しさでいっぱいになった。

　そんな言葉にできない感情を持てあましながら、週末をなんとかやり過ごした。そして、主任とどんな顔で会えばいいのかとモヤモヤした気持ちで会社に来てみれば、そこにいるのはいつもの〝鬼秀明〟なのだから、こっちとしてはどうしたらいいのか分からなくなってしまう。

　ドキドキ、モヤモヤ、きゅうっ。今週はそれの繰り返しだ。

「さっさとやれ。すぐ取りかからないと日が暮れるぞ。できないなら誰かに――」

　無意識に見つめてしまった私に一向に動じる様子もなく、主任の眼鏡がキラリと光る。

　まずい。うっかり見とれてしまった。

　私は動揺する胸の内に気づかれないよう、わざと視線を逸らしながら差し出された分厚い伝票を慌てて受け取る。

「大丈夫ですっ。今日中に処理しますね」

「部長には連絡を入れておくから、明日の朝イチで決裁をもらえるように用意しとけ。俺はこれから外出して、戻ってこられないと思うから」

「分かりましたっ」

「それじゃ、なにかあったら連絡しろ」

　チラリと私に視線を向けて、主任が出ていく。その後ろ姿に、力なく「行ってらっしゃい」の声をかけた。小さなため息をついて伝票に向かう。

　それにしても、あの抱擁はいったいなんだったんだろう。

　この一週間、考えることといえば、そのことばかりだ。

　男の人にあんなに強く抱きしめられたのは、初めてのこと。最初は戸惑いのほうが大きかったのに、だんだんあの力強い腕の中にいることが心地よく思えて……。そのうち、主任の体温と匂いにドキドキしすぎて気が遠くなってしまったなんて、恥ずかしすぎて誰にも言えない。

　あの夜のめまぐるしく移り変わる感情が再びよみがえり、心拍数が上がる。

　ダメだ、今は仕事中！　こんなんじゃ、前に失敗した時と変わらない。

　先日、滝川さんに『大きな責任がかかってくることを自覚しなさい』と言われたことを思い出す。

　今、処理している納品書は、小さな鉄工所から送られてきたものだ。日付は先月のもの。きっと向こうの担当者が、送るのを忘れてしまっていたのだろう。決済条件で言えば今月末に支払うべきものだけど、こちらでの処理の期限は本当なら昨日で過ぎてしまっている。

　けれど、たとえうちにとってはわずかと思える金額でも、取引先によってはひと月支払いが遅れただけでたちまち資金繰りに行きづまってしまうこともある。

　この伝票だって本当ならもっと早く送ってもらわなくてはいけないけれど、その辺の事情を考慮した主任は、必ず先方が困らない処理をする。必要なら自ら経理や会計に掛け合うことだってある。主任が周囲の人たちから支持される本当の理由は、きっと外見だけではなく、こういうところにあるんだろう。

　私はそんな主任のアシスタント。とにかく今は、仕事に集中しなくちゃ！

　私は、雑念を振り切るように電卓を叩き始めた。




　仕事に没頭し、今朝主任から渡された伝票をようやく処理し終わると、時刻は午後七時を過ぎていた。

　今日は午後から主任をはじめ営業の男性たちは全員外出していて、そのまま直帰の予定だ。派遣で来てもらっている事務職の女性も定時で上がっていたから、第三営業部の島には既に私ひとりしかいない。

　処理した伝票と請求書をセットして決裁ファイルに収めると、残っていた雑務を片付けてしまう。最近は仕事のコツもつかんで、特別な業務が入らない限り残業することも少なくなった。

　デスクの上がキレイに片付くと、なんだか一気に力が抜ける。

　大体、先週末からいろんなことがありすぎた。平凡な人生を歩んできた私にとっては、とっくにオーバーフローだ。

　思考回路の動きが鈍くなっていた私には、もう判断する気力は残ってはいない。手早く帰り支度をして、まだ残っている第二営業部の先輩に挨拶をすると、バッグを手にエレベーターホールに向かった。

　ボタンを押してエレベーターが到着するのを待っていると、着信を知らせる振動に気づいた。液晶に映し出された名前にドキドキしながら、慌てて指を滑らせる。

《鈴木、今どこ？》

『お疲れさまです』と言おうとした言葉は、事務的な声に遮られる。

「今終わって、エレベーターに乗るところです」

　平静を装って答えると《そうか》とホッとしたように言われ、なぜか胸がキュンとする。

《今、『山やま川かわ橋きょう梁りょう』の佐さ藤とうさんといるから、お前も来い。メシ、食って帰れ》

　そう命令し、一方的に場所を告げると、通話は唐突に切れた。




　高架下の入り組んだ通路を抜けてしばらく進んだあと、細い路地に入る。教えられた店を見つけて引き戸を開けると、意外に広い店内は仕事帰りのサラリーマンで混み合っていた。

　その店内の一番奥で、主任が手を上げているのを一瞬で見つける。

　こんなにたくさん人がいるのに……。やっぱり、どこにいても目立つ人だ。

　ぎっしりと人で埋まった狭いスペースを横向きに移動し、主任と取引先の佐藤さんが座っているテーブルまでようやくたどり着いた。

「萌愛ちゃん、お疲れさま」

「こんばんは、佐藤さん。お疲れさまです」

　軽く会釈して、勧められるままに主任の隣に座る。「ビールでいい？」と言われてうなずくと、主任は忙しく動き回る店員さんのひとりにグラスとおしぼりを頼んだ。

　運ばれてきたグラスに、佐藤さんがビールをついでくれる。そして、私のグラスにふたりが自分のグラスを軽くぶつけた。

　佐藤さんは、うちが材料を入れている橋梁会社、つまりは橋を作る会社の営業さんだ。年齢は三十代半ばくらい。もう何度か食事に同席させてもらっているけれど、お得意様なのにいつも気さくに接してくれる、とても優しい人だ。

　主任も佐藤さんとは気が合うようで、仕事の打ち合わせの帰りにこうしてよく一緒に飲んでいるようだった。私が仕事を抱えて残業している時に、主任が連絡をくれて合流させてもらったことが今までにも何度かある。

「萌愛ちゃん、頑張ってくれてるって、うちの女の子からも聞いてるよ。いつもありがとうね」

　佐藤さんがそう言って笑いかけてくれる。

　こうやって誰かに認めてもらえることで、一日の仕事の疲れが一気に吹き飛んでしまう気がするから、不思議だ。

　しばらくすると、既に注文してあったのか次々と料理が運ばれて、あっという間にテーブルがいっぱいになった。

「なにも食べてないんだろ。遠慮しないで食っていいから」

　そう言われてもなかなか手が出ない私の取り皿に、主任が料理を取ってくれる。

「おっ!?　秀明くん、えらく優しいじゃないか～。君がこんなに女の子を構うなんて、今まで見たことないけどなぁ」

　既に何杯目かの焼酎を手にする佐藤さんはほどよく出来上がっていて、いつもよりさらにご機嫌な様子だ。

「やっぱりあの噂は本当なんだな。秀明くんが萌愛ちゃんを溺愛してるっていう……」

　佐藤さんの言葉に、一瞬箸が止まった。

　溺愛!?　あのスパルタ指導のどこが!?

　主任の指導がどんなに冷酷無比かを詳しく説明したい衝動に駆られたけれど、ここは接待の場面、ぐっと我慢する。

「そんなの、誰が言ってるんですか。……ないですから、そんなことは」

　無表情であっさり否定する主任に、佐藤さんがニヤニヤしながら言った。

「まーまー、照れない照れない。いいねぇ、若い人は。俺だってカミさんと知り合ったのは秀明くんぐらいの頃だったな～。いや、実は社内恋愛でさ」

「そうなんですか!?」

　テディベアを思わせる大きな体を揺らして楽しそうに話す佐藤さんに、私は思わず顔を近づける。

「そうなんだよ。あいつ俺のアシスタントでさ、新入社員の頃、仕事のことでよく泣かせちゃってね。最初はホントに仕事でミスった時に怒ってたんだけど、そのうちわざときつく言ったりして。だってかわいいんだもん。目、ウルウルさせて、必死な顔して」

　嬉しそうに話す佐藤さんの奥さんに、一瞬自分の姿が重なる。

「そんなの、ひどいです！　奥さん、かわいそうじゃないですか！」

　私の場合は本当に仕事ができてないんだから仕方ないけど、かわいいから泣いた顔が見たいなんて。そんな身勝手な理由で真面目に取り組んでいる人をいたぶるなんて、本当にひどい話だ。

「いや、そうなんだけどさ。男って、好きな女の子を泣かせてみたいって思うこともあるわけよ。こいつは自分だけが泣かせていい、みたいな。変な独占欲っていうかね。萌愛ちゃんにはちょっと難しいかな？」

「だって、そんなの――」

　納得できず言い返そうとした私を、佐藤さんの豪快な笑い声が遮る。

「まーまー、そんなに真剣に考えない！　とにかく、秀明くんのスパルタ指導にも愛があるってこと。そんなことより、もっと飲んで！　明日休みだろ。ここの自家製梅酒は女の子にも人気だぞ。あ、すみませーん、梅酒ひとつ！」

　店員さんにお酒と一緒にいくつかの料理を頼むと、佐藤さんは底抜けに明るい笑顔を向ける。そして、なぜか仏頂面で私たちのやり取りを見守っていた主任と私を交互に見つめて、少し安心したように言った。

「秀明くんのアシスタントがしょっちゅう変わって僕らも心配してたんだけど、これからは大丈夫だな。萌愛ちゃん、秀明くんのことよろしくね」

　そのホッとしたような笑顔に、主任との信頼関係が窺える。

　なぜか心の芯が温かくなって、佐藤さんに勧められるまま梅酒を口に含んだ。




　佐藤さんが頼んでくれた自家製梅酒は本当においしくて、ついたくさん飲んでしまった。そのうちすっかり酔っ払ってしまった私と、私以上に酔っ払った佐藤さん。

　主任は足元のおぼつかない私と佐藤さんを抱えて、大通りでタクシーをつかまえる。

　佐藤さんをタクシーに乗せてしまうと、主任はフラフラする私の体を抱えながら別のタクシーに乗り込んだ。

　言葉少なに行き先を告げる言葉に、どうして私の家の場所を知っているのか不思議に思う。

　あ、そうか。先週、家まで送ってもらったんだっけ……。

　ぼんやりとそんなことを考えているうち、酔いと連日の疲れも重なって、私の意識はいつの間にか眠りに落ちていった。




　ひんやりとした風が流れて、頬の火照りを冷ましていく。意識が現実に戻ってくる感覚とともに、安らかな心地よさが、さざなみのように広がっていく。

　誰かが私の髪を撫でていた。大きく優しい手が、愛おしげに何度も触れている。

　誰？　……だけど、気持ちいいなぁ。

　ふうっとため息をついて身じろぎすると、頬に触れているウールの感触が気持ちよくて無意識に顔を擦りつけてしまう。温かな体温とともに伝わってくる、どこか懐かしい匂いに安心して、思わず深く息を吸い込んだ。その途端、私の頭をのせていた至福の枕が硬く強ばった。

　……え？

　一気に意識がはっきりし、パッと目を開ける。すると、少し赤面した主任の顔が眼前にあり、思わず硬直した。

　これって、もしかして……膝枕!?

　次の瞬間、目にも止まらぬ素早さで跳ね起きる。

「わぁあああっ」

「……うるさい。もう遅い時間なんだ。静かにしろ」

「だだだ、だって、ひひひ、ひ……」

「お前は宇宙人か。できれば俺にも理解できる言語で話してくれないか」

　公園のベンチに座った主任が、冷ややかにこちらを見つめている。

　いつもの主任だ……。さっき一瞬、顔が赤いと思ったのは見間違いだった？

　ハッと周囲を見渡すと、そこは見慣れた近所の公園だった。

　なぜこんなところに？

　状況が把握できず、動揺する。ふと自分の肩を見ると、主任のスーツの上着が掛けられていた。

　秋が深まった夜の公園にはひやりとした冷気が満ちていて、主任だってきっと寒いに決まってるのに……。

「お前、飲みすぎ。いくらお客さんに勧められたからって、こんなになるまで飲むのは社会人としての自覚に欠ける。俺がいたからよかったものの、こんなに酔っ払ったんじゃ相手に迷惑かけるだろ」

　主任の言うことはイチイチもっともで、言い返す言葉も見つからない。私はしおしおとうなだれたまま、羽織っていた上着を差し出した。

「すみませんでした。これ……。ありがとうございます」

「いい。もう少し着てろ。寝起きだから風邪を引く」

「でも、主任も寒いんじゃ……」

「いいから」

「でも……」と言いかけると、主任の鋭い視線がギロリと飛ぶ。

　反射的にびくりとして、私は仕方なくそのままベンチに腰掛けた。

「あの、どうしてここに？」

「お前が眠り込んでいたから、起きるまで待ってたんだよ。何度も起こそうとしたけど、冬眠中のクマみたいになんの反応も示さないし。いくらなんでも、勝手に鍵を開けて部屋に入ることはできないからな」

「すみません」

　酔っ払って眠り込んだあげく、膝枕までされていたなんて……。しかも至福の枕だとばかり思って、主任の膝というか腿ももというか……どちらにしても男の人の微妙な場所に、顔をこすりつけて匂いまで吸い込んだあれは、どう考えても変態的な行動だったのでは!?

　恥ずかしくて、もうどうしたらいいのか分からない。耳まで熱くなってうなだれていると、主任は思いもよらない優しい声で言った。

「だけど、今日の佐藤さんは楽しそうだったな。お前とも仲よくなってもらえてよかったよ。これから工期が進んでいけば、俺のいない時にお前に対応してもらうことも多くなってくる。佐藤さん、初めて割り込めた大きな仕事で張り切ってるし、それにもうすぐふたり目のお子さんも生まれるから、今本当に頑張ってるんだ。……だからお前も、できる限り力になってあげてくれ」

　さっき、穏やかな顔で佐藤さんに言われたことを思い出す。

『萌愛ちゃん、秀明くんのこと、よろしくね』

　こんなふうにお互いを思いやれる相手と一緒に仕事をしている主任は、やっぱりすごい。

「分かりました。頑張ります。……主任は、佐藤さんと仲がいいんですね」

　その言葉に、主任はちょっと照れたような表情を浮かべる。

「男相手に仲よしもないだろ。けど、仕事がしやすいのは確かだ。佐藤さんと一緒だと、全部説明しなくても分かってもらえるから話が早い。だから俺も、なるべく佐藤さんの意図を汲み取るようにしている」

　こんなふうに相手を認めて尊重するところも、主任の魅力なのかもしれない。男女問わずに人気があるのもうなずける。ただ、女性に人気があるのは、その容姿も大きな要因になっているとは思うけど。

　ふと、先日のパーティーでのことを思い出す。

　……そういえば、縁談の話も出ていたな。主任、お見合いとかしてるのかな。なんといっても大企業の御曹司。そんな話があったとしてもちっとも不思議じゃない。

　だけど、なぜか胸の奥がキュッと締めつけられた。

「主任はお見合いとか……したりするんですか」

　我慢できずに言葉にしてしまった。

　な、なに聞いちゃってんだろう。そんなプライベートなことを答えてくれるわけないじゃない。

　そう思いながらも、知りたい気持ちが強くて、思わず主任の顔を見つめてしまう。

「神無月家のお嬢様の話？　まぁ、これだけの男だからな。あまたの令嬢から熱いラブコールを受けていることは、敢えて否定はしないが」

　ベンチにふんぞり返って不敵な笑みを浮かべる主任。だけど次の瞬間、不意に真剣な顔をしたから、私の中でトクンとなにかの音がした。

「生涯の伴侶は自分で決める。家柄とか利害とか、そういうことで選ぶもんじゃないだろ、結婚相手なんて」

「え……」

　思いもよらず返ってきた真面目な言葉に、一瞬面食らった。

「お互いが必要で、欲しくてどうしようもなくて……。その人の笑顔のためならどんなことだってできる、そんな気持ちを向けられる相手と結婚するつもりだ」

　私から目を逸らさないまま、静かな口調が夜の公園に響く。

　オフィスでは冷静で合理的で、時には冷たい印象さえ与える人。けれど今の言葉は、将来をともにする女性への、激しささえ感じる真摯な愛情に満ちている。

　漠然とうらやましいと感じた。そんなふうに想ってもらえる相手の女性を。

「……そういうお前はどうなんだ。この前のパーティーでも、拓也に見とれていたみたいだけど」

　そう言いながら、すっと細めた半眼が私を捉える。

　突然向けられた話の矛先に、少し慌てた。

「べ、別に見とれてたわけじゃ……」

　拓也さんを見てしまうのは、ずっと憧れていた思い出の王子様じゃないかと思っているから。だけどそれは、もう恋とは違う気がする。

　思い出の中の王子様は何年たっても色褪せることはないけれど、現実の岡田さんはもう私が好きだったターくんじゃない。私にもターくんにも、同じだけ時間が過ぎてしまった。充分大人になるための時間が。

　そのことはきちんと理解しているつもりだし、パーティーでの拓也さんと加奈子さんのツーショットだって、心の底から本当にお似合いだと思った。でも、まだちょっとだけ気になるのは事実で……。きっと、初恋の思い出というものには、特別な力が宿っているのだ。

「プ、プリンス仮面に似ているからですよ」

　鋭い視線に耐え切れず、とっさにそんなことを言ってしまった。なぜだか分からないけど、ターくんのことを主任には知られたくなかった。私の初恋なんて、主任にとってはなんの興味もないことだと分かってるのに。

「プリンス仮面？」

　一瞬あっけにとられた顔をした主任が、「なんだそれは」と眉間にシワをよせる。

「知りませんか？　私たちが子供の頃に流は行やってたアニメに出てくる王子様なんですけど」

「王子って柄か？　あいつ、ああ見えてけっこう腹黒いぞ」

　不機嫌そうに眉をひそめた顔は、イライラしているというよりは拗ねた子供のようだ。

　なんだかかわいい。……これ、本当に主任？

　思わず笑みがこぼれてきて、顔を隠すようにうつむく。

「酔っ払ったり、偽王子に惑わされたり……。お前にはやっぱり、まだまだ教育が必要だな」

　そう独り言のようにつぶやきながら、主任は小さく笑った。

　教育って……。仕事の他にも、まだなにかあるの？

「そろそろ送ってく。……お前、上司にこんなに手間をかけさせたんだから、部屋でコーヒーぐらい飲ませてくれるんだろうな？」

　悪戯っぽく言われ、ドキリと胸が跳ねる。

「えっ!?」

　主任が私の部屋に!?

　ワンルームのこじんまりした小さなテーブルに、主任と向かい合わせで座るイメージが頭の中に浮かぶ。

　だ、ダメだ、そんなの。先週からずっと、部屋の掃除もままならない生活が続いている。特別荒れているわけではないけれど、どうせ主任に来てもらうなら、もっとちゃんとキレイにした部屋で、せめてなにか手作りのものでもてなしをしたい。昔から料理を作ったりお菓子を作ったりするのは好きだったし、花だって飾って……。

　そこまで考えが巡って初めて、自分の思考に愕然とする。

　もてなし？　主任を？　私、まるで彼氏を家に招くような想像をしてしまっていた。いったいなにを考えているのよ！

　不思議そうに私を見つめる主任から挙動不審に視線を泳がせると、十メートルほど先に、暗闇に浮かび上がる自動販売機が目に入る。

「きょ、今日はもう遅いですしっ、コーヒーを買ってきますっ。ちょっと待っててくださいっ！」

　背後でなにかを言いかけた主任を無視して、自販機まで駆け寄る。

　財布の中の小銭を探しながら、なんとか平静を取り戻して主任にブラックコーヒー、自分にはカフェオレを買った。そして、主任が座るベンチに背中を向けながら深呼吸する。

　私、本当にどうかしてる。主任を相手に、なんであんな甘い妄想をしてしまったんだろう。……きっと、パーティーの夜に抱きしめられたせいだ。だけど、こんなふうに動揺しているのは私だけ。当の主任はいつもとまったく変わらないんだから、平静を装わなきゃ。

　乱れた息を整えながら、そっとベンチに戻る。

「主任、これどうぞ」

　取り繕うような笑顔を貼りつけて、缶コーヒーを差し出す。

「あぁ、ありがとう」

　主任が受け取ると、私もベンチに腰を下ろし、自分のカフェオレを開けた。

　すると、不意に主任が「あ、そうだ」と思い出したように言った。

「明後日の日曜日、祖母が開く内々のパーティーがあるんだけど、それに鈴木も招待してくれって言われてるんだ」

　突然言い渡されたミッションに、ほろ酔いだった頭が急に冴える。

「えっ……。あの、私なんかが行っても大丈夫なんでしょうか？」

「祖母の親しい友人を呼ぶ簡単なお茶会程度のものらしいし、先週お前に不愉快な思いをさせた詫びだと言っていたから、気軽に来てくれればいい。それに、もし遠慮して出席を渋るようなら、会長命令だと言えって」

　そう言われては、断ることなんてできるはずもない。

「でも……。私、着ていく服とか……」

「この前のパーティーみたいに堅苦しい集まりじゃない。祖母が習っている手芸や料理の先生とか、ごく親しい人たちばかりだから、平服でいい。あとは、ボランティアで知り合った大学生なんかも来るから、年齢の近いお前が来てくれれば助かるとも言っていたな……。来てもらえる？」

　最後は少し懇願するような視線を向けられ、うなずく選択肢しかなくなる。

「はい。そういうことなら」

「よし。じゃあ、そろそろ帰るか」

　ホッとしたように言うと、主任はコーヒーを飲み干し、立ち上がった。










近づく距離




　穏やかな日差しが心地いい、十月下旬の日曜日。

　おととい、家まで送り届けてもらった際に言われた『朝迎えに来てやるから、待ってろ』という言葉どおり、主任は朝十時頃うちには不釣り合いな高級車でやってきた。

　郊外に向かってしばらく車を走らせると、やがて閑静な高級住宅街へとたどり着く。

　その中でもひときわ大きな塀に囲まれた家の前で一旦止まり、リモコン操作で鉄製の門を開けると、エントランスと呼ぶには長すぎる坂道をのぼる。

「すごいお屋敷ですね」

「この辺りの家は、どこもこんなもんだ」

　まるで映画に出てくるような豪華さに圧倒されている私を、主任はさらりと受け流す。

「あれ、噴水ですか!?　わっ、プール？　テニスコートまで……」

　初めて見る世界に、あっちこっちに視線をさまよわせてしまう。

　やがてようやく見えてきた荘厳な建物の玄関前で降ろされ、主任は駐車スペースまで車を置きに行ってしまった。

　その間、私は手持ち無沙汰に立派な大理石の天使と見つめ合う。

「すごい……。こんな家、本当にあるんだ……」

　やがて車から戻ってきた主任が玄関を開けると、待ちかねていたように現れた会長に満面の笑みで迎えられた。

　先日、ホテルのパーティーで会った着物姿とは違い、ゆったりとしたキレイな色のニットとロングスカート。くつろいだラフな服装と穏やかな笑顔に、少しだけ緊張の糸が解ける。

「今日はわざわざごめんなさいね。さ、早く入ってちょうだい。パーティーはお昼からだから、まだ少し時間があるわね。あぁ、そうだ。秀明、あなたのお部屋で待っていただいたら？　お茶でも持っていきましょうか。……まぁ、余計な邪魔は必要ないわね。ほほほ」

　ご機嫌な様子の会長を横目に、主任はなぜか仏頂面で黙り込んでいる。

　私は失礼がないように気をつけながら、深々と頭を下げた。

「会長っ……。ほっ、本日はお招きいただきましてっ……あ、ありがとうございます」

　どもりながらも必死に吐き出す挨拶に、会長が優しい微笑みを向ける。今日の会長は、先日のパーティーで周囲をびびらせていたほどの威厳は纏っておらず、ただ孫の来客をもてなす優しいおばあ様の顔だ。

「そんなに緊張しないで。それに今日は会長ではなく、『おばあ様』とでも呼んでちょうだい。でも、この前は本当にごめんなさいね。あの方との間にはちょっとした行き違いがあって……。秀明は潔白なのよ。それだけは信じてあげてちょうだい」

「は、はぁ……」

　これって、ホテルのパーティーで会ったお嬢様との縁談のことを言ってるのかな。主任も彼女に『写真も見ずに断った』と言っていたけれど……。『信じてあげてちょうだい』だなんて、どうしてそんなことを私に言うんだろう？

　疑問に思う私に向かって、会長はなおも満面の笑みを向け続ける。

「今日は会社での立場は関係なく過ごしてちょうだいね。私は秀明の祖母。あなたは孫のアシスタントをしていただいている、私にとってとても大切な方ですよ。この子、会社ではとても気難しいのですって？　ご迷惑をおかけしているのでしょう？　本当にごめんなさいね。とてもひねくれたところがあって」

「い、いえっ。とんでもないですっ！　私、いつも怒られてばっかりで、主任には迷惑ばかりかけていて」

　主任のおばあ様とはいえ、やはり偉い人にお礼を言われれば、緊張であわあわしてしまう。

「まぁ、秀明。萌愛さんにそんなに辛くあたっているの？　そんなことでは嫌われてしまいますよ」

　おばあ様が眉をひそめると、旗色が悪くなったことを察知した主任が落ち着かなさげに私の腕をつかむ。それがあまりに自然な振る舞いで、私は身構える暇もなかった。

「これ以上ここにいると、ますます形勢が不利だ。……鈴木、こっちにこい」

　少し照れたような顔をする主任がなんだかかわいく見えて、胸がキュンとする。

〝鬼秀明〟が、かわいい？　そんなバカな……。だけど今ときめいたのは、本当のことで……。

　そんな自分に焦ってしまう。

「あらあら」と目を瞬いたおばあ様から逃れるように、主任は私の手を引いて階段をのぼった。そして当たり前のように通されたのは……主任の部屋。

　フローリングの広い空間には、窓際に大きなベッド。高い天井に合わせた大きな窓からは溢れんばかりの光が満ちて、オフホワイトの壁紙を柔らかく浮き立たせている。

　それから、シンプルで大きなデスク。窓と反対側にある壁は一面が本棚になっていて、隙間なく並べられたハードカバーで埋め尽くされている。

　源兄ちゃんたち以外の男の人の部屋に入るなんて、初めてのこと。純粋に物珍しい気持ちが、私の視線をキョロキョロと動かせる。

「あんまり細かいチェックはするなよ。……部屋に来るなんて、予想外だったんだから」

「あっ、すみませんっ」

　慌てて視線を主任に戻すと、見たこともないはにかんだ表情をされる。

　仏頂面がスタンダードな主任の無防備な表情。今日はいつもと違う主任を立て続けに見せられて、なんだかドキドキが止まらない。

「まあ、別にお前なんかに見られたからって、困ることなんてなにもないけどな。適当にしてろ」

　まるで照れ隠しのようなぶっきらぼうな言葉に、特になんの考えもなく目の前のベッドの端に座る。

　その瞬間、窓の外から視線を戻した主任の目がまん丸に見開かれた。

「お前……男の部屋に来て、いきなりそれは……」

「へ……？」

　ベッドに座るなんて失礼だった？　だけど他に座れる場所といえば、デスクの椅子しかない。本当は、本や書類などプライベートなものが置かれた机の上をじっくり見てみたい衝動に駆られていたけれど、勝手に見ては失礼かな、と我慢してこっちに座ったのだ。

　どこに行けばいいのか、所在なく腰を浮かしかけた私の隣に、眉間にシワを寄せた主任が無言で座る。

　その重みで沈んだスプリングに、意味なくドキリとした。

　い、いや、別に意識してるわけじゃない。男の人の部屋が珍しくて、そわそわしているだけなんだから。

　お互いひと言も発することなく、いたたまれない沈黙がしばらく続く。

「おばあ様とふたり暮らしなんですか？」

　無言の状況に耐え切れず、私のほうから口を開いた。

　主任のほうも「あ、あぁ……」と取ってつけたように答える。

「両親は十年ほど前からずっと海外だ。昔から関連企業の各支店を回っていたから、小学校の頃は転校ばかりしていた」

「そうなんですか……。大変でしたね」

「当時はそう思っていたが、今はかけがえのない思い出ができたことを感謝している。俺の人生にとって、なくてはならない大切な思い出だ」

　そう言いながら、チラリと意味ありげな視線を私に向ける。

　ん？　なんだろう。

　主任の態度が気にはなりながらも、無難な返事を返す。

「そうですか。よかったですね……」

「あぁ」

　あっさり途切れてしまった会話。再び襲ってきた沈黙が、肩が触れてしまいそうな主任との距離を、さらに強く意識させる。

　ち、近い……。どう考えても、これって近すぎるよね。

　並んで座っているせいでベッドが沈み、どうしても体が主任のほうに傾いてしまう。なんとか腹筋を使って姿勢を保っているから体はくっつかないけれど、少しでも気を抜いたら主任の肩に寄りかかってしまいそうだ。

　どうしよう。とても緊張する。いや、そうじゃなくて、この状況がなんだか甘くて、ちょっぴり切なくて……心がざわざわする。なに、この感じ……。

　一気に気持ちが張りつめる。

「あの……」

　心を落ち着けようと、なにか話そうとするも、言葉が続かない。

「な、なんだよ」

　私の緊迫した空気を感じ取ったのか、主任が戸惑ったように私を覗き込んだ。

　ただでさえ近い距離がさらに近づき、吐息さえ感じられるほど近づいてしまう。お互いハッとして、金縛りにでもあったかのようにその場で固まった。

　視線のほんのすぐ先にある主任の瞳を、間近で見つめ返す。

　メタルフレームの向こうの眼差しは、相変わらず逸らすことを許さない強引さ。だけど、その瞳の奥には優しさが満ちていることを私はもう知っていて……。

　瞬きするのも惜しいほど、ずっと見ていたいと思ってしまう。誰よりも近い距離で、このままずっと一緒に。

　目を見開いてじっと見つめ続ける私に、主任が困惑の視線を向けた。

　その時、部屋を満たす明るい陽光を取り込んだ彼の瞳の、色素の薄さに気づく。

　眼鏡越しだからはっきりとは分からないけど、従兄弟だからか、拓也さんによく似ている気がする。……ううん、きっと拓也さんよりキレイな、澄んだ優しい色だ。私、この色をずっと前からよく知っているような気がする。どこで見たんだろう。よく思い出せない……。

　そんなふうにして、いったいどれくらい見つめ合っていたのだろう。主任のキレイな瞳が細められ、そっとまつげが伏せられた。短いため息をついたかと思うと、突然ベッドから立ち上がる。髪をかき上げ、窓際に近寄ってしばらく外を眺めたあと、優雅な仕草でこちらを振り返った。

　背中に光を受けて金色の輪郭に縁取られた主任のシルエットは、なんだか夢の中にいるような、不思議な気持ちにさせられる。

　だけど私にゆっくりと歩み寄ってきた頃には、いつもの主任の顔に戻っていた。次の瞬間……。

「バーカ」と、長い指がビシッと私の額に突きつけられた。その場を包んでいたふんわりと甘い空気が、ぴきっと色を変える。

「……お前、男の前で簡単にそんな顔するな。しかもベッドにふたりで並んで座るなんて、言語道断。まぁ、お前みたいなお子様がやったところで、俺の心なんて一ミリも動かないけどな。だが、世の中にはどんなモノ好きがいるか分からない。痛い目に遭いたくないなら、俺以外の男の前ではやめておくことだ」

　そしてそのまま、主任の指がピシッと私のおでこをはじく。

「痛っ」

「油断したな。このうっかり者め！」

　弾かれた勢いでベッドにコテンと倒れた私を無視して、主任は扉に向かう。

「主任！　痛いです！」

　その背中に向かって、精一杯の抗議の言葉を投げかける。

「ほら、もうパーティーが始まる。……いくぞ」

　言葉とは裏腹な優しい笑顔を残して、主任は部屋の扉を開けた。




　広い庭には、大小の木立。鮮やかに色づき始めた広葉樹の足元には、よく手入れされた秋の花が咲き乱れている。

　ガーデンパーティーが始まって、おばあ様は私を『会社の従業員』ではなく『秀明の友人』と皆に紹介してしまった。

　招かれた人たちの中にはそれを『特別な人』と解釈してしまった人も少なからずいて、まるで主任の恋人のように扱われてしまった。しかも主任もそのことを否定しないから、誤解はそのまま皆に伝わって、「秀明さんってお優しいんでしょ」なんて、おば様方にからかわれる始末だ。

『こんな鬼秀明、絶対に違いますから』なんて言えない雰囲気に、まだ痛みの残るおでこをさすりながら「は、はい。あの、や、優しいです……」なんて言葉を苦しまぎれに返す私を、主任は涼しい顔で見つめている。まるで、なにもかも思惑どおりって感じの、得意げな顔だ。

　いつもなら腹を立ててしまうはずなのに、今日はそんな顔すら見るのが嬉しい。なんだか、主任の別の一面を見たような気がして……。へ、変なの。私、なんでこんなこと……。

　オフィスとはまるで違う、穏やかな主任の笑顔。当たり前みたいにそばにいてくれることが嬉しくて、私も自然に笑顔になってしまう。

　おばあ様のお友達は、手芸や料理、ボランティアなどのお仲間らしく、年代もおばあ様くらいの方々から私と同じか、もっと若い人たちまでとバラエティに富んでいた。しかも気後れしてしまった先週のホテルのパーティーとは違い、皆一様に優しい対応をしてくれた。

　そんな親しみやすい人たちとともに、よく手入れされた庭園の中でおいしい昼食や紅茶をいただくひとときに、私はすっかり心が癒された。




　パーティーの開始から小一時間ほどが過ぎ、ほどよく食欲を満たしたあとは、それぞれが会話に花を咲かせていた。

「秀明さん、この前お願いしていた、アトリエに飾る絵のことなんだけど」

「あぁ、画廊を経営している友人に連絡してありますよ。来月の頭にでも、候補の作品を何点かお持ちするつもりだと言っていました。近々、連絡があるはずですよ」

　主任はパーティーが始まってからしばらくは片時も私のそばを離れなかったけれど、時間が経つにつれて周囲と馴染んで笑顔を見せる私にようやく安心したのか、今は品のいい初老のご婦人と話し込んでいる。

　その会話にまた別のご婦人たちが加わり、主任を取り囲む高齢女性の輪が出来上がった。

　なかなか切り上げられない包囲網の中、時折救いを求めるような視線を投げられるけれど、私はそれに小さな笑顔を返して広い芝生の隅に移動した。ベンチに座って、目の前の花壇の花々に目を向ける。

　藍色や薄い紫、えんじやピンク……。秋の花々は春や夏より少し控えめで、それでいて凛りんとして潔い。

　さらにベンチの両脇には、たくさんのバラ。ちょうど私が座っているベンチの上にはつるバラが絡まるアーチがかけられている。四季咲きのものが何種類か可憐な花をつけているけれど、きっと春になればもっともっとキレイなのだろう。

　美しい花々に囲まれて、肩の力が自然に抜ける。

　昔から、木々の緑や花の中にいると不思議と心が休まった。だから、クローバーで覆われた緑の絨毯のようなあの場所が大好きだったのだ。

　遠い記憶の、一場面が脳裏をかすめた時、不意に人の気配を感じて振り返る。

　そこには、いつの間にか私の隣に腰掛けていた、拓也さんの王子様スマイルがあった。薄いピンクのシャツに茶系のジャケット。チーフやネクタイの色は、華やかな拓也さんのイメージに合わせた暖色系でまとめている。

「ハーイ、萌愛ちゃん、来てたんだね。もう食事は済んだ？　先週のパーティーじゃ全然食べてなかったし、お嬢様、なにかお持ちしましょうか？」

　相変わらずのテンションに、つられて笑顔になってしまう。

「ありがとうございます。でも今日はもう、たくさんいただきました」

　生ハムに、サーモンのサンドウィッチ、テリーヌ、キッシュや焼き菓子などのごちそうはどれも本当においしいので、たくさん食べてしまいお腹がいっぱいだ。

「拓也さんは？　なにか取ってきましょうか？」

「いや、食事は加奈子としてきたから。もう少ししたら、一緒に甘いものでも食べようか。ケーキ、半分こする？」

　微笑みながら拓也さんが目で追った先には、加奈子さんと主任が楽しげに話す姿が見える。

「加奈子さんと一緒に来られたんですね」

「あぁ。あちらの親戚のお見舞いに。俺なんて、本当は必要ないと思うんだけどね。面倒なことは嫌いなんだ。本当に勘弁してもらいたいよ」

　ふたりから目を離さない拓也さんの顔から微笑みが消えて、普段からは想像もできないくらい険しくなっていくのを感じる。

　どうしたんだろう。拓也さん、なんだかピリピリしてる。

「あの――」

『どうしたんですか』と問いかけようとした言葉が遮られる。

「どうして俺が加奈子と結婚しなくちゃいけないんだろうね。きっと加奈子が好きな男は、俺じゃないのに」

「え？」

「政略結婚なんて、はっきり言って時代錯誤だと思うんだよね。……もうやめればいいのに。こんな結婚」

　突然の爆弾発言に驚きを隠せない。

　加奈子さんの好きな人は他にいる？　だけど、先週のパーティーでの加奈子さんは、拓也さんのことをとても幸せそうに見つめていた。誰が見ても素敵なふたりだったのに……。

「でもパーティーでのおふたりは、すっごくお似合いでした！」

　あまりにも勢いよく言ったため、声が大きくなってしまった。

　でも本当に、お姫様と王子様のような、夢のようなふたりなんだもの。だから私は、ターくんかもしれない拓也さんが加奈子さんと婚約していると知っても、悲しい気持ちにならなかったのに……。

　そんな私を見て、拓也さんの表情が少しだけ和らいだ。それだけで少しほっとする。

　うん、王子様はやっぱり笑顔のほうがいい。

「ふふ。そんなに必死にならなくていいよ。今日の萌愛ちゃんは元気でいいね。先週のパーティーではおしとやかだったけど、今日のほうがきっと本当の君なんだね」

「あの日は……セレブな方たちばかりで緊張しましたし、ああいうドレスはやっぱり着なれなくて……」

　今日私が着ているのは、白いコットンのワンピース。柔らかな肌触りが心地よく、ふんわりしたラインがかわいいから私のお気に入りだ。

　もっとよそ行きを着ようかとも思ったけど、主任が平服でいいと言っていたし……。それに、着慣れているものにしたほうが緊張せずに済むかと思ったのだ。

「この前のドレスももちろん素敵だったけど、今日の洋服もかわいいよ。女の子らしくて、ふんわりしてて。油断すると触ってしまいそうだな～」

　そう言ってワンピースの袖に触れながら、拓也さんの顔が近づく。

　私はその瞳を思わずまじまじと見つめてしまった。

　やっぱり拓也さんの瞳の色は、色素が薄くて日本人離れしている。光の加減では確かに黄土色に見える。だけど小学生の時に見たターくんの瞳は、もう少し黄緑がかっていたような……。

　拓也さんがターくんだとほぼ確信していたけれど、こうして改めて見ると、どこかしっくりこなかった。

「どうしたの？　俺の顔に、なにかついてる？」

「あの……どうして私の肩に傷があることを知っていたんですか？」

　まっすぐに目を見つめたまま唐突に切り出した私に、拓也さんは相変わらずの甘い微笑みを向ける。

「拓也さんは……私のこと、知っていたんですか？　ターくんは――」

「違うよ。俺じゃない」

　ずっと聞きたかったことを口にしようとした私の言葉を、穏やかな口調が遮った。

「え？」

「残念ながら、君の王子様は俺じゃないよ。君の王子様はね……」

　微笑みながら近づいてくる唇に、思わず私は耳を寄せた。




「えぇっ！　拓也さんじゃないの!?」

　翌日の月曜日、いつもと同じ、応接室でのランチタイム。バゲットサンドを頬張る私を前に、七海子が大げさな声を上げた。

「うん。違った」

　昨日、『君の王子様はね……』と言ったあと、拓也さんは悪戯っぽく笑いながら、私のことを知っていた訳を話してくれた。

「つまり、萌愛の王子様であるターくんは拓也さんの同期だと？」

「うん」

「それで、五月にあった研修で、今年の新入社員に鈴木萌愛っていう子がいる、その子が実は自分の知り合いで、昔ケガをさせてしまった相手だから、なにか困ったことがあったら力になってやってくれと頼まれた、と？」

　マスカラを塗る手を止めて、七海子は大きな目を見開く。

「うん。私がここに就職したことは、社内報の新人紹介を見て知ってたんだって」

「へぇ……。やっぱりターくんは優しい人なんだねぇ。で、今どこにいて、なんていう人？」

「それは教えてもらえなかったの。自分の名前は絶対に明かさないでくれって言われてるんだって」

「へぇ～。身分を隠して萌愛を見守るなんて、ますますカッコいいじゃん。謎の王子様？　なんかロマンティック～」

　食後のメイク直しを終えた七海子がにっこりと鏡に微笑みかけるのを横目に、私は簡単に口紅を塗る。

　あのあと、何度もターくんの名前を教えてほしいと頼んだけど、『それだけはダメ』とどうしても教えてもらえなかった。今だって諦めきれないけれど、それがターくんの意思なら従うしかないだろう。

　ただ、せめて今どんな大人になっているのかだけでも聞かせてもらおうと思ったのに、私と拓也さんがベンチで話しているのを目ざとく見つけた主任が、また『加奈子が待ってるぞ』と拓也さんを追っ払ってしまったのだ。

　拓也さんは拓也さんで、王子様フェイスに似つかわしくないどす黒いオーラを撒まき散らしながら去っていったし……。

　従兄弟同士だというのに、顔を合わせればケンカばかりの険悪なふたり。これまで何度かふたりのやり取りを見てきたけれど、ただ相性が悪いというだけではないなにかがある気がする。

　私なんかが心配するのはおこがましいかもしれないけれど、できれば仲よくしてほしい。そのほうが、加奈子さんだっておばあ様だって安心するはずだ。

「でも、ま、王子様は置いといて……」

　七海子がキレイな顔をずいっと近寄せてきて、その迫力に思わず背中を逸らす。彼女の意味ありげな微笑みに、発せられる言葉の見当が簡単について思わず腰が浮いた。

「あの、私ちょっとトイレ……」

「ストーップ。萌愛、ちゃんと説明してもらおうか～」

　立ち上がりかけた私の腕をガッチリとつかみ、そのままソファに座らせる。

　華きゃ奢しゃに見える七海子の、あまりの力の強さに私が恐れおののいている間も、彼女のニヤニヤは止まらない。

「それで！　萌愛は秀明さんの家にまでお呼ばれして、その上、ホテルのパーティーの夜には抱きしめられちゃったりもしたわけだ！」

「ちょ、ちょっと！　声が大きいよ……」

　防音対策がなされている役員用応接室とはいえ、オフィスでその発言はまずい。

　主任との最近の出来事は完全に私のキャパを超えていて、ついこうして七海子に助言を仰いでしまうのだけど、その都度こんなふうに執拗な追求にあうのだからたまらない。恥ずかしくて、いたたまれない気分になる。

「そっか～。クールに見えて、実は溺愛タイプか～。ツンデレの典型？　あのルックスでそれは……オイシすぎる……」

　もはや事実を超える妄想の中にいる七海子に、かける言葉が見つからなかった。




　七海子と別れて、席に戻るために人ひと気けのない非常階段をのぼる。

　主任は取引先に直行していて、今日はまだ顔を合わせてはいなかった。午後には帰ってくるだろうけど、きっといつもの〝鬼秀明〟に戻っているに決まっている。

　そのギャップには、いつも少し戸惑ってしまうけれど……でも、オフィスで隙のない仕事をする、あの厳しい主任だって本当はすごく尊敬している。

　いつだって広い視野で全体を見て、その時々で最善の方法を選択し遂行する。私に対する一見辛辣な対応も、きっと一人前の仕事ができるようにとの思いからだ。誰に対しても平等で、冷たく見える行動の裏側は、いつだって相手に対する思いやりで満ちている。

〝鬼秀明〟も私を惑わす主任も、どちらも同じ池永秀明だ。そんなことはもうとっくに分かっていた。要するに私は、仕事中の主任にもプライベートな主任にも……。

　席に戻ると、既にパソコンに向かっていた主任が私を一瞥して、またすぐに視線を液晶画面に戻す。

「お疲れさまです」

「あぁ」

　なんとか発する挨拶にも、主任はそっけない。当たり前か、今は〝鬼秀明〟なんだから。

　キレイな横顔にうっかり見とれないよう気をつけながら、メモ書きにした連絡事項を渡す。

「山川の佐藤さん、納期の件でお電話をいただきたいとのことです。それから、来月の専務との出張の件で、先方のスケジュールの確認をしてほしいと言われています」

「分かった。それと例のプレゼン資料、今たたき台を作ってるから、それができたら鈴木も手伝ってくれ。今回の資料は絶対に失敗できないぞ。大きなプロジェクトがかかっているからな」

「分かりました」

　そう言っている間も、主任のキーボードを叩く手は止まらない。

　主任が上司の〝鬼秀明〟である限り、私がそばにいられる術すべは、こうやって的確に業務を遂行することしかないのだ。

「他には？」

「仕事では以上です。それと……昨日はありがとうございました。とても楽しかったです」

　パーティーもそうだが、実はそのあと主任と会長と夕食までご一緒させてもらったのだ。

　ちょっと小さくなった声に、主任のキーボードを叩く指が止まる。そしてようやく、眼鏡の奥の瞳に私が映された。

　主任と目が合う。たったそれだけのことが、こんなにも嬉しい。

「祖母も喜んでた。あんなに楽しかったのは久しぶりだそうだ。うちはもう長い間俺とふたりだから、久々に賑やかな食卓で嬉しかったみたいだ」

　その言葉に、思わず主任を見つめる。仕事中にプライベートな話にしっかり応えてくれるのは、ここへ来て初めてのことだ。

「そう言っていただけたなら、嬉しいです」

「よかったら、また来てくれないか。祖母のためだけじゃなく……俺のためにも」

「えっ……」

　今、なんて……？　『俺のためにも』って、どういうこと？

　主任がなにげなく発した言葉の意味を探してしまう。その言葉を拾って、自分の都合のいいように解釈してしまう。

　もしかしたら深い意味なんてないのかもしれないけれど……。もし主任が少しでも私といる時間を持ちたいと思ってくれているなら、嬉しい。

　なにも言えなくてただうなずくだけの私に、顔を上げた主任が目を細めるだけの微笑みをくれる。

　その笑顔に心拍数が上がって、キュンとした切なさが体を駆け抜けていく。

　主任が、ただ笑ってくれただけなのに……。

「ほら、早く伝票の処理をしてしまえ。また残業だぞ」

　既に視線を画面に戻した主任の言葉に、慌てて仕事に取りかかる。

分厚い伝票を日付順に並び替えながら、隣でキーボードを叩く主任の指先をそっと盗み見る。それだけで、鼓動がまたとくとくとせわしなく動き始める。

　……どうしよう。私、主任が好きだ。










腕の中で溺愛されて




「鈴木、例の資料の進捗、どんな感じ？」

　外出先から戻った主任が、無造作に席に座りながら言った。

「全体のレイアウトはできています。でも、どうも財務資料がうまく作れなくて」

「一番重要なとこだな。……ちょっと見せてみろ」

　椅子をスライドさせて私のそばに近寄り、背後から液晶を覗き込む。

「ここは線グラフより棒グラフを使ったほうがいいな。比較強調したいから３Ｄにして。文章のレイアウトはこれでいい。文字の大きさ、あと〇・五大きくして。……ちょっと仕事を振りすぎてるけど、月次処理はちゃんとできる？」

　耳元に主任の吐息を感じて途端に脈拍が増えたけど、資料と数字だけに意識を集中してなんとかやり過ごす。

「大丈夫だと思います」

「無理してミスがあったら本末転倒だから、手に余るならちゃんと言え。資料は野口にも手伝ってもらってるから、ちょっとくらいあいつに振っていい」

　その言葉に、即座に「大丈夫です」と返す私に、主任が短いため息をついた。

「鈴木、最近根こんを詰めすぎなんじゃないのか。仕事熱心なのはいいことだけど、ちょっと顔色が悪いぞ。ちゃんと睡眠は取ってるのか？」

　痛いところを突かれて、びくりとする。この二、三日、確かにあまり睡眠時間は取れていない。

　鋭い視線に目を合わせられなくて、私はキーボードを叩く手を止めることなく「本当に大丈夫ですから」と答える。

　プレゼンに使う会議資料を家に持って帰っていることも、主任は薄々気づいているに違いなかった。それでも、野口くんと同じくらいの仕事をしなければと焦る気持ちが、私を意固地にさせる。

「……できるならいい」

　なおも視線を合わせない私に、最後は突き放すように言って主任が席を立った。

　その姿がフロアから消えてしまうと、体の緊張がようやく解ける。

　主任への恋心を自覚した週明けから、ようやく迎えた週末の金曜日。

　この五日間、少しでも気がゆるめば主任のことを考えてしまい、そんな自分を持て余し、結果、仕事への集中を高めることでなんとか心を平穏に保っていた。

　実際のところ、主任から指示された資料は、自分の持っている知識をフル稼働しなければ完璧には作れない。だから、足りない部分を補う勉強もして、煩悩からも逃れられるこのミッションは、裏を返せば今の私には最適な課題だとも言える。こうして集中していれば、余計なことを考えずに済むことが、私にはありがたかった。

　というのも、主任に恋をしている自分に気づき、甘い気持ちで満たされたのはほんの一瞬のこと。冷静になって考えてみれば、主任は一流企業の御曹司。一般人で、しかもなんの取り柄もない私なんかが手の届く相手じゃない。

　我が社一のハイブランド〝第三営業部の秀明〟を、第三営業部のお荷物新入社員が好きだなんて……。とんでもなく身のほど知らずで、人に知られれば嵐のようなそしりを受けるだろう。

　こんなの恥ずかしくて、七海子にだって打ち明けられない。胸の小箱にしまい込み、墓まで持っていくしかない。だから私は、そんな現実から逃げたくて、自分の気持ちに向き合うことさえ怖くて、一心不乱に仕事に打ち込んでいただけ。

「はぁ……」

　小さなため息をつくと、資料のプリントアウトを待つ間、デスクに倒れ込む。

　これがただの現実逃避だってことは分かってる。それにこんなに馬車馬のように働いていては、きっとそのうち体を壊すか、仕事で大きなミスを犯してしまうだろう。

「でも、どうしようもないよ……」

　本当のところ、自分がどうしたらいいのか分からないのだ。

　出力し終わった書類を揃え、クリアファイルに入れて主任の机にそっと置く。ついさっきまでここにいた主任の横顔が、鮮やかに脳裏に浮かんだ。途端に、心臓をつかまれたように苦しくなる。

　主任に恋をして、人を好きになる気持ちは誰にも止められないのだと、初めて知った。きっと、自分自身にすらも。




　結局、今日も遅くなってしまった。

　金曜日のオフィスは引きが早く、フロアには誰も残っていない。午後から取引先に呼びだされた主任も戻ってくることはなく、広いオフィスにひとりきりだった。

　仕事には集中できたけれど、さすがに午後九時を過ぎる頃に帰り支度をしてフロアを出た。

　大通りから路地に入り、駅に向かう。ぼんやり歩いていると不意に誰かに肩を叩かれ、驚いて思わず「ひっ」と大きな声を上げてしまう。

　その大きなリアクションに、向こうも「わっ！」と一瞬身を引いたものの、一定の距離を取ってまじまじとこちらを観察したあと、顔に笑顔が広がる。

「鈴木さん？　やっぱり鈴木さんだろ？」

　名前を呼ばれ、目を凝らして相手を見つめる。茶髪にピアスという、知人には心当たりのない派手な外見の男の人。年は私と同じくらいだ。

　……知り合いなのだろうか？

「俺、俺。高二ん時同じクラスだった田た口ぐちだよ。覚えてない？　一緒に風紀委員やったじゃん」

　風紀委員？　これで？　でも、田口って名前には聞き覚えがあるかも……。

　必死で記憶の糸を手繰り寄せ、『田口』という名字をようやく探し当てる。

「え？　ホントに田口くん？　あのピアノが上手で優等生だった？」

　ぽっちゃりとして小柄な、屈託なく笑う大人しい男の子。私の中の田口くんはそんな印象なのに、目の前にいる茶髪の彼はなんだか別の世界に生きてる感じで……ピッタリした革のパンツなんかをはいている。どう見ても普通のサラリーマンではなさそうだ。

「田口くん、なんだかすごく変わったね」

「そうだろ？　今さ、バンドをやってるんだ。鈴木さんは知らないかもだけど、俺ピアノで音大へ行って、そこでロックに目覚めてさ。インディーズだけど、この前ＣＤも出したんだよ」

「本当!?　すごいね！」

　高校時代の記憶が徐々に鮮明になってくる。よく見れば、くるくるしたアイドル系のパッチリ二重には見覚えがある。

「鈴木さん、今帰り？　なにか予定ある？　これから皆で飲むんだけど、よかったら鈴木さんもおいでよ」

　人懐っこい目で田口くんが私の顔を覗き込んだ。




「ねぇ、ホントに大丈夫なの？」

　心配そうに私の腕を抱えた田口くんが、ペットボトルの水を渡してくれる。

「体調悪かったんじゃない？　ごめん、なんだか無理やり誘ったみたいで」

「ううん、大丈夫だよ。ちょっとフラフラするだけ。お水を飲んでしばらく休んで、今日はもうタクシーで帰るから」

　あれから、田口くんに連れられてバンドのメンバーや音楽関係の人たちがいるお店に合流した。外見こそ派手だけど、話してみれば皆純粋で優しい、感受性の豊かな人たちばかりで、話が弾んだ。

　普段は関わることのない世界も物珍しくて、ついお酒も進んでしまった。それでも、アルコールがあまり入っていないカシスソーダを二杯ばかり飲んだだけなのに、連日の睡眠不足からか、いつも以上に足にきてしまったのだ。

　少し離れた場所から、田口くんを呼ぶ友達の声がする。「先に行ってて」と返した田口くんが、私の腕を抱えたまま歩き出した。

「田口くん、お友達が待ってるよ。私はひとりで大丈夫だから」

「ダメだよ。もう遅いし、タクシー乗り場まで送ってく」

　外見は変わっても、中身は高校時代と変わっていない。昔から真面目でどんな人にも優しい田口くんは、皆の人気者だった。

「ダメだって。これから仕事関係の人に会うんでしょ。今が大事な時だって、他のメンバーの人が言ってたよ」

「でも……」

「大丈夫。大通りに出ればタクシーが走ってると思うし、ここからすぐだから。それに、もう酔いも冷めてきたよ」

　田口くんを安心させるため、しっかりした口調で笑顔を返す。

「本当に大丈夫？」

「大丈夫！　次のライブ、必ず行くから、日にちが決まったら絶対教えてね！」

「分かった。……じゃあ、また連絡するね」

　最後まで心配そうに私を振り返る田口くんを見送ると、私はヨロヨロと歩き出した。

　気をつけて歩かないと酔っ払っていることが道行く人にまでバレてしまいそうだ。私だって、もう立派な社会人。働くレディとして、こんなみっともない姿、世間様にはさらせない。

　私は注意深く、一歩ずつ足を踏み出した。

　時刻は既に十一時を過ぎていて、メイン通りから外れた路地には人影もまばらだ。

　早く大通りに出て、家に帰ろう。

　急に心細さを感じて歩みを速めた時、不意に背後から腕をつかまれた。馴れ馴れしく強引に体に触れる嫌な感覚に、ドクリと心臓が大きく波打つ。

「かーのじょ。ひとりでフラフラしちゃって、大丈夫？」

「ホントホント、そんなに酔っ払ってちゃ危ないっしょ。俺らが送ってってあげる」

　ぎょっとして顔を上げると、さっきの田口くんとは別の意味で違う世界の、人相の悪いふたり連れに両脇を固められている。

　途端に酔いが冷めて、頭がはっきりした。足早にその場を立ち去ろうとする私の腕を、両方からつかまれる。

「は、離してください！」

「やだな～。大声出さないでよ。これから俺らとちょっと遊ぼうって言ってんの。彼女も遊び相手探してたんでしょ？　こんなところに、ひとりでさ」

　ハッとして周囲を見渡すと、酔ってぼんやりしていたせいか、大通りとは反対方向に歩いてしまっている。辺りは色とりどりのネオンが輝く、いかにもいかがわしさの漂う場所だ。

　顔面から血の気が引き、恐怖感と危機感で体が強ばっていくのを感じる。

「やめて！　離してください！」

「離してください、だって。かっわいいなぁ。でも、あんまりうるさいと、乱暴にしちゃうよ～」

「大人しくしなよ。……悪いようにはしないからさ」

　ふたりがかりで体を押さえられ、そのまま強引に引きずられる。

「嫌っ！　離してっ！」

　力の限り抵抗しても、男性ふたりの力にはまったく敵わない。恐怖のあまり頭の中が真っ白になった。

　路地に連れ込まれ、派手な電飾がチカチカしている店に連れ込まれそうになる。

　やだ。怖い。誰か助けて！

　恐怖で涙も出ないままに、力の限りの抵抗を続ける。

　訳も分からないまま揉み合っていると、「チッ、しつこい女だな」と声を荒らげた男のひとりが拳を振り上げるのを感じた。

　ぶたれる……。

　そう思って目を閉じた瞬間、ふっと拘束がゆるんでアスファルトの上に崩れ落ちる。

　えっ？　なに……。

「……お前、いい加減にしろよ」

　そう低い声でささやかれて、体を引き上げられた。つかまれた腕に顔を上げると、そこにいたのは……主任。

　なんで主任が……？　信じられない。

　そう思いながら、心細さから震える手で主任の腕を握りしめる。

「あの、主任、どうして……」

「それはこっちのセリフだ」

　険しい顔をして私を一瞥すると、主任は怖い人たちのほうに向き直る。

「お兄さんさぁ、その子は俺たちと今から遊ぶから、横から持ってかれると困るんだよね」

　主任の背後にかばわれた私の視線の先には、これ以上ないくらいガラの悪い男ふたりが、ギラギラした目つきでこちらをにらんでいる。さっきは近すぎて分からなかったけど、その極悪な目つきはかなりのレベルだ。

　こんな人たちに絡まれてたのか、とさらに恐怖で体がすくむ。

「そっちこそ、こいつに余計な手出しはやめてくれ。既に俺が教育中だ」

　いつもと変わらない冷静な口調。細身に見えて意外に大きな背中を目の前に感じて、体の震えが止まった。

「はぁ？　意味分かんねぇけど」

「お兄さんさぁ、俺らもこのまま黙っては引き下がれないでしょ。ねぇ？」

　相手からは、殺意にも似た凶暴さがにじみ出ている。その様子に、ざわっと皮膚が粟あわ立だった。脳内では警報が鳴り響いている。

　まずい。この人たち、本気で怖い人たちだ。

　楽しそうに唇の端を上げた男たちの表情には、狂気を纏った微笑が宿る。

　怖い。なによりも主任が傷つけられたら……と、そのことが怖くてたまらない。

「主任っ。……逃げましょうっ」

　後ろからスーツの上着を引っ張ると、主任は振り返ることなく片手で私を後方へ押しやった。

「酔っぱらいを連れて、ふたりの追っ手を巻くなんて絶対に無理だ。……お前は下がってろ」

　目の前のふたり組は、一触即発の危うい空気を楽しむ気配すら漂わせて薄ら笑いを浮かべている。次の瞬間、片方の男が素早い動きで主任につかみかかってきた。それを一瞬でよけると、主任の長い足がシュッと音を立てて回し蹴りで空を切る。

　それを見た男たちの顔色が変わった。

「こいつ……。極きょく真しん空手か」

「そういうお前も経験者だな。……かなりの亜流、ケンカで鍛えた自己流か」

「うるせぇ！」

　こちらにつかみかかろうとした動きを遮るように、主任の回し蹴りが男の前髪をかすめた。

　身動きひとつできない男たちがみるみる青くなる。

「今のは警告だ。今度は外さない」

　ふたり組が慌てたように顔を見合わせた時、大通りから声が聞こえた。

「おまわりさん、こっちです！　早くケンカを止めて！」

　深夜の繁華街に、複数の足音が響いている。

　その声に反応して、「覚えてろ」とお決まりの捨てゼリフを残したふたり組は、瞬く間に狭い路地に消えた。

　呆然とする私の手を、主任が慌てたように引き寄せる。

「俺たちも逃げるぞ。……こっちだ！」

　しっかり繋がれた手を引かれて、入り組んだ路地に駆け込む。奥にあった派手な看板がかかった店に入ると、しばらくフロントのような場所の端っこで騒ぎが収まるのを待った。

「主任、ここは……」

「ラブホテルだろ。なんだったら、部屋まで入るか？」

　そっけなく言う主任。

「えっ!?」

「バーカ。本気にすんな」

　なんだ、冗談だったんだ……。

　ホッとしつつも、カーッと顔が熱くなるのを隠せない。その上、ずっと繋がれた主任の手に気づいて、こんな状況なのに意識がそこに集中する。

　どうしよう、心臓が痛いくらい波打ってる。私の心臓、こんなに忙しく動いたら、もう止まっちゃうんじゃ？　それにこんなに盛大にドキドキしてたんじゃ、主任に聞こえちゃう。

　観葉植物の影に隠れながらふたりでしゃがみ込み、普段はちょっと見られない間近で見る男らしい横顔にも……ドキドキする。

　三十分ほどしてようやく外が静かになると、私たちはホテルを出た。




　さっきからちっともしゃべらない主任に手を引かれ、人ひと気けのない路地を歩く。

　どこへ向かっているのかも分からない。だけど、この人といればどこだって安全なのだという安心感に、心がゆるんでいく。

「……主任って、けっこう強いんですね～」

　かなり長い沈黙のあと、先に口を開いたのは私のほうだった。

　さっきまで危険にさらされていただけに、ホッとしたのと、まだ繋がれたままの手にドキドキしているのをごまかしたいのとで、ベラベラと無駄にしゃべってしまう。

「あの、なんか主任、あのタイミングですごいっていうか、なんか正義の味方みたいでしたよ。それにあの回し蹴り、シュッて音がして戦隊もののヒーローも真っ青な迫力でした！　すごくカッコよかったですよ！　主任てば、なんか格闘技――」

「お前、いったいどういうつもりだ」

　わざとらしい軽薄な声を一刀両断に断ち切った、地の底から湧き上がるような低い声。一方で、立ち止まった主任の背中が悲しげに見えて、私はその場に凍りつく。

　サッと風が吹いたように周囲の空気が冷たくなった。

　……主任の顔を見るのが怖い。

　そう思った瞬間、腕をつかまれ強引に引っ張られた。閉店したお店のシャッターに押しつけられ、主任が私の顔の横に乱暴に手をつく。

　ガシャンという派手な音より、すぐ近くにある主任のイラ立った表情に驚いて目を見開いた。

「あんなのに捕まってどうするつもりだった？　今回は間に合ったからよかったが、一歩間違えば大変なことになってたんだぞ！」

　いつもの冷酷なダメ出しとは違う、切羽つまったトーン。

　途端に、冷たい水を頭からかぶったように正気に戻る。

「いったいあんな場所でなにしてたんだ！　酔っ払ってひとりであんなところをウロウロするなんて、危ないにもほどがある」

　静かな路地に、主任の声が響く。そのあと訪れる静寂に、主任の弾んだ吐息だけが聞こえた。

　どうしよう。こんな主任、見たことない。仕事中のいつものスパルタとは明らかに違う。私のこと、きっと本気で怒ってるんだ。……当たり前だ。深夜の繁華街で大立ち回りをさせた上、警察にも追われる事態に巻き込むなんて。

　主任の険しい表情に、痛々しい声に、自分のしたことの愚かさを思い知らされる。

　いくらオフィスでトラブルがあっても、主任は決してこんなに切羽つまった顔はしない。こんなに声を荒らげることもなければ、息を弾ませることだってしない。〝第三営業部の秀明〟が冷静さを失うことなんて、決してなくて……。

　見境のない出来の悪い部下に、今日という今日こそ愛想が尽きてしまったのかもしれない。

　そう思うと、情けなさと切なさで胸が張り裂けそうになった。

　ダメだ。きっと嫌われた。軽蔑されたかもしれない。

　一旦悪い方向に考えると、あとは雪だるま式にネガティヴ思考が膨らんでいく。

　いつまでも続く冷たい沈黙。威圧感のある主任の視線を受け止めきれず、思わず目を逸らして下を向く。

　すると私の頭上から、低く吐き出された主任の声が静かに落ちてきた。

「心配しただろ。……心臓、止まるかと思った」

　そう言った主任の声が、微かに震えたのを感じた。ハッとして顔を上げると、揺らぐことのないまっすぐな視線が私を見つめている。

　その時、初めて自分の見当違いに気づいて、愕然とする。

　主任は私を本気で心配してくれたんだ。それも、常に冷静な主任がこんなに苦しそうな顔をするくらい。走り回って私を探してくれるくらい。手を繋いで一緒に逃げてくれるくらい。そして、今もこうして息を弾ませて、その気持ちをぶつけてくれるくらい……。

　すとんと心に落ちてきた不器用な主任の優しさが、じんわりと体中に広がる。

「ごめんなさい」

　私の口から無意識に出た言葉に一瞬驚いたあと、主任の表情が次第に和らいでいく。

「ごめんなさい……ごめんなさ……。……っごく、怖かっ……」

　私、本当はすごく怖かった。力を振り絞っても全然敵わない男の人たちに連れていかれそうになって。主任がケガしたらどうしようって思って……。

　いつの間にか頬を伝うぬるい涙。ついでに鼻水。恐らく化粧も取れて……。片思いの相手の前だというのに、恋する乙女の顔はもうぐちゃぐちゃだ。

　そんな私を見て、眼鏡の向こうの瞳が優しく細められていく。

「は……。お前それ、人に見せる顔じゃないだろ」

　スローモーションのように、端正な顔がくしゃりと崩れる。見たこともない、無邪気で無防備な笑顔。主任の子供の頃が想像できるような、なんの屈託もない本物の笑顔。

　なぜか懐かしささえ感じる、その顔をもっと見ていたいと思っていると……。

　主任の大きな手が私の頭の後ろに回って、そのままワイシャツの胸に顔を押しつけられる。主任の高級そうなワイシャツは、きっと私のいろんなもので汚れてしまっているだろう。

　頭上に、クスリと優しい笑い声が響く。ワイシャツの胸の辺りをギュッと握ると、背中に回った腕に力がこもった。

「本気で焦った。こんな心配、もう絶対にさせるな」

「ごめんなさい。それから、助けてくれてありがとうございます」

　つぶやいた言葉は、温かくて優しい主任の胸の中に、私の涙と一緒に染み込んでいった。










突然のキス




「えぇっ！　秀明さんとラブホ!?」

「しっ……。七海子、声が大きい」

　週明けのランチタイム。役員用応接室に響く大声をたしなめると、七海子も『しまった』というような顔で慌てて口を塞ぐ。

「それに、部屋に入ったわけじゃないから。フロントに隠れて警察をまいて、そのあとちゃんとタクシーで送ってもらったし」

「ずっとフロントにいたの？　しかも警察をまいてって……」

　呆れたように肩をすくめる七海子に、私は得意げに胸を張る。

「大げさな話じゃなく本当にヒーローみたいに強かったんだよ、主任は。回し蹴りなんて、シュッって音がしたんだから」

「はいはい。でもま、萌愛が男とフラフラ歩いてるって聞いて、駆けつけてくれたわけだよね」

「そう」

　あの時、絶妙のタイミングで現れた主任。どうして私の居場所が分かったんだろうと不思議だったけど、どうやら田口くんと一緒にいた私を山川橋梁の佐藤さんが偶然見かけて、主任に連絡を入れてくれたからだった。

　田口くんは高校の同級生で悪い人じゃないことはきちんと伝えたけど、結果的に主任が来てくれて本当によかった。もし助けてもらえなかったらと思うと、本当にゾッとする。

「で、駆けつけた秀明さんに叱られて、そのあとなぜか胸の中に包まれちゃったわけね」

「あれは……混乱してた私を落ち着かせようとしたのかな、と。えっとほら、主任は私の指導係でしょ!?　だから、そういう意味もあったんじゃないかな～なんて」

「ふぅん？　『こんな心配、もう絶対にさせるな』とか言われちゃって？　そういうのも指導係の役目なんだ？　へ～初耳～。そんじゃ、野口もあのコワモテの山下さんに抱きしめられちゃうんだ～」

　表情を崩した七海子がクスクス笑いながら、化粧ポーチからグロスを取り出して手鏡に向かう。

「だから、そういうんじゃないって……」

「ふーん。じゃあ秀明さん、今までの新入社員にだってそうしてたのかしらね？」

「え……」

　足を組み替えながら小悪魔のように笑う七海子の言葉が、グサリと胸に突き刺さる。

　も、もしかしてそうなのかな……。佐藤さんによると、今まで主任のアシスタントはなかなか続かなかったらしいけど。もしかして、彼女たちにもあんなことを？

　そう思うとにわかに胸がざわついて、いてもたってもいられなくなる。

「冗談だって。秀明さんがそんな甘い指導のオプションつけてたら、誰も異動願いなんて出すわけないんだから。バカねぇ、萌愛は。……ふぅん、大変だな秀明さんも。フロントの奥に入るまで、前途多難ねぇ……」

「前途多難って、なんのこと？」

　意味ありげに微笑む七海子に困惑の視線を向けると、「んーん。いーのいーの、萌愛はそれで。なるほどねぇ、ツンデレ溺愛王子様と天然不思議系村娘……。王道っていえば王道か」と、妖しい瞳で見つめ返される。

　七海子の使う高レベルな恋愛用語は、初心者の私には時々理解不能だ。

「ちょっとちょっと、眉間にシワが寄ってるわよ。そんな顔してるとシワがとれなくなるんだからね。いつまでもあると思うな、ハリとツヤ。伸ばして伸ばして～」

　七海子に眉間をギューッと引っ張られる。

「痛いよ～。だって、七海子の言ってる意味が全然分かんないんだもん」

「ま、いずれ分かるわよ」

　そう言って妖艶な笑みを浮かべた七海子に、恋愛初心者の私の混乱はますます深まっていく。

　そんな私を横目に、七海子が「あっ、そうだ」といそいそとバッグの中からなにかを取り出した。

「これ、専務からもらったんだけど、萌愛にあげる」

「……なに？」

「ミュージカルのチケット。専務、今日奥様と行く予定だったんだけど、行けなくなったんだって。萌愛、これで秀明さんを誘ってみなさいよ！」

　これ以上のアイデアはないとばかりに、七海子がずいっと体を寄せる。

「えっ!?　いやあの、そんなの……」

『絶対無理』と言いかけたところを、七海子は畳みかけるように続ける。

「ダメダメ。警察に追われるほどの迷惑をかけたんでしょ？　お礼するのは当然じゃない？」

　言われてみれば、そのとおりだ。七海子には得意げに話したものの、主任にかけた迷惑の大きさは計りしれない。ひとつ間違えば、ケガをさせてしまう可能性だってあった。

「だけど、主任を誘うなんて……」

　急だし、きっと仕事が忙しいに決まってる。もしかしたら、既に予定が入ってるかもしれないし。

　でも、もしも主任と行けたなら、とっても嬉しい。……というか、すごく行きたい。

　ふと脳裏に主任の優しい笑顔が浮かぶ。

「……ダメかもしれないけど、誘ってみようかな」

　そうつぶやいた私に、七海子が極上の微笑みを浮かべる。そして嬉しそうに「いいんじゃない」と言いながら、また鏡に向かった。




　お昼休みを終え、部署に戻るための非常階段をのぼりながら週末の出来事を思い返す。

　あのあと、主任にタクシーでマンションまで送ってもらった。怖い目に遭い、感情が不安定になっていた私を気遣ってか、主任はとても穏やかで優しかった。おかげで私も落ち着きを取り戻すことができた。

　とはいえ、そんな事情を差し引いてみても、金曜日の私たちはちょっとおかしかった。肩を抱かれ、私はそんな主任の肩に頭をのせて、主任の顎がつむじの辺りに……。その上マンションに着くまでの間、あのままずっと手を繋いでいたのだから、やっぱりどう考えてもおかしい。

　急に生々しくよみがえった記憶に動どう悸きが激しくなり、フラフラと非常階段の壁に寄りかかる。

　あの時、ワイシャツ越しに感じた主任の体温。眼鏡越しの優しい眼差しと甘い吐息。一つひとつが鮮明に思い出されて、体のあちこちから切なさが溢れ出す。

　私なんかじゃ手が届かない人だって分かっているのに。私は主任のアシスタントだっていうのに。

　私は大きく深呼吸をして、自分の頬を思いきりペチペチと叩いた。




　フロアに戻ると、外出先から戻った主任が既に席に座っているのが目に入る。今日は直接外出先に向かっていたから、あの週末から会うのは初めてだった。

　相変わらずのクールな表情。けれど実際に触れた温かな生身の主任を思い出し、心が震えてしまう。

「お疲れさまです」

「あぁ、お疲れ」

　パソコンの液晶に向かっていた視線が私に注がれると、眼鏡の奥の瞳がわずかに細められる。それは通常、不機嫌な時にする仕草だけど、今のは明らかに優しく微笑みかけられた、それ。

　飽和状態の思いが、うっかりこぼれてしまいそうだ。

「週末はゆっくり休めたのか」

　くるりと椅子をこちらに向けて、なにかを考え込むようにキレイな指が顎に添えられる。長い人差し指が手持ち無沙汰に唇を触る構図は、半端なく麗うるわしい。

　否応なしに大きくなる心臓の音が、主任に聞こえませんように。

「はい。土日ともゆっくり過ごして、寝不足は解消しました」

「そうか。ならいい。仕事は必要以上に抱え込むな。無理そうだと思ったら早めに報告しろ」

　椅子に肘をつき、少し傾けた顔。珍しく無防備で、しどけなく細められた瞳。見下ろされる視線の艶やかさが、今日はいつにも増して際立っている。

「はい。……ありがとうございます」

　あまりの麗しさに思わず視線を逸らした私に、主任が少し不機嫌な視線を向ける。

　まだお昼休みの時間帯だから、オフィスは人影がまばらだ。プライベートな話をするなら今しかない。

　あぁ、だけど、ドキドキしすぎてめまいがしそう。

　バッグの中にある、さっき七海子から渡された封筒を指先で探し当て、恐るおそる取り出した。

「あの、それでお礼といってはなんですが……。これ、宮原さんが専務からいただいたと譲ってくれたんですけど……」

　そう言って差し出した封筒を主任の長い指が受け取って、中からチケットを取り出す。二枚あるそれを見たキレイな瞳が、みるみる優しく細められていく。

「……『劇げき団だん十じゅう二に支し』？　これ、なかなかチケット取れないんだぞ」

「それで、あの……主任は今日の夜って、なにか予定……」

　恐るおそる尋ねると……。

「ないよ。今日はなにも入ってない。完全にフリーだ」

　そう即答した笑顔は見たことがないほど甘くて、オフィスでは用心深く注意していたはずの私の理性は、いともたやすく吹き飛ばされる。ずっと見つめていたいはずなのに、なにかが溢れてしまいそうで、耐え切れずうつむいた。




　その日、定時で仕事を終わらせた私は、ウィンドウショッピングをしながら時間を潰していた。

　主任は午後から、取引先で新規プロジェクトの打ち合わせ。今日は顔合わせ程度の内容だから約束の時間には充分間に合うと言っていた。

　秋から冬に向かう街並みは深みのある色彩に染められて、街路樹も路面のショーウィンドウも冬支度を急いでいるようだ。

　約束の時間まで小一時間。なんとはなしに百貨店の入り口をくぐると、ちょうど目の前にある海外ブランドの化粧品が目に入る。

　きらびやかに並ぶ色とりどりのリップやアイシャドウ。ライトに照らされてキラキラ輝くように見えるのは、きっとそれが女子にとって特別な力を持つ、キレイになれる魔法の道具だから。

　普段はあまりメイクをしない私も、特別なオーラを発する魅惑的な存在に、無意識にふらふらと吸い寄せられる。【新色】と記された並びには、秋らしい色合いのリップ。おずおずと手を伸ばすと、そっと色を確かめる。

「なにかお探しですか？」

　目を上げると、隙のないメイクを施した店員さんがにこやかな笑顔でこちらを見つめていた。

「えっと……。あの……」

　普段寄りつくことのない垢あか抜ぬけた場所。完全に気後れしてしまってしどろもどろになる私に、店員さんがこの上もなく美しい微笑みを向ける。

「そちら、うちの新商品なんですよ。今シーズンはベリーとブラウンがトレンドなんです。よろしかったら、おつけしましょうか？」

「えっ!?　でも……」

「お試しになるだけでも、ぜひどうぞ。……内緒ですけど、今はスタッフがたくさんいて暇ですし」

　そう言って屈託なく笑った店員さんに彼女本来の笑顔が溢れて、私の緊張がふわりと解ける。言われるがままにスツールに腰掛けると、店員さんがいくつかのリップやアイシャドウを持ってきてくれた。

「この秋のトレンドはチョコレートカラーなんですが、お客様には少し大人っぽすぎますね。お客様にはベリー系の潤いリップと、赤みを抑えたベージュブラウンの目元で少しだけ女度を上げるくらいがお似合いかと思います。お試しになります？　これからどこかへお出かけですか？」

「あの、急にチケットをもらって、観劇に行くことになって」

「あらー。それなら少しは華やかにしないと！　大丈夫。私にお任せください！」

　すっかり店員さんのやる気を起こさせてしまった私は、それからいろいろと試すことになり……。

「お仕事帰りですか？　このふんわりしたＡラインのスカートスーツはとてもお似合いですけど、ビジネス仕様で華やかさに少し欠けるので、マスカラはたっぷりとつけたほうがいいですね」

　いつの間にかもうひとり店員さんが増えて、私の髪を触っている。

「お客様の髪、艶があって手触りがよくて、本当にうらやましいですわ。でもミュージカルに行くのですから、少しアレンジしてみてはいかがでしょう？　簡単な編み込みでしたら、私、できますので」

　ニッコリと微笑みながらブラシをかける彼女に、メイクを担当していた店員さんは上司なのだろうか、てきぱきと指示を飛ばす。

「そうね。とても大きくて黒目がちな目をしていらっしゃるので、フェイスラインを出して目を印象的にしたいわ。ゆるく編み込みにして、片側で束ねてリボンを結びましょう。あくまでふんわり。お客様のイメージを大切にしてちょうだい」

　張り切りだした店員さんたちに、少し気後れしながら言葉をかける。

「あの、私リボンとか持ってなくて。……どこかで買ってきましょうか!?」

「大丈夫です。うちにプレゼント用のリボンがございます。それで充分な仕上がりになりますから、お任せください」

「あ、ありがとうございます」

　メイクを施してくれる店員さんが、まぶたにアイシャドウをのせていく。時折、指先で馴染ませながらラインを引く。

　目を閉じて、されるがままに身をゆだねていると、「今日は彼氏とご一緒ですか？」と聞かれる。

「い、いえっ。彼氏とかではなくてっ……。あ、憧れの人っていうか……」

　反射的に出てしまった本音に、にわかに店員さんたちが色めき立った。

「お客様、それは今アタック中の人、ということですね!?」

「あの、いえ、そういうことでもなくて」

「もしかして、初めてのデートですか!?　それじゃ、今日が勝負じゃありませんか！　大丈夫、どーんとお任せください。私どもが完璧に仕上げます！」

　俄が然ぜんやる気を出して目を輝かせる店員さんたちに、私は為すすべもなく手をかけられていった。




　結局、百貨店をあとにしたのは約束の時間まであとわずかに迫った頃だった。

　週末の街は、仕事を終えてそれぞれの場所に急ぐ人たちで賑わっている。その隙間を、私は小走りに急いだ。

『もしかして、初めてのデートですか!?』

　さっき店員さんに言われた言葉がよみがえる。

　主任とふたりで食事をしたり車に乗せてもらったりしたことは何度かあるけれど、どれも成り行きでそうなっただけのことだ。だからこんなふうに約束してふたりで会うなんて初めてのことで……。

　これって、デート？　いや、今日の場合はたまたまチケットをもらえただけで……。そうだ。デートなんて立派なものじゃなく、単なるお出かけだ。特に主任にとっては、ただの後輩との観劇だろう。

　そう言い聞かせてみるものの、油断すると胸がときめいてしまう。

　こうやって気持ちが華やいでいくのも、さっきの店員さんたちにキレイにしてもらったことだけが理由ではない気がして、なんだか落ち着かなくなった。

　ふと立ち止まって、ショーウィンドウに映る自分を確かめる。

　スッキリ整えた眉が見えるようにと斜めに流された前髪と、サイドで束ねられリボンを結ばれた姿は、いつもとはまるで違って見える。

　普段あまりメイクをしないから控えめには仕上げてもらったけれど、おかしくないかな。主任にはどんなふうに見えるんだろう。

　少し怖いような、楽しみなような、自分でも分からない気持ちを持て余しながら、約束の場所に向かう。

　バッグの中のスマホが着信を伝えたのは、ちょうど待ち合わせの場所に着いた時だった。液晶に表示された名前に、慌てて指を滑らせる。

《萌愛か》

「お父さん!?」

　お父さんから電話がかかってくるなんて、就職してから初めてのことかもしれない。もしかしてなにかあったのかも、と少し慌てる。

《いや、別に大した用事はないんだ。……元気だったか》

「うん。元気だよ。お父さんたちは？」

《こっちは皆、元気だ。……いや、どうしてるのかなと思って》

　なんだかはっきりしないお父さんの言葉。今まで経験したことのない雰囲気に、ちょっと心配になる。

「ねぇお父さん、本当になにも変わったことない？　お母さんとちゃんと仲よくしてる？」

　すると、返事の代わりに液晶の向こう側から困ったような笑い声が聞こえた。

「お父さんたら！」

《いや……。あの頼りなかった萌愛に、心配をされるようになったんだなって思って。それより、秀明くんとはうまくやってるのか？》

「……主任？」

　今、お父さん『秀明くん』って言った？　私、主任の名前を言ったことあったっけ？

「ちゃんとうまくやってる。最近は任せてもらえる仕事も増えたよ」

《……そうか。この前帰ってきた時、ずいぶん悪口を言ってたからな。ちゃんと仕事ができているのかと心配になって》

　そう言えば、帰省する直前にすごく怒られて、うちで散々愚痴を言ったんだっけ。

「主任は相変わらず厳しいけど、怒られる時にはちゃんと理由があるから。理不尽に怒られることはなくて、大抵は私の考えが甘いからなの。最近はちゃんと反省して改善の努力をしてるよ」

　私の言葉に、電話の向こうでお父さんが驚いた気配が伝わった。

《そうか。それならいい。この前はずいぶん幼稚なことを言っていたから心配していたが、どうやら杞き憂ゆうだったようだな。……いい先輩なんだな、秀明くんは》

　安心したように笑ったお父さんの目のシワが、心の中に浮かぶ。

　そして《時間ができたら帰ってきなさい》と言い残して、電話が切れた。

　なんだったのかな、今の電話は……。

　そう思ってスマホの液晶を指でたどると、突然の高い電子音を残して、急に画面が真っ暗になった。

「えっ!?」

　何度電源を入れても、【電源オフ】の画面がわずかに表示されてはまた消える。

　確かにここのところ、やけに早く充電がなくなるとは思っていたけれど、まさかこんな大切な日に電話が使えなくなるなんて。ひどいよ、神様。こんな一生に一度あるかないかの大事な日に……。

　私は呆然と手の中のスマホを見つめる。

　とにかくここで主任を待とう。もうそろそろ待ち合わせの時間。大丈夫、ここで待っていればきっと会えるはずだ。




　劇場の近くにある、大きなビルの前。

　待ち合わせ場所であるここへ来てから、既に一時間が過ぎようとしていた。開演時間はとっくに過ぎてしまっている。

　連絡しようにもスマホの電源は切れて、いくら起動ボタンを押してもウンともスンとも言わない。

　せっかくもらったチケットを無駄にしてしまった、なんて最初は思っていたけれど、時間が経つにつれ、だんだん不安な気持ちのほうが大きくなってくる。

　普段、主任が時間に遅れるなんて、滅多にない。もしかして、急に電車が遅れたとか？　なにかトラブルがあったとか？　まさか……事故に巻き込まれたとか!?

　一旦悪いほうに傾くと、坂道を転がるように次々と暗い考えが浮かんで、心配でたまらなくなる。

　どうしよう。公衆電話を探して主任に連絡する？　だけど、この場所を離れている間にもしも主任がここへ来て私がいなければ、きっとそのまま帰ってしまう。ダメだ、この場所は動けない。




　約束の時間から二時間以上が過ぎた。

　目の前を通り過ぎる人の影もまばらになった、オフィスビルの扉の前。硬い大理石の上にずっと立ち続けているせいか、少し体がふらついた。冷たい壁にもたれて、不安な気持ちにじっと耐える。

　今日の主任の打ち合わせは、お得意様に出向いての顔合わせだ。もしかしたら、そのまま食事にでも行こうと誘われたのかもしれない。初めての顔合わせで先方にそう誘われたなら、主任も断れないだろう。

　それならいい。会社に損害を与えないための接待なら、たとえチケットを無駄にしても専務だって咎とがめはしないはず。私だって構わない。主任が無事でさえいてくれればそれでいい。ここへ来てさえくれれば。無事な姿を見ることができれば。

　それとも、もう帰っちゃった？　……それでも、主任が無事ならそのほうがいい。これだけ遅くなったら、もう来ないかもしれない。いつまでここにいたらいいのかな。帰ったほうがいいのかもしれない。いや、でももう少しだけ……。

　最後は祈るような気持ちで頭を垂れたまま、私は身動きひとつできずに待っていた。ただ、主任だけを。




　それからどれくらい経ったのだろう。不意に大きな足音が聞こえて、見慣れた靴が私の目の前で立ち止まる。走ってきたことが分かる、荒く乱れた息が頭のすぐ上で聞こえる。

「鈴木、ごめん……。だけどなんで電源切ってんの？　何度かけてもずっと留守番電話で……」

　弾む息で声が乱れている。

　よかった。主任、無事だった。それに……ちゃんと来てくれた。

　ホッとした途端に涙が溢れて、顔を上げられない。

「充電が……。ごめんなさい」

「いや、こっちこそごめん。いきなり先方の社長に食事に誘われて、さすがに断れなかった。……だけど、なんでこんなところでずっと待ってるんだ。というか、どこかで充電器を調達するとか……。そういうことを考えないのか、お前は」

「主任が……事故に遭ったんじゃないかって心配で……。だから無事な姿を見るまで、ここを動けなくて」

　ようやく顔を上げた私を見た瞬間、主任の目が大きく見開かれた。

　走ってきたせいでスーツは乱れ、顔には困惑した表情が浮かんでいる。

　主任、急いで来てくれたんだ。こんなに息が切れるくらい走ってきてくれた。

　そのことが嬉しくて、その上、なんだか少し切なげな顔にキュンとする。緊張がゆるんで思わず溢れてしまった涙を拭きながら、ふざけた調子で主任のスーツの袖をつかむ。

「主任、もー……すごい遅刻――」

　文句を言おうとしたのに、その言葉は遮られてしまった。

　腕をつかまれ、強く引き寄せられる。当たり前みたいに、まるでそこが私の居場所みたいに。

「ホントにお前はバカだな。こんなところにずっとひとりで突っ立ってるなんて。オフィス街だからこの前みたいなヤツらはいないだろうが、次からはせめて安全な場所で待ってろよ」

　主任の長い腕が、広い胸が、私の心と体すべてを包み込む。

「主任……」

　さっきまで不安で大理石みたいに固まっていた心が柔らかく解けて、すべてを委ねるように体を預けた。

　一瞬、苦しいくらいの力で抱きしめられたあと、主任の体はすぐに離れた。私の両肩をつかみ、眼鏡越しにでも分かる優しい瞳で私を覗き込む。

「髪型が変わってる。そんなリボンしてたっけ？　それに……今日はどうしてそんなにキレイなんだ？　お前、もしかして俺のこと誘惑してる？」

　誘惑!?　そんなつもりは……。

「あの、化粧品売り場の店員さんが……。このリボンはプレゼント用ので……」

　動揺からなんの考えもない言葉が口をつくと、主任が悩ましげな微笑みを浮かべる。

「それじゃ、俺がもらってもいいってこと？」

　結果的に大胆なことを言ってしまった自分に、取り繕うこともできずにカーッと血がのぼる。

「あ、いえ、その……」

　わ、私ったら、なんてことを……。

　恥ずかしくてうつむいた顔が、大きな手に包まれる。ハッと顔を上げた次の瞬間、切なげに目を伏せた主任の顔が近づいてきて……。

　抗う暇もなく、形のいい冷たい唇が私の唇に重なる。

　あまりに突然の出来事に、私は目を閉じる暇もなかった。










乱心のオフィス




「数字は合ったのか？」

　隣でキーボードを叩きながら、主任がビシッと言い放つ。

「……すみません。まだです」

　ドキリとしながら小さな声で答える私に、主任がいつもの半眼を投げつける。

「いったいいつまでかかってるんだ。そんなんじゃ、時間がいくらあっても足りないぞ。さっさとやれ！」

「すみません。でも、何度計算しても数字が合わなくて」

　私のデスクに目を走らせた主任が、大げさなため息をついた。

「……ったく、いつまでたっても手がかかるヤツだな」

　すっと椅子を近づけて、私の体にぴったりと寄り添うものだから、そっちの意味でもまたドキリとする。

「あ、あの！　こことここが……。訂正伝票は来てないんですかね？」

「うちのシステムと向こうが送ってくるタイミングは確かに違うからな」

　長い指で唇を触りながら、主任がこちらに顔を近づけてくる。

　近い近い、近すぎる！

　そんな私の動揺になど気づくはずもなく、主任はその端正な顔をさらに接近させる。

「まずは正確な数字を出さないと。それ、全部エクセルに打ち込んで関数を使え。お前がやるよりよっぽど正確だ。エクセルは賢いからな」

　主任お得意の辛辣な言葉が、ぐさりと胸に突き刺さる。

　若干トーンダウンした私に気づいたのか、主任の表情がほんのり優しくなる。

「お前だってあと少し経てば、これくらい簡単にできるようになるさ。誰だって最初は新入社員だ。今でこそ完璧だが、三年前は俺だって新入社員だった。まぁお前よりは、軽く千倍はデキていたがな」

　そう言って立ち上がると、主任は私の頭を乱暴にぐしゃぐしゃと撫でた。

「わっ」

「俺の下に入ってこんなに続いたヤツは初めてなんだ。……もっと自信を持っていい」

「えっ？」

　もしかして今、私、褒められてる……？

　驚いて見上げた主任は既に背中を向けていて、その表情は分からない。

　そのまま主任は上司との打ち合わせに向かってしまった。

　あの日――主任とキスをした日から、既に三週間。あれ以来、主任はプロジェクトの準備作業と通常の業務とで、さらに忙しい日々を送っている。

　夜も遅くまで野口くんたちと残る日々が続いており、オフィス以外で話をする機会もないまま、ただ日にちだけが過ぎてしまっていた。

　あの日、待ち合わせに遅れてきた主任とした突然のキス。私のほうは動揺のあまり放心状態、主任もそれについて触れることもなくその日は軽く食事をして別れた。

　生まれて初めてのキス。しかも、その相手は主任だ。

　なぜキスをしたのか、当日はそんな疑問が頭の中を埋め尽くし、眠りにつくこともできずに悶もだえるような夜を明かした。キスされた時の主任の切なげな顔が浮かび、胸がキュンとして、もしかして主任も私のこと、なんて甘い思いまでよぎった。

　翌日はそんな期待と不安の入り混じったふわふわした気持ちのまま、いつもより一時間も早く会社に到着してしまい、バッチリ掃除まで済ませてときめく胸を抑えつつ主任を待ったのだ。

　けれど……出社した主任は、いつもの〝鬼秀明〟。前日の甘い雰囲気は微塵も感じられず、その約三週間後の現在も、私のミスをバッサリ指摘する〝鬼秀明〟のままだ。

　主任、あの時どうしてキスなんてしたの？

　あれから油断すればそんな思いが脳裏をよぎり、いくら考えても答えの出ない疑問を、ぐるぐると考え続けている。

　ただの気まぐれだったの？　だけど、私を見つめる切なげな表情は、決して嘘じゃなかった……。

　混乱する胸の内をなだめながら、パソコンに向かう。揺れ動く気持ちにいくら翻弄されても、日々の業務は待ってはくれない。

　雑念を捨てて仕事に集中することで、なんとか自分を保ってきたけれど……。それももう、限界に近かった。




　そのあとも何件か入った臨時の案件に手間取っていたら、今日やるべき仕事にまで手が回らず、思いのほか遅い時間になってしまった。

　今日は隣の第二営業部も引きが早く、営業部のフロアにはほとんど誰も残っていない。三つくらい離れた島に二、三人、チラホラと残っているくらいだ。第三営業部の島にも、もう私しか残っていなかった。

　私の隣にある主任のデスクには、電源が入ったままのパソコン画面がスタンバイの状態で放置されている。椅子の背もたれにはスーツの上着が無造作にかけられている。ここのところ他部署との打ち合わせが多い主任は、今日も夕方から姿が見えない。

　……まだ時間かかるのかな。もう少し待ってたら、戻ってくるかも。

　主任に少しでも会いたい、なんて考えが浮かんだ自分に、頭の中で思いつくありとあらゆる理由を総動員してダメ出しをする。

　勘違いしちゃダメ。相手はあの〝鬼秀明〟だよ？　超絶イケメンで仕事も有能、全国津々浦々でモテモテの最優良物件だよ？　きっとあの時のキスだって、軽～い挨拶程度……。

　そういくら言い聞かせたところで、あの時の主任の切なげで頼りなげな顔が思い浮かんでしまう。そして心臓をつかまれるような、きゅうっとした痛みがやってくる。

「はぁ……」

　キレイに片付けたデスクの上にばたりと倒れ込む。ひんやりとしたデスクの固い感触が、熱のこもった頬を少しずつ冷ましてくれる。

　今までずっと、ターくんとの思い出を心の糧にしてきた。恋やおしゃれを楽しんでいた同年代の女の子たちをうらやましいと思う時もあったけれど、思い出の小箱にそっと隠した王子様との思い出は、いつだって私を甘く癒してくれた。

　それさえあればいいと、ずっと思ってきた。だけど今、現実に経験している恋は、けっして甘いだけのものではなかった。

　甘くて、切ない。いや……それ以上に苦しい。誰かに恋焦がれて求めることは、その思いが強ければ強いほど、きっと苦しいものなのだ。

　しばらくの間、そのままの姿勢でぼんやりと脱力する。なんとはなしに隣の席に目を向けると、椅子にかけられた主任の上着が目に入った。

　これ、デートの日に主任が着ていたヤツだ……。

　誰もいないことをいいことに、そうっと手を伸ばし、触れてみる。上質な手触りに私を包み込んだ主任を思い出し、切なさが込み上げてくる。それは胸の奥から広がって、うっかりすると張り裂けそうになった胸からこぼれそうに疼く。

「こんなところで居眠りとは、新入社員の分際でいい度胸だな」

　不意に後頭部をわしゃわしゃとかき回され、驚いて跳ね起きた。グシャグシャの頭のまま、視界に入ったのは……主任。

　どうしよう、今、主任の上着を撫で回してたの見られてた!?

「もう終わったのか？　そんじゃ、一緒に帰るか」

　そう言って目を細める主任は、やっぱり甘く切なかった。




「今度また、ランチパーティーがあるから来てくれって祖母が言ってたぞ」

　缶コーヒーを買って戻ってきた私に、公園のベンチに座っていた主任が言った。

　あれからオフィスの近くで食事を済ませて送ってもらったものの、主任がタクシーを停めたのはなぜかあの近所の公園だ。

　そこでまた『飯をおごって送ってやったのに礼のひとつもない』と、うだうだ言い出したので、あの時と同じようにまた私が缶コーヒーを買うハメになったのだ。

　……それはそれで、幸せな時間なのだけど。

「前回、お前が世話をしていたご婦人がいただろう？　彼女がぜひお前にプレゼントしたいものがあるから会いたいそうだ」

　先日のランチパーティーで、足の不自由な老婦人の手助けをしたことを思い出す。

　押し花アートの先生だとおっしゃっていたけれど……。

「私、プレゼントをいただくようなこと、なにもしてません」

「いろいろと気遣いをして、フルーツや飲み物を運んでいただろう？　それに、話し相手もしてもらって、とても心が癒されたそうだ。……祖母も、お前に大切な友人をもてなしてもらって、大層喜んでいる」

　無造作にネクタイをゆるめた主任が、穏やかな視線を私に向ける。

　楽しかったのは私のほうだ。見せていただいた彼女の画集には、さまざまな四季の花々がちりばめられていて、その可憐で美しい色彩に癒された。

「私、本当に大したことしてません。それよりも、先生の作品が素敵で、とっても楽しい時間でしたから」

　それにあの画集には、クローバーの押し花も載っていた。しかも、四つ葉。

　思わず見入ってしまった私に、『四つ葉がお好きなの？　ご存じ？　願いが叶う魔法なのよ』と教えてくれた、優しい笑顔を思い出す。

「お前が嫌じゃなければ、ぜひ来てほしい。先方はお前に会えるのをとても楽しみにしているらしいし……。俺も……お前に会えると嬉しい」

「えっ……」

　ドクンと胸の鼓動が大きく鳴った。『会えると嬉しい』って、どういう意味？　私と一緒にいたいって思ってくれてるの？　じゃあ、あの時のキスは……。でもそれなら、どうしてあれ以来なにも言ってくれないの？

　いろいろなことが一気に脳裏に浮かぶ。なに気ない主任の言葉にこんなに過剰に反応してしまう自分が、少し怖い。

「……あー、あと、あの先生、いろんなものを作れるんだ。たとえば押し花を透明な樹脂に埋め込んだり。それでキーホルダーとか作ってたな。確か、加奈子がずっとあの先生に習ってたはずだ」

　ごほんと咳払いした主任が、なぜか落ち着きなく体を動かし、言葉を続ける。

「お前も教えてもらったらどうだ？　お前、なんかそういうの好きそうだし。好きな花とか……草……とか、なんでもいいらしいぞ」

　押し花を樹脂に埋め込んで作るキーホルダーかぁ。もしそんなものが作れたら素敵だな。……四つ葉のクローバーで作れば、願いが叶うかも。

「素敵ですね。私も作りたいです。ぜひ教えていただきたいです」

「そうか。じゃあ、先生にそう伝えておく」

　ホッとした表情の主任が、缶コーヒーのプルトップを開ける。

　ゴクリとひと口飲んだキレイな横顔と形のいい唇に、無意識に釘付けになる。

　あの時、この唇が、私の唇に触れたんだよね……。

　黙り込んだ私に気づいた主任がこちらを向いた。

「……どうした？」

「主任、あの、どうして私に、キ、キ……」

　勇気を出して、あの日のキスの真相を尋ねようとしたけれど、カーッと頭に血がのぼって、頬が火照る。

「……なに？」

　優雅な微笑みを浮かべて見下ろす、圧倒的な存在感。その勝ち目のない魅力に、言葉を失う。

「あっ……。いえ、あの、き、昨日私に渡してくれた書類……もうできてますから」

　しどろもどろにごまかす私を、主任は黙って見つめている。

　その静かな眼差しを受けながら、刺されるような胸の痛みにじっと耐えた。

『願いが叶う魔法』と先生は言ったけど、きっと私の願いは叶わない。だって……こうしてふたりきりでいても、キスのことなんてなかったように振る舞う主任の態度がその証拠だ。

　すると、黙って缶コーヒーを飲み干した主任が立ち上がる。

「そろそろ行くか。明日は大きなオーダーが入るから、忙しくなるぞ」

　背中越しに、いつもの口調が聞こえた。

「はい。分かりました」

　平静を装って立ち上がりながら、スーツの背中を見つめる。

　……もともと手の届かない相手だもの。だから、こうやって主任のそばにいられるなら、それでいい。こんなふうに、時々優しい時間をくれるだけで。

　置いていかれないように、慌てて私はその背中を追った。




　かねてから準備していた、大きなプロジェクトのプレゼンが間近に迫った。頼まれていた資料作成もいよいよ山場を迎え、作業は最後の調整に入っていた。

　今日も私はひとりオフィスに残り、スライドで表示する財務資料の確認をしている。

「どうも、いまひとつインパクトに欠けるよね」

　パソコンの前で頬杖をつき、ふうっとため息をつく。その時、背後に人の気配を感じて、慌てて振り返った。

「あ……」

「鈴木さん、お疲れさま」

　そこには、同期の広瀬さんが立っていた。広瀬さんとは、リフレッシュコーナーで飲み物をこぼされて以来、お互いに避けている感じで、話はしていなかった。

「今日も遅いね。……さすが地獄の第三営業部。やっぱり大変だ」

　広瀬さんは私のデスクの上に紙コップを置くと、隣の主任の席に座る。

「これ、こないだダメにしちゃったから、買ってきた」

　湯気の中身は、エスプレッソ。

　驚いた顔で見つめると、広瀬さんが気まずそうに視線を落とす。

「この前はごめん。なんかさ、なにもかもがうらやましくて。鈴木さんのこと」

　意を決したように視線をこちらに向けると、もう一度「ごめんなさい」と頭を深々と下げる。

「私、秀明さんと同じ大学でさ、就職活動の時、ＯＢ訪問で初めて会って。まぁ、一ひと目め惚ぼれってやつですよ」

　不意に表情をゆるめた広瀬さんは、自嘲的な笑みを浮かべる。

「そうだったんだ……」

「うん。それで、絶対に同じ部署に配属してもらって、仕事でもプライベートでもパートナーになってやるって思ったの。そんな不純な動機で就職して、第三営業部への配属希望も出したのに、結局ダメで。なんで鈴木さんなんだろって逆恨みしてたの。本当にごめん。それにあの時も……。手、大丈夫だった？」

「うん。自動販売機のコーヒーだもん。ヤケドもなにもないよ」

　そう言う私に、広瀬さんがホッとしたように笑った。

「あの時、秀明さんが突然現れて、本当にびっくりした。……よりによってなんで今、なんて卑ひ怯きょうなことを思ったけど、実はあのあと秀明さんに呼び出されて、注意されたの」

「え!?」

　初めて聞く話だ。きっと情報通の七海子だって知らないだろう。

「その時、はっきり言われた。『誰かを妬んで嫌がらせをするなんて、卑怯で怠け者のすることだ。悔しかったら、与えられた場所で脇目もふらずに努力しろ』って。『優秀になって、自分を選ばなかったことを後悔させろ』って。『俺の後輩ならそれくらいやれ、じゃなきゃ人事に推薦した俺の立場が悪くなる』だって」

　クスクス笑いながらミルクティーを飲む広瀬さんの顔が、優しい笑顔で満たされる。

「えっ……。主任、そんなこと言ったの!?」

「ほんっと、性格悪いよね。あんな人のアシスタントにならなくて大正解だわ。鈴木さん、大変だろうね」

　そう言いながら、広瀬さんはキレイに片付けられた主任のデスクの上を、愛おしそうに手のひらで撫でた。そして一瞬泣き出しそうな顔をしたと思ったら、次の瞬間にはとびきりの笑顔を私に向けた。

「さっきちらっと見えたんだけど、今作ってる資料、バランスシートの配置があんまりよくないんじゃない？」

「えっ」

「もうちょっと効果的なグラフィックを使わないと、有利な点が目立たないよ。こういう資料を作る時は、ちょっとしたコツがあるの」

　広瀬さんはまるで主任のように椅子をずいっと私のそばまで寄せると、マウスを奪って資料に手を加えていく。さすが経理部だ。

「上司に頼まれて作る時は、こういうところを注意するように言われてる。自分が分かりやすいものと、まったく情報のない人に見てもらうのとじゃ、やり方が違うから」

「そうなんだ……。すごいね、広瀬さん。……私なんか全然ダメだよ。簿記二級だってすんなり合格して……尊敬するよ」

　軽くショックを受けながらつぶやくと、広瀬さんは悪戯っぽく笑った。

「だって四回目だもん、受けたの。大学在学中はどうしても受からなくて」

「え……」

「だからそれもあって、鈴木さんが気に入らなかったんだ。ごめん、私って負けず嫌いでさ」

　そう言いながら、広瀬さんがパソコンの液晶に視線を向ける。

「今までのお詫びに手伝うよ！　これ完璧に仕上げて、秀明さんを驚かそう！」

「ホントに？　そうしてもらったら、すごく助かるよ！」

　一気に心の壁がなくなって、私と広瀬さんの時間が動き出す。

　頼もしい同期の顔を見つめながら、私も彼女に負けないように、この第三営業部で精一杯努力しようと強く思った。




　いよいよ翌日にプレゼンが迫った、木曜日のオフィス。

　事務処理が集中する月初めの第三営業日ということもあり、珍しく営業職も席についていて、いつもより人が多い。

　私と主任も、明日使う資料の最終確認を念入りに行っていた。

「……よし。これで最終だな。部長に確認するから、出力して」

　パソコンの液晶から顔を上げた主任が、満足げにうなずく。

「はい！」

　長い時間をかけて完成した資料がようやく形になり、なんだか感無量だ。

「財務資料、効果的にできてる。よく頑張ったな」

「これ、同期の広瀬さんが手伝ってくれたんです。主任の大学の後輩だったんですね」

　私の言葉に、主任の視線が優しく向けられる。

「あぁ、とても優秀な後輩だよ。経理もいい人材をとった。適切なアサインだ」

　そう言いながら意味ありげに見つめられて、ちょっとムッとする。

　どうせ私は出来の悪い部下ですよー。

　そんな言葉が口から出かかった時、突然、周囲で困惑のざわめきが起こった。マウスを持つ手が止まる。

　どうしたんだろう……？

　皆の視線は、フロアの入り口に向いている。つられるように視線を向けると、頼りなげな人影が視界に入った。その見覚えのある顔に、私は思わず息をのんだ。

　入り口に立っていたのは、加奈子さんだった。彼女らしい清せい楚そなスカートの裾が乱れていて、夢中で駆け込んできたことが窺える。しかも、泣きながらここへ来たのだろう。ひどく取り乱した様子だ。

　いつも穏やかで落ち着いた、優しい微笑みをたたえている加奈子さん。だからこんなに痛々しい姿は衝撃的で、見ているのが辛い。

　ピンと張りつめた緊張感の中、加奈子さんの唇が震えているのに気づいて急に我に返った。

　このままじゃダメだ。早くどこか人目につかない場所に……。

　とっさに立ち上がって駆け寄ろうとした時、私の横を人影がすり抜けていくのに気づいて、足を止めた。

　見慣れた後ろ姿はあっという間に加奈子さんのそばまで駆け寄ると、彼女の両肩をつかんで引き寄せ、腕の中に抱いた。

　無理やり体を包み込もうとする主任に、加奈子さんは必死でなにかを訴えている。主任が何度もうなずいて背中をさすると、やがてその胸に倒れ込むように泣き崩れた。

　その光景を、私はただ呆然と見つめる。

　どういうこと？　加奈子さんは拓也さんの婚約者だ。それに主任は、加奈子さんは拓也さんひと筋だと言っていた。だけど今、目の前で繰り広げられているふたりのやり取りは、どう見ても親密な関係に思えてならない……。

　慈しむような主任の腕に、華奢な加奈子さんが包み込まれる。主任の手が、加奈子さんに優しく触れる。

　その姿を目にするだけで、心が切り裂かれるように痛い。自分でも驚くほどの強い感情が、胸の中に流れ込んで息ができない。

　嫌だ……。

　そう思いを巡らせた瞬間、ハッとして振り返る。

　ふたつ向こうの島では、その場に立ちすくんだ拓也さんが、微動だにせずふたりの様子を見つめていた。遠目に見ても青ざめたその顔からは、苦痛以外、なんの感情も感じられない。

　拓也さんも、私と同じ痛みを感じている。そう、直感的に感じる。

　やがて、ようやく大人しくなった加奈子さんの肩を抱いて、主任がフロアから出ていった。

　ふたりの姿が見えなくなった途端、辺りはざわめきで溢れかえる。その喧騒を遠くに感じながら、私は力なく席に座った。

　なにもやる気が起きない。心の中が空っぽで、なにも考えられない。だけどその一方で、無意識に、もうひとりの自分がゲキを飛ばす。

　しっかりしろ、萌愛。アンタが今やらなきゃいけないのは、早くこの資料を印刷することでしょ！　広瀬さんにも手伝ってもらったこの資料、主任に褒めてもらえたじゃない。最後まで責任を持ってやらなきゃ。

　それに、相手は完全無欠の御曹司。好きになってもしょうがない相手だって分かってるでしょ。今はとにかく頭を空っぽにして、仕事に集中！

　なんとか自分を奮い立たせ、最後の項目をチェックして、印刷の指示を出す。

　だけど、どれほど強がって自分を騙しても、マウスを持つ指先が震えるのを止めることはできなかった。




　そのあと、主任はオフィスに戻ってこなかった。

　もう就業時間は過ぎていたけれど、資料作りで溜たまっていた業務を片付けるために残業になってしまった。あれからとても仕事ができる状態ではなかったからか、周囲の人たちも、その多くがフロアに残っている。

「ねぇねぇ、今日のあれ、どう考えたってあのふたりって……」

「ね～！　噂は本当だったね。だけど西連寺さん、なにがあったのかな。あの人が取り乱すなんて珍しいよね～」

　いつもは引きの早い第一営業部の先輩たちが、嬉々として噂話に興じている。

「すごく辛いことがあったんだよ、きっと。そういう時って、やっぱり好きな人に会いたいものじゃない？　だけどさ～、人目も憚はばからずああやって受け止めてくれるなんて、やっぱり秀明さんって素敵！　あぁ、私も秀明さんに受け止められた～い」

　会話の中心は当然、主任と加奈子さんのこと。もともと話題性のあるふたりだけに、異常なほどの盛り上がりだ。

　誰もが注目する美男美女カップルの衝撃的な場面。それを間近で見せられたのだから、騒ぎになるのも仕方がないのかもしれない。きっと芸能人の恋バナを、面白おかしく騒ぎ立てるのと同じ感覚だろう。

　少しでも新しい情報を知りたい先輩たちの矛先は、私にも向けられる。

「鈴木さんは西連寺さんともよく話してるし、本当はあのふたりのこと知ってたんじゃないの？」

「ねぇねぇ、あのふたり、もう結婚の話とか出てるの？」

　先輩たちに詰め寄られて、「私、なにも知りません」と逃げるものの、移動する先々で詰きつ問もんされる。その包囲網は想像以上で、いつしか私の周りに輪ができるほどだ。

　仕事など、とてもできたものではない。私は仕方なく、オフィスに人がいなくなるまで人ひと気けのない屋上に避難することにした。

　ここは、滅多に人のこない場所。新入社員の頃に見つけて、主任に怒られてはよくここへ来て泣いていた。今では、来ることはほとんどなくなっていたけれど。

「あれ、先客がいたのか。……なんだ、萌愛ちゃんか」

　よく通る雅みやびな声が背後から聞こえて振り向くと、拓也さんが立っていた。

　主任の声に似ていて、ちょっとドキッとした。従兄弟は顔が似るとはよく聞く話だけど、声まで似るものなんだ……。

「あ……お疲れさまです」

　目立たないようにと隅っこでしゃがんでいたので、慌てて立ち上がる。

「どうしたの、こんなとこで。もしかして俺のこと待っててくれたとか？　あは、なんか運命感じちゃうなー」

　いつものように軽口をたたくものの、拓也さんの表情も明らかに沈んでいる。

「なんだか、仕事にならなくて。少しここでサボってました」

「あぁ、今日のあれか。さっきも質問攻めにあってたね。さすがにあれは目立ちすぎだよなー。派手なことするねー、秀明も」

　わざとらしい軽薄さが、かえって拓也さんの動揺を物語る。

　当たり前だ。だって加奈子さんは、拓也さんの婚約者なんだから。

「加奈子さん、なにかあったんでしょうか」

　いつも穏やかで感情の起伏が少ない加奈子さんが、あんなに取り乱すなんて、きっとただ事ではないはず。ざわめく心とは別の場所で、そのことも気にかかった。

「どーなんだろ。でも、よかったんじゃない？　ああやって秀明が人目も憚らず守ってくれるんだからさ」

　自嘲気味に答える拓也さんは、投げやりな言葉とは裏腹に、今にも崩れ落ちそうなほど頼りなげに見える。

「拓也さんが婚約者なのに……。よかったんですか？　あのままで」

「もう婚約者じゃないよ。……白紙に戻したんだ」

「えっ」

　驚いて目を見張る私のすぐそばで、拓也さんがそのキレイな顔を近づける。

　だけど距離を取るのを忘れるほど、ただならぬ雰囲気を纏う拓也さんに不安が募る。

「もうずっと昔から、加奈子が好きだった相手は秀明だったんだ。それなのに、いつまでたっても俺に気を遣って付き合おうとしないから、こっちから破談にしてやった。これで加奈子も、なんの気兼ねもなく秀明のところに行けるだろ？」

　そんな……加奈子さんはずっと前から拓也さんひと筋のはずだ。いつかパーティーで主任がそうはっきり言っていた。

「そんなことありません。おふたりはとってもお似合いで……」

「なんだ、君も騙されてるクチ？　秀明が絶対に認めないから今まで騙されてやってたけど、こんな茶番、もうたくさんだ」

　そう言いながら、拓也さんが私の頬に手を伸ばす。

　反射的にその手をよけると、強引に引き寄せられ背中に手が回る。

「やめてください！　こんなの……こんなのおかしいです……っ」

「おかしいのはあいつらだ。君の恋を邪魔するつもりはないけど、無理なんだよ。あいつら、もうずっと前から想い合っている。俺はその証拠だって持っているんだ……」

　証拠……？　証拠って、なに……？

　知りたいと思う気持ちと、真実を知るのが怖い気持ち。さまざまな思いが交こう錯さくする。

「やだ……っ。離して……！」

　拓也さんの手から逃れようともがいて、胸を叩いた。

　しかし拓也さんは悲痛な面持ちで、なんの抵抗もなく私に打たれている。

　なんで？　どうして……？

　やりきれない思いが胸を襲う。

「加奈子さんは、小さな頃から拓也さんひと筋だって……」

「違う。俺も君も、あのふたりの間には入れない」

　きっぱり放たれた言葉に、最後のトドメを刺される。同時に、拓也さんが心から愛している人が誰なのか、はっきり分かった。

　拓也さんは加奈子さんを……。たぶん、ずっと前から。

　彼の胸に突っ張った手が、力なく滑り落ちる。

　いくら思っても、どうにもならない。初めて経験する苦しさに、心がちぎれてしまいそうだ。

「俺は、常磐グループのトップになるつもりだ。その座だけは、秀明から必ず奪ってやる。……萌愛ちゃん、いっそ俺のものになる？　俺と結婚すれば、君はグループ企業トップの社長夫人だ。あのふたりをひざまずかせることができる。そうすれば、秀明のことも加奈子のことも、ふたりで見返してやれるよ？」

　拓也さんの瞳が暗く陰った。憎しみというより、深い湖のような絶望。

　本当は、きっと繊細で優しい人なんだ。

「そんなこと言わないでください！　そんなの、皆傷つくだけです。誰も幸せになんてなれない……」

　必死になって視線を向けると、私を見下ろす表情が少しだけゆるむ。

「君は本当にいい子なんだな。君みたいな女の子を好きになればよかった。そうすれば、こんなに辛い目には遭わずに済んだのに。……いや、それも無理か。俺は全部、秀明に先を越されてる」

　拓也さんの指が私の頬を滑る。

　私たちは、同じように出口のない気持ちを抱えている。だからといって、道は重ならない。大切なものは簡単には変えられない。

　彼の指に手を重ねて、そっと顔から離す。

「拓也さんは、王子様みたいに笑うほうが似合ってます」

　欲しいのはこの手じゃない。それはきっと、拓也さんだって同じ。

「やっぱりダメだね。君のプリンスは俺じゃない」

　拓也さんこそ……。

　そう言いかけた言葉をのみ込んで、私はその場をあとにした。




　オフィスに戻ると、もう遅い時間になっていたからか、人影はまばらになっていた。

　それでも私の隣の席には、身動きひとつしない広い背中が座っている。

　戻ってきたの？　加奈子さんはどうしたの？

　聞きたいことは山ほどあるけれど、それを聞く権利は私にはない。

　切り裂かれるような痛みを胸に感じながら、力なくデスクに歩み寄る。

　気配に気づいて顔を上げた主任は、こちらを見るなり眉をひそめた。

「どこへ行ってた？　あちこち探したんだぞ」

　問いかけに答えることなく、手早く帰り支度をする。ただ見つめられているだけで、抑え込んでいる気持ちが溢れそうだった。

「帰るのか？　それなら駅まで送って――」

「大丈夫です」

　もう、いい加減にしてほしい。これ以上、感情を乱されたくない。

　乱雑に机の上を片付けると、バッグをつかんで足早にエレベーターホールに向かう。

「ちょっと待てよ！　話ぐらい聞いたらどうだ！」

　追ってきた主任に廊下で簡単に追いつかれ、乱暴に手を引かれて会議室に連れ込まれる。後ろ手に鍵をかけて、暗がりの中で力任せに抱きすくめられた。

「やっ……」

　強引すぎる主任の行動に、反射的に抗う。なにより、加奈子さんをあんなふうに抱いた手で、触れられるのが嫌だった。

「ダメだ。……離さない」

　どれほど抵抗しても、彼は力をゆるめない。

「どこへ行ってた？　誰と一緒にいた？　もしかして拓也か？」

　自分こそ、今までいったいどこでなにをしていたの？

　そんな言葉をのみ込んで、顔を背ける。

「主任には関係ないです」

「拓也とどこにいたんだ？　なにを聞いた？　まさか……あいつ、お前になんかしたのか!?」

　イラ立ちを隠そうともせず、主任が感情的に言葉を吐き出す。

　自分は加奈子さんとあんなに派手な立ち回りをしておいて……。こんなの、あまりにも勝手すぎる。それとも私は文字どおり『下僕』で、あんな場面を見せたところで、どうとでもなると思っているんだろうか。

　そんな考えが脳裏を巡り、続いてハッとする。

　そもそも、主任は私の気持ちなんて知らないのだ。もちろん主任にだって、私に対する恋愛感情なんてあるはずもない。

　私を抱きしめるのだって、子供をなだめる程度のこと。この前のキスだって、待ちぼうけを食らわせた女の子を慰めるくらいの、軽い気持ちだったに違いない。それなのに、勝手にこんなにショックを受けて取り乱している私は、なんて愚かなんだろう。

「黙ってないで、ちゃんと目を見て答えろ。どこにいた？　なにを言われたんだ」

　一方的に責め立てられて言葉を失う私を前に、主任がイラ立ったように前髪をかき上げた。そして大きなため息をひとつつくと、顔を背ける私の頬を両手で包んで、強引に自分のほうへ向かせる。

「よく聞け。加奈子との関係はちょっと複雑なんだ。でも決して、男と女とかそういった類たぐいのものじゃない。きちんと説明したいけど、少しだけ待ってくれ。明日はお前も知っているとおり、大切なプレゼンで一日中身動きが取れない。その準備も今からしなくちゃいけない。……時間がないんだ」

　懇願するような眼差しを向けられ、視線を逸らせない。

　複雑な関係ってなに？　男と女の関係じゃない？　あんなに愛おしそうに加奈子さんを抱いていたくせに。

「明日は全力を出し切ってのプレゼンになるから、他のことは考えられない。それくらいしなくちゃ、今度の仕事を取ることはできないと思ってる」

　ひと言ずつ言い聞かせるように話す主任からは、普段感じたことのない焦りが感じられる。主任にこんなに切羽つまった顔をさせる加奈子さんが、ただうらやましく、妬ましかった。

　嵐のような感情にかき乱される私を、身勝手な主任の腕が強く抱きしめる。

「……待っててくれ」

　そのまま重ねようとした唇をよけたのは、私の精一杯の反抗の証だった。




　逃げるようにオフィスをあとにし、ちょうど外に出たところで七海子から連絡が入った。

　どうやら今日の事件は、既に七海子の耳にも入っていたらしい。『待ってるから』と言われて向かった行きつけの居酒屋のドアを開けると、七海子と野口くんがいつものテーブルにいるのが見える。

　ふたりに迎えられて、七海子の隣に座った。

「それで、秀明さんはなんて？」

　既に残り少なくなったビールのジョッキを前に、開口一番、七海子が言った。

「今は忙しいから待っててくれって。明日のプレゼンが終わったら説明するって……」

「なにそれ！　理由があるなら、その場ではっきりさせればいいじゃん！」

　憤慨した様子でまくしたてる七海子を遮るように、野口くんが淡々と返す。

「……秀明さんには秀明さんの事情があるんだろ。明日のプレゼンだって、考えられないくらい大きな規模の案件なんだ。七海子には分かんないだろうけど」

　若干見下したような言い草に、七海子がカチンときたのが分かった。

「なによ、その言い方！　野口、秀明さんの肩を持つわけ!?」

「ふたりともやめて。私のせいでケンカなんて……」

　一気に悪くなった空気に、慌てて間に入る。けれど、野口くんも七海子も一向に引く気配はない。

「肩を持つとか持たないとか、そんな主観的な考えじゃない。……大体、あの時は俺だって見てたけど、泣きながら駆け込んできたのは加奈子さんだろ。あんなに無防備に人目にさらされた友人がいれば、誰だってフォローする。たとえば、萌愛があんなふうになれば、俺だって同じようにかばったよ。それでも七海子は怒るわけ？」

　淡白に言い放つ野口くんに、さらに七海子がイラ立つ。

「なに、その上から目線。野口の言ってること聞いてたら、まるで萌愛が悪いみたいに聞こえる！」

「悪いとは言ってない。でも、もう少し秀明さんのことを信頼できないのかなとは思ってる。そりゃ、こんな大騒動になって戸惑うのは分かるけど、今一番秀明さんのそばにいるのは萌愛なんだから」

　そう言って、じっと私を見つめる野口くん。『そんなことも分かんないのか』と無言で責められている気がして、思わず視線を落とした。

「あー、あったまきた！　萌愛、帰ろ」

　もはや怒り心頭の七海子が、立ち上がって帰り支度を始める。その様子を、うんざりした顔の野口くんが見上げる。

「あっそ。ちょうどよかった。明日は秀明さんのお供で出張だから、俺もそろそろ帰ろうと思ってたんだ。お前もついでに見とけってくらいのノリだから出番はないだろうけど、二日酔いなんてできないからな」

　野口くんは、「勝手にしたら」とでも言いたげな顔をして、立ち上がった私を鋭敏な目つきで見上げる。

「萌愛、月初めの処理も済んで業務にあまり大きな動きはないだろうけど、なにかあれば秀明さんには連絡しないで俺にしろ。明日は特に、余計な負担はかけたくない」

「……分かった」

　突き放すような野口くんの言葉にそう答えた瞬間、七海子の怒りがピークに達したのを感じた。

「余計な負担ですって!?　野口、萌愛が秀明さんの負担になるっていうの!?」

「少なくとも今はそうだ。……長い間準備した大切な仕事なんだ。明日だけは連絡するな」

　きっぱりと言い放った野口くんに、七海子が憎々しげな視線を向けた。「萌愛、行こ」と私の手を引っ張る。

「あ、でもお金……」

「いらないよ。萌愛、ほとんど食べてないじゃん。お支払いは、社内一のエリート部門に配属された、将来有望な営業職にしてもらえばいいよ」

　最後にフンッという荒い鼻息を残し、七海子は野口くんから盛大に顔を背けた。










逃げない心




　翌日の午前中は、急ぎの案件もなくだらだらと過ぎた。

　事務処理が集中する第三営業日の翌日ということもあり、オフィス全体がちょっとした小休止の状態になっている。

　簡単な月次の仕事を片付けてしまうと、私は珍しく十二時ちょうどに席を離れ、七海子の待つ役員用応接室に向かった。

　なんとなく重い足取りで扉を開けると、部屋の中では同じく七海子が、どんよりとした表情でソファに身を預けている。

　私たちは言葉少なに、今朝ベーカリーで買ってあったパンをかじる。

　いつになく重い空気が、応接室を覆っていた。

　主任と加奈子さんの大事件、拓也さんから聞いた衝撃の事実、七海子と野口くんの大ゲンカまで、昨日はなんてめまぐるしい一日だったんだろう。

　嵐のような事件の連鎖に、いろいろな感情を総動員して、体よりも心がバースト状態だ。

「私のせいで七海子たちまでケンカしちゃって……ごめんね」

　ポツリとつぶやいた私に、七海子がふぅ～っと豪快なため息をつく。

「いいよ。野口とのケンカなんてしょっちゅうだから。……萌愛、それよりさ、秀明さんのこと、本当にこのままでいいの？」

「いいも悪いも……。主任と私は、別に特別な関係じゃないし」

　黙り込んでうつむくと、体中が淀んだ感情でいっぱいになる。

　そんな私に、七海子がすっと視線を向けた。グロスも取れてメイクもいつもより手抜きなのに、真剣な顔をした七海子はやっぱりとてもキレイだ。

「もう、余計なことは全部とっぱらっちゃって考えてみたら？　……好きなんでしょ？　秀明さんのこと」

　ストレートすぎる指摘がいきなり飛ぶ。

「えっ……」

　固まる私に、「百万年前から分かってるよ」と軽く流される。

「それに今までずっと見てきたけど、秀明さんと萌愛の主従……師弟関係も本物だと思う。秀明さん、本気で萌愛の成長を考えて接してくれてるもん。それはそれは、愛のあるスパルタで」

「だけどそれは、ただの上司と部下として……」

　主任と過ごした半年間が脳裏をよぎった。それから、最近垣間見た、今まで知らなかったさまざまな顔も。最後に浮かんだ昨日の会議室での主任を思い、胸が苦しくなる。

「仕事が落ち着いたら、秀明さんとちゃんと話したほうがいいよ。萌愛だってそうするべきだって分かってるんでしょ？」

　上等なソファの肘掛けに頬杖をついた七海子に、まっすぐな視線を向けられた。

　七海子の言うとおりだ。でも……。

「だけど私……本当のこと言うと、怖い。抱き合ってるふたりの姿が頭から離れないの。だって主任と加奈子さん、すごくお似合いで……」

　そう言ってうつむきかけた頬を、両手でバシッと挟まれる。

「そんなの関係ない。自分の気持ちに素直になって。……じゃなきゃ、絶対後悔するよ？」

　すべてを見透かすような眼差し。そんな優しい七海子に見送られ、私は応接室をあとにした。




　なんとなく心に淀みが残ったまま席に戻ると、第二営業部の高田さんが慌てた様子で近寄ってきた。

　高田さんは、事務職のベテラン。いつも手製のお弁当をデスクで食べるので、必然的に電話番のようなことをしてくださっている。

「萌愛ちゃん、なんかね、山川橋梁の佐藤さんが至急連絡が欲しいんだって。秀明くんに何度連絡しても繋がらないからって、ものすごい剣幕で」

　手渡されたメモには、昼休みが始まってから何度も佐藤さんから電話があったことが記されている。

　お昼休みにまで電話をかけてくるなんて……佐藤さんには珍しい。急用かな。

「すみません。ありがとうございます」

　急いで連絡を入れると、他の電話に出ているということで一旦受話器を置いた。すると、間髪入れずにデスクの電話が鳴る。

《萌愛ちゃん？　ごめん、ちょっと大変なことになって》

　いつも決して語気を荒げることのない佐藤さんの口調が、珍しく殺気立っている。嫌な予感が確信に変わるまで、そう時間はかからなかった。

《明日必要な資材がまだ届いてない……。ごめん、こっちのミスなんだ。間違った出荷指示を流してる》

「そんな……。ちょっと待っててください」

　明日現場に入るはずの材料を、発注リストを繰って確認する。

　通常、メーカーに鋼材を発注して製品ができると、一旦最寄りの物流センターに集められる。そこで鋼材は出荷指示が出るまで保管され、納期に間に合うように陸路をトラックで配送する流れになっている。

　太平洋側にある物流センターから日本海側の現場まで、余裕を持っての日程は二日間。物流センターからトラックが出発するのは午後三時。本来なら前日の朝までに、手配の連絡をするのが決まりだ。

　橋梁用の資材は、一枚一枚がオーダーメイド。この前滝川さんも言っていたけれど、代わりが利かない世界にひとつだけの材料だけに、市場に出回っているもので代用するのは不可能だ。

《ごめん……。ここ二、三日、プライベートでいろいろあって、ちょっと仕事を休んでた。完全に僕のミスなんだ》

「佐藤さん、なにかあったんですか？」

《いや……。萌愛ちゃんだから話すけど、実は妻が出先で倒れて救急搬送されてね。臨月だから、ちょっと大変で》

「そんな……」

《大丈夫。母子ともに危険は脱したんだ。しばらく入院ってことになってしまったけど》

　一瞬言葉を失ってしまった私に、穏やかな声で気遣うように言う佐藤さん。

　そこで、配慮するのはこちらのほうだと我に返る。

　手早く帳票を繰っていると、例の鋼板とまったく同じ規格の物を見つけた。恐らく、ちょうど対になる部分の材料だろう。

　パソコンのシステムで確認すると、明日の朝一番には現場に到着することになっている。

「明日の朝、同じ鋼材が到着します。これで明日は工事が止まることは避けられます」

《そうか。だけどそうなると、明後日に使う分が足りなくなる。実は……明後日の作業のほうが問題なんだ。現場の立ち会い検査で、ゼネコンや国の役人が来る予定になってるんだ……》

　入社以来の緊急事態だった。なによりも、もう時間がない。

　いったいどうしたら……。

　そう必死で考えていた時、《秀明くんに連絡は取れないかな》と強い口調で佐藤さんに言われ、一瞬言葉を失った。

　主任とは今日一日連絡が取れない。たぶん今頃は、厳重にセキュリティで固められた会議室に缶詰のはずだ。

「すみません。今日は池永と連絡は取れないんです」

《それじゃあ、誰か上の人はいる？》

　一カ月のうち一番手が空く時期ということもあり、頼みの部長も午後から地方の取引先に出張中。今はちょうど空の上だ。ウキウキと飛行機の手配をしていたところを見ると、週末の明日は恐らく接待ゴルフだろう。

『なにかあれば俺に連絡しろ』

　野口くんの言葉が脳裏をよぎる。だけど、この緊急事態は野口くんにだってどうにもできない。とにかく、今は私がなんとかするしかないのだ。

「すみません。今日は営業職が全員外出していて誰もいないんです。今から物流センターに掛け合ってみます」

《すまない、迷惑かけて。萌愛ちゃん、頼む》

　佐藤さんとの電話を切ると、鋼材が保管されている常磐製鉄の物流センターに内線をかける。

　しかし時刻は、既に一時半を回ったところ。担当の丸まる岡おかさんに事情を話したところで、今日の三時の便の変更など不可能だの一点張りだ。

《萌愛ちゃんさぁ、トラックに鋼材を積むのがいったいどれだけ大変か、分かってる？　何トンもの鋼材をまるで積み木みたいに組み合わせて、しかも効率的に積まなきゃいけないんだよ。特に今日は出荷が多いから、今さら変更はもう無理！》

　いつもは優しい丸岡さんも、無理なお願いにはさすがに冷たい。

　そう、どだい無理なお願いだ。トラックの出発時間は計算されたタイムスケジュールで管理されていて、一分たりとも遅れることは許されない。

「無理は承知です。どうしてもダメですか？　その板がないと、現場の立ち会いができなくなってお客さんが困るんです！　あの、ちょこっと形かた鋼こうを端っこにつめてもらうとかできないですか!?」

　電話口で必死にお願いする。

《事情は分かるけどさぁ、うちの配送は納期厳守で頑張ってもらってるんだ。指示漏れはあちらさんのミスだろう？　そこまで責任は取れないし、一台でもトラックの手配に手間取れば、次の便にも支障が出る。こっちも、ギリギリのところでやってるんだよ。ごめんね》

　ふぅとため息をついた丸岡さんが、私の言葉を待たずに電話を切った。

　どうしよう……。

　電話を前に、しばらく呆然とする。

　こんな時に限って、うちの営業は全員いない。ただならぬ雰囲気を察して、高田さんがデスクのそばまで来てくれていた。

「萌愛ちゃん、とにかく秀明くんに連絡しなさい」

「だけど今日は一日プレゼンで……」

「この物件の担当は秀明くんなんでしょう？　先方の指示ミスだとしても、この件に関して彼は知っておく義務があるわ。だから本来なら、一日中連絡が取れないなんて許されないことよ」

　高田さんは勤続二十年のベテラン社員。彼女の言うことは理にかなっている。

「分かりました。連絡を取ってみます。お忙しいのに申し訳ありません」

　立ち上がって深々と頭を下げると、高田さんが私の両肩をぽんぽんと力強く叩いた。

「とにかく、最後まで頑張って！」

　とりあえず野口くんに連絡を取ってみるが、一向に繋がらない。

　よく考えれば、電話に出られない主任と同行しているのだから当たり前か。留守電やメールで事情を連絡したけど、あとはもう自分でやるしかない。

　改めて物流センターにしつこく連絡を入れてみるものの、丸岡さんは離席中で連絡が取れなくなっている。

　もしかして、居留守？　たとえそうだとしても、仕方ないか。むちゃなことをお願いしているのはこちらのほうだ。

　誰もいない第三営業部で、為すすべもなく呆然とする。こんな時になって改めて感じる主任の存在の大きさを、心強さを、嫌というほど思い知らされる。

　どうしたらいい？　なにも思いつかない。頭の中が真っ白だ。

　野口くんからの連絡はまだない。メールも電話も、うんともすんとも言わない。

『俺に連絡しろ』なんて偉そうなことを言ってたくせに。野口くんのバカ！　……こんな時、主任ならどうするだろう？

　ぐるぐるとめまぐるしく動く頭の中で、ふとそんな考えが浮かんだ。

　今回の手配ミスは、うちではなく山川橋梁のミスだ。ゼネコンからも施主からも、こちらが責められることはないだろう。責任を問われるのは佐藤さんだ。もちろん、山川橋梁のペナルティも発生するだろう。

　夜の公園で、主任が言っていた言葉を思い出す。

『だけど、今日の佐藤さんは楽しそうだったな。お前とも仲よくなってもらえてよかったよ』

『佐藤さん、初めて割り込めた大きな仕事で張り切ってるし、それにもうすぐふたり目のお子さんも生まれるから、今本当に頑張ってるんだ。……だからお前も、できる限り力になってあげてくれ』

　いつも私を気にかけてくれる佐藤さん。ミスをかばってくれたことだって、一度や二度じゃない。

　佐藤さんだけじゃない。私はいつも、いろんな人に助けてもらっている。

『萌愛ちゃんのおかげでいつも助かってるよ』といつも優しい言葉をかけてくれる、下請けさんの社長。数字が合わなくて苦労した時に、お互い協力して乗り切った取引先の事務の女の人。

　取引先の人だけでなく、七海子だって経理の広瀬さんだって、人事部長だって専務だって。いつだってたくさんの人に支えられて、私はここにいられるんだ。

　そんな当たり前のことに気づき、心の中がじわじわと温かくなっていく。

　それに、意地悪な顔をしながらも、いつも一番私を支えてくれるのは……。

　昨日、暗い会議室で見た主任の姿を思い出す。

　いつもの自信満々な顔とは違う、切羽つまった表情。焦りに掠かすれた声。懇願するような眼差し。

　もしかしたら主任も、私のように迷うのかもしれない。迷ったり、悩んだり、間違ったこともあったかも。だけど主任は、どんな困難な時だって諦めたりしない。時々ちょっと強引だけど、それだって取引先を守るためだ。

　胸の中でいつもの主任を思い描いていたら、混乱していた頭の中がすぅっと静かになった。

　入社以来、私だってずっとそのことを教わってきたはずだ。私は池永秀明のアシスタントなんだから。

　大切なことを思い出し、もうほとんどゼロに近づいていた心のパワーが、一気に回復していくのを感じる。

　不意に鳴り響いた電話にワンコールで取ると、さっきより落ち着いた声の佐藤さんが、穏やかに言った。

《萌愛ちゃん、秀明くんとは、連絡取れた？》

「すみません、まだです」

　そう言うと、受話器の向こうの佐藤さんが短いため息をついたのが分かった。

《そうか。もう無理なら仕方ないな。元はといえば俺のミスなんだし……。大丈夫。今回のことでまた振り出しに戻るかもしれないけど、めげずにまた頑張るから》

　清々しいほどの潔さで佐藤さんが言った言葉には、負け惜しみや卑屈さはいっさい感じられない。

　佐藤さんも諦めないのだ。今回のミスで積み上げてきたものを失ったとしても、佐藤さんはまた一から信頼を積み上げて、再び大きな仕事に挑戦するだろう。目的地にたどり着くのを諦めない人だから。ひたむきな人だから。

　そんな人だからこそ、主任とも親しいのだと悟る。

　困難なことに挑むことは苦しいことだ。難しい課題や複雑な問題を前に、心が折れてしまうことだってあるだろう。

　きっとそれは仕事だけではなく、人生そのものにも言えること。複雑な人間関係や、自分の力ではどうしようもないことに出会った時、誰だって尻込みしてしまう。怖いし、逃げたくなる。私だって、ずっと逃げていた。ターくんとの思い出を逃げ場にしていた。でも、もう逃げたくない。

　心の底から、そう思った。

「もう少しだけ待ってください。やれるだけのことをやってみます」

　そう言って、佐藤さんとの電話を切った。

　まだあとひとつ、最後の方法が残ってる。納期を司る〝鋼鉄の女〟が、あの高い塔の上にいる。

「滝川さんのところに行ってきます」

　急いで外出の支度をする私を、高田さんが優しく見つめた。

「行ってらっしゃい。しっかりね」

　慌てて羽織ったジャケットの襟を直して、さっと背中を撫でてくれる。

　強くうなずき、私はオフィスをあとにした。




　つい先日、桜井さんに書類を届けに来たばかりなのをいいことに、受付を顔パスで通過することに成功した。そのままエレベーターで、高層階まで数秒で上がる。

　晴天の都心を遥はるかに見渡す風景は文句のつけようがない絶景だけれど、今日も私にそれを楽しむ余裕はまるでない。

　鉄鋼本部のメインフロアに入っていくと、私に気づいた桜井さんが、あっと驚いた顔をする。

　軽く会釈して、上座から鋭い目つきでこちらを見つめる滝川さんの前まで近づいた。

「あなたは秀明のところの……」

「鈴木萌愛です。先日はご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

　深く頭を下げて視線を戻すと、穏やかな視線を返される。

「今日はなんのご用？　秀明からはなにも聞いていないけれど」

「池永は今日、新規プロジェクトのプレゼンで営業先に詰めております。一日連絡が取れません」

「それで？」

「取引先からの連絡ミスで現場に材料が入りません。明後日どうしても必要な鋼板なんです。今日の三時のトラックに載せていただけないでしょうか？」

　鋭い眼差しを向ける滝川さんを前にするのは、はっきり言って怖い。だけど、逃げちゃダメだ。

　思わず目を逸らしそうになる自分を、必死の思いで押しとどめる。

「それはこちらのミスなの？」

「いえ……。こちらに落ち度はありません」

「それなら、そこまでする必要はないのでは？　それに……営業担当は秀明。なぜあなたがここに？」

　その眼力は、ものすごい迫力だ。

「池永が今日参加している入札は、大規模な公共事業です。今、邪魔をすることは、結果的にグループ全体の損失に繋がります」

　震えそうなのをごまかすように大きな声で伝えると、滝川さんの顔にわずかな笑みが浮かんだ。

　まずい、緊張しすぎてボリューム調節できなくなってる。声が大きすぎてフロア中に響いちゃった。私、なんかすごく目立っているのでは……!?

「それは分かった。……じゃ、なぜそんなにその会社に思い入れを？」

「思い入れではありません。山川橋梁は地場の中小企業ですが、専門の橋梁部門に関しては若いエンジニアを積極的に採用している優良企業です。株価も常に上昇傾向で、我が社の取引先として、とても大きな可能性を秘めています。それを見越して、池永も日頃から信頼関係を保つ努力をしています。今日のような事態でも、きちんと対応するようにと、いつも指導を受けています」

　クリアファイルに挟んだ簡単な資料を机に置くと、滝川さんが眼鏡を取り出して目を通す。

　ハッタリで出した資料は、先日の社内会議の参考資料で主任が作ったものだ。

　日付を入れ替えただけだけど、バレてないかな。

「過去三年分の取引実績です。うちのメイン取引先と比べるとまだ半分にもなりませんが、伸び率としてはダントツです。しかも公共事業を主に扱う、技術力のある会社です。ここで恩を売ってさらに信頼関係を築いておけば、今後の取引もますます強固なものになるのではないでしょうか」

　主任が言っていたまんまのセリフを、それらしく言う。

　私の言葉に耳を傾けていた滝川さんが、資料から目を離さないまま黙り込み、いたずらに時間が過ぎていく。

　あぁ、なにこの沈黙。もしかしてハッタリがバレた!?　もしバレたら……どうなるんだろう。新入社員がこんなに勝手なことをして、タダで済むとは到底思えない。始末書？　左遷？　減給？　もしかして……クビ!?

　私の脳裏を、不吉な思いが駆け巡る。

　沈黙が永遠に続くかと思われたその時、ふっと表情をゆるめた滝川さんが、眼鏡を外して受話器を取る。

「……あぁ、丸岡？　今日の出荷に、鈴木……萌愛の言ってた板も積んで。なんなら、少しくらい出発時間を遅らせてもいい。え？　間に合う？　もう積んでる……？」

　滝川さんは、最後は堪えきれないといったふうに笑みを漏らしながら、受話器を置いた。

「うちのメイン品種の形鋼を隅に押しやってちゃんと載せたらしいよ、萌愛の鋼板。新入社員で物流を手玉に取るとは……大したもんだ」

『萌愛』と私を呼んだ滝川さんは、私の隣までやってくるとぽんと肩を叩いた。

「ガチガチだねぇ。そんなに力が入ってたんじゃ、身がもたないよ。これからはもっと腹をくくってやりなさい。……だけど、アシスタントにしておくには惜しい子だね。ねぇ、桜井？」

　そばで見守っていてくれた桜井さんが、とびきりの笑顔で何度もうなずいてくれていた。




　オフィスに帰ってくると、誰もいないはずの第三営業部の私の向かい側のデスクに、大きな背中ががっくりと突っ伏している。

「野口くん、どうして!?」

「……お帰り。萌愛のメールを見て飛んで帰ってきたんだよ……」

　さっき滝川さんに配送の手配をしてもらってすぐに佐藤さんに連絡し、そのあと野口くんにもメールを送ったのだけれど、どうやら既にこちらに戻ってきたあとだったらしい。

「慌てて帰ってきて、萌愛と同じく滝川さんに頼みに行こうと思った矢先にメール見て。今、脱力してるとこ。だけど、サンキュ。マジ助かった」

「主任は……」

「まだ会議中。あと二時間は出てこれないんじゃない？　秀明さんには黙って出てきたから、報告は夜にでも、お前からちゃんとしろよ」

「もちろん報告はするけど、先に野口くんが伝えといてよ……」

「お前の手柄なんだからお前がしろ。それに、山川は俺の担当じゃない。秀明さんとお前の担当だろ？」

　バッサリ切り捨てる野口くんの表情は、なんだか楽しそうだ。

「分かったよ」

「それにしても、佐藤さんらしくないミスだったな」

「……佐藤さん、奥さんが流産しかけたんだって。だからこの二日間くらいずっと病院でつきっきりだったみたいで……」

「えっ。大丈夫だったの？」

　心配そうに身を乗り出した野口くんに、笑顔で答える。

「大変な時期は乗り切ったって……。それでようやく今日会社に出てこられたって」

「ホントよかったな。奥さんも、配送もさ。……さ、そんじゃ、俺は戻るか」

　身支度を整えた野口くんが、ホッとした表情で席を立つ。

「あの……ありがとう。帰ってきてくれて」

　エレベーターホールに向かう彼を、思わず追いかける。

「そんなの当たり前だろ。……それに、俺もごめん。昨日は言いすぎた」

　肩をすくめた野口くんが、優しく笑った。

「ううん……。私が悪いの。野口くんの言うとおり、主任にもいつも迷惑かけて……」

　唇を噛んでうつむくと、頭の上で小さなため息が聞こえる。

「あのな、萌愛は自信なさすぎ。もう少し自分の置かれた状況を客観的に考えてみろ。あの秀明さんがここまで手をかけた新入社員はいないそうだし、それに俺はいつも向かい側からふたりを見てるから、秀明さんの気持ちは痛いほど分かる」

「主任の気持ち？」

　主任の気持ちって……なに？

　問いかけるような視線を向けると、ニッと屈託のない笑顔を返される。

「そっ。でも、言わないけどな。そういうのはちゃんと、ふたりで伝え合うもんだしな……って、俺もちゃんと七海子に伝えなきゃだな。よし、今日はあいつんちに泊まろっかな～」

「うん、そうしてあげて。今日の七海子、元気なかったよ」

　私の言葉に笑顔でうなずいて、野口くんはエレベーターの扉の中に消える。

　誰もいないエレベーターホールで、私はひとり大きな安あん堵どのため息をついた。










明かされた真実




　静かな空間に、ただ優しい光が差し込んでいる。

　アンティークとも思えるほど古く大切に使い込まれた、座り心地のいいソファ。目の前の高級ブランドのカップには、お手伝いさんがたった今注いでくれたばかりの紅茶が、柑かん橘きつ系の香りを漂わせている。

『明日うちに来てもらえないかしら』とおばあ様から連絡がきたのは、昨日、野口くんを見送ったすぐあとのことだった。

『主任に聞いてみないと』と言う私に、『今回のことに秀明は関係ないから』と強引に時間を決めてしまったおばあ様は、三時のお茶に間に合う時間に、私が住むマンションに迎えの車を横付けにした。

　そして私は、言われるがままにここへやってきたのだ。

　昨日、主任はオフィスに戻ってこなかった。電話をしようかとも思ったけれど、いざとなると勇気が出なくて結局できずじまいで、主任からもかかってこなかった。

　佐藤さんの一件はパソコンとスマホ、両方のアドレスに詳細を送ってあるから、なにが起こったのかは分かっているはずだ。恐らく、昨日のうちに佐藤さんにも滝川さんにも連絡を入れているだろう。だから仕事に関しては、もうなんの心配もなかった。

　しかし今日、ここへ来て主任に会うことには、ためらいがあった。主任と加奈子さんの関係や、拓也さんの言う『ふたりが想い合っている証拠』とやらがなんなのか、知るのが怖かったからだ。

　けれど、訪れてみれば当の主任は留守だった。

　ホッとするのと寂しさとが同時に押し寄せる複雑な乙女心に、我ながら翻弄される。

『あなたを呼んだことは秀明には秘密なの』と悪戯っぽく笑ったおばあ様の、なにか企んでいる表情は、少し気になったけれど……。

　ぼんやりしていたところに複数の人の声が聞こえて、ふと我に返る。

『ちょっと待ってて』と言い残して、おばあ様が運転手さんと一緒に駅まで来客を迎えに行ったのはついさっきのこと。立ち上がって玄関ホールに向かうと、賑やかに談笑する女性たちが目に入った。

「お嬢さん、こんにちは。またお会いできて嬉しいわ」

　杖をついた老婦人に優しく微笑みかけられる。先日のランチパーティーでお会いした、押し花アートの先生だ。

「萌愛ちゃん、こんにちは」

　老婦人の隣には、まさかの加奈子さんがいる。

　……そう言えば主任は、『加奈子も習ってるから、お前も教われ』とか言っていたな。今になって思えば、加奈子さんがいかに素敵な女性かを、私に自慢していたのかもしれない。

　渦巻く疑念にのみ込まれそうになりながら、なんとか挨拶を返す。

「加奈子さん、どうしてここに？」

「安あん西ざい先生は、子供の頃から私の先生なのよ。押し花を使ったハンドクラフトの先生なの」

　そう答える加奈子さんの笑顔も、心なしかぎこちない。

　そんな私たちの微妙な空気に気づくはずもなく、安西先生と呼ばれた老婦人が穏やかな眼差しを向ける。

「まぁ、秀明さんの想い人は加奈子さんのお友達なのね。それじゃあ、もしかしてあの四つ葉のクローバーにも関係があるのかしら？」

「四つ葉のクローバー……？」

　安西先生の発したワードに、必要以上に反応してしまう。四つ葉のクローバーと聞けば、ターくんとの思い出を条件反射のように思い出す。

　だけど、四つ葉のクローバーと主任にいったいどういう関係が？　それに安西先生、私が主任の恋人だと誤解したままなんだ。うぅ、気まずい。本当は、主任の想い人は加奈子さんなのに……。

　胸がぎゅうと痛む。

　しかし私たちの複雑な事情を知らない安西先生は、穏やかな笑顔を浮かべたままだ。

「こんなところで立ち話もなんだから、あっちでお茶にしましょう」

　おばあ様が皆を応接室に誘った。

　重厚なソファに皆が腰を落ち着けると、お手伝いさんが新しい紅茶を持ってきてくれる。さっきとは違う花の香り。優雅で夢見る気持ちにさせてくれるのは、ローズの香りだ。

「先日、こちらのお嬢さんにとてもお世話になったのよ。とても優しくて、思いやりのある手助けをしていただいたの。そのお礼がどうしてもしたくてね」

　そう言った先生の手から、小さな包みが渡される。

「私、なにもしていないのに、いただいていいんでしょうか？」

「先生のお気持ちですよ。遠慮なく受け取って」

　そうおばあ様にも言われ、お礼を言ってかわいらしい小箱を受け取った。

「開けてみてもいいですか？」

「もちろんですよ」

　箱の中からは、透明な立方体の中にバラの花が閉じ込められたオブジェが現れた。燦さん々さんと光が差し込むこの部屋で、それはさらにキラキラと輝き、とてもキレイだ。

「キレイなバラ……」

　息をのむような美しさに、一瞬言葉を失う。

「このお庭で咲いたものなのよ。ここのバラは、それはそれは見事なの」

　安西先生がニッコリと微笑むと、おばあ様も笑顔を返す。

「この前お会いした時、バラのアーチに秀明さんと一緒にいらしたでしょ？　あの場所で、秀明さんのご両親が仲睦まじくしていたことを思い出してしまって～」

「あら、先生も？　実は私も同じことを思い出してしまって。実は亡くなった主人にも、あのバラのアーチの下で……」

「まぁまぁまぁ。おほほほほ～」

　おばあ様と先生の間で、古きよき時代の思い出話に花が咲く。そんなふたりを見てふんわり優しい気分になっていた私に、にっこり微笑んだ先生が言った。

「今度、私のアトリエにもいらしてちょうだい。最近は昔よりずっと簡単に作れるの。加奈子さんが失くしてしまった秀明さんのキーホルダー、今度はあなたが作ってあげて」

「えっ？」

　加奈子さんが失くした主任のキーホルダー？　先生はいったいなんのことを言っているんだろう。

　訳が分からず戸惑う私の横で、加奈子さんが長いまつげを伏せる。そしてそのあと、真剣な眼差しを先生に向けた。

「先生、ぜひ萌愛ちゃんに作り方を教えてあげてください。今度こそ、ちゃんと秀明くんに渡してあげたいんです」

「もちろんですよ。加奈子さん、あなたもお作りなさい。皆で一緒に作りましょ。願いが叶う、四つ葉のキーホルダーを」

　安西先生の眼差しが、優しく私たちを包んでいた。




　ひとしきりおしゃべりを楽しんだあと、おばあ様と安西先生をテラスに残して、私と加奈子さんはバラのアーチへとやってきた。ふたり並んでベンチに座る。

「萌愛ちゃん、なにから話せばいいのかよく分からないけど……私の話を聞いてくれる？」

　なにかを決意したような加奈子さんの言葉。

　話の内容にもう予測はついている。きっと主任との関係についてだ。だけど、もう逃げることはできない……逃げたくない。

　加奈子さんに敵うわけないとか、主任とは釣り合わないとか、本当はそんなことは関係なかった。ただ、私が主任を好きな気持ちを本人に伝える勇気がなかっただけ。自分が傷つくのが怖くて、逃げていただけだ。

　だから、たとえ加奈子さんと主任にどんな秘密があっても、ちゃんと受け止めなきゃ。

　深呼吸して覚悟を決める。

「はい」

　唇を真一文字にして向き合うと、加奈子さんが緊張の面持ちで話し始める。

「まず、おとといの会社でのこと。あの時、私が会って話したかったのは、秀明くんじゃなくて拓也なのよ」

「えっ？」

「実は、突然【婚約は破棄する】って一方的なメールを送りつけられてね。それで私、あんなに取り乱しちゃったの」

「だって、あの時は主任が加奈子さんを抱きしめて……」

　肩をつかんで顔を覗き込み、愛おしそうに肩を抱いた。今思い出しても、胸を突き刺されるような光景だ。

　ギュッと握りしめた私の手の上に、加奈子さんのすらりとした手が重なる。

「落ち着いてよく思い出して。私の視線の先には、拓也がいたでしょう？」

　加奈子さんに言われて、ハッとした。

　フロアの入り口と私たちの席を結ぶ延長線上に、拓也さんの席はある。それじゃあ、あの時加奈子さんが会いに来たのは……。

「拓也ったら、泣いている私のことを無視したの。昔からそんな意地悪をわざとするところがあって、だけど今回の意地悪は意地悪じゃ済まなくて、私……」

　加奈子さんの言葉が詰まり、美しい大きな目に涙が浮かぶ。

「拓也のことが好きだったの。子供の頃からずっとだわ。幼稚園の頃から一緒だったから。拓也って、幼稚園の頃は皆の王子様だったの。だって、あの見た目でしょう？　女の子たち皆が拓也のこと好きで、だから私、いつもやきもきして――」

「小学校五年からは、皆の王子様は転校してきた秀明だっただろ？」

　不意に背後から聞こえた声に驚いて振り返る。そこにいたのは……。

「た、拓也!?」

　激しくうろたえた加奈子さんが慌てて立ち上がる。拓也さんは拓也さんで、気まずそうに視線をあさっての方向に向けている。

「い、今の話、まさか聞いてたの!?」

「そんなに大きな声で話してたら、誰にだって聞こえる」

「わ、私、そんなに大きな声で話してないわ！」

　ふたりのぎこちない様子に、私の中で、まさか……という疑問がむくむくと湧いた。

「あの……加奈子さんは拓也さんへの気持ちをちゃんと伝えたんですか？」

「や、やあね、萌愛ちゃん。なんのこと？　私、別に拓也のことなんて……」

　上気したバラ色の頬で、加奈子さんはせわしなく瞬きを繰り返す。

「加奈子さん、さっき拓也さんのことを好きだと言ってましたよね？　子供の頃から好きで、幼稚園の頃は女子が皆拓也さんを好きだったから心配で仕方なかったって」

「そこまでは言ってないわ！」

　大声を上げて、全力で否定する加奈子さん。

「拓也さんは、どの辺りからお話を聞かれました？」

「ほぼ、最初からかな」

　平然と構えつつ、拓也さんの顔もなんだか赤いような……。

「まぁっ。立ち聞きしてたの？　なんて失礼なっ」

　いつも冷静な加奈子さんが、この前とは別の意味で取り乱している。

　恋をすると、きっと誰でも、想う相手の前ではこんなふうに不器用になってしまうのだろう。なにもかも持っているように見える、完璧な加奈子さんですらも。

「……大きな声で話してるから」

　ふっと目を細めた拓也さんが、今は優しく加奈子さんを見つめている。

「第一、どうしてあなたがここへ？　なんの用事で？」

「おばあ様に呼ばれたから」

「どうして……。私は萌愛ちゃんの誤解を解きたくて、おばあ様にお願いして……」

　顔を赤くして黙り込んだ加奈子さんの前に、拓也さんが静かに歩み寄る。

「加奈子……。さっき言ったことは本当なの？　小さな頃から俺を好きだったって。あのオフィスでの騒動も、俺に会いたかったからだって」

　いつもの浮ついた雰囲気とはまるで違う。うつむいた加奈子さんの顔を覗き込むように膝をついた拓也さんは、まるで本当の王子様みたいだ。

「ほ、本当よ……。だけどあなたは、いつだってたくさんの女の子に囲まれていたわ。私なんて眼中になくて……」

　消え入りそうな声で答える加奈子さんが、少女のように頬を染める。

「それは……君が秀明を好きだと思っていたから。だって君が秀明にこっそりプレゼントを渡そうとしているのを見てしまったんだ。それ以来、君が秀明を見る目は切なさで溢れていた。だから俺は、きっと君が秀明を好きなんだと……」

「それは違うわ！　秀明くんが大切にしていた物を、返そうとしただけ。でも、それを私が失くしてしまったから……申し訳なくて」

　そう言った加奈子さんの目から、みるみるうちに大粒の涙が流れ落ちる。

「秀明が大切にしていた物？」

　静かな声で拓也さんが聞く。

「五年生の時、ここで開いたパーティーで秀明くんがあまりに沈んでいたから理由を聞いたの。そうしたら、前にいた小学校で大変な事件が起こったって。秀明くんのために大ケガをした小さな女の子のことを考えると、すごく苦しいって。それで、その女の子にもらったものだからって、本に挟んだ押し花をとても大切にしていて……。小さな四つ葉のクローバーだった」

　四つ葉のクローバー？　そういえば、さっき安西先生もそんなことを言っていた。

　ふわりと舞う若草色。あの日、ひとりで行った月夜の工場跡。そんな断片的な場面が、脳裏をかすめる。

　なんだか私、とても大切なことを忘れているような気がする。

　だけど頭の中に霞がかかって、思い出せない。

「五年生の時、夏休みの宿題に作った押し花のキーホルダーを覚えてる？　秀明くんの押し花もあんなふうに保存できればいいと思ったの。だから預かって、安西先生に頼んで一緒に作ってもらった。でも失くしてしまったの。秀明くんの大切なものだったのに……」

　加奈子さんがポロポロと涙をこぼす。その細い肩を、拓也さんがそっと抱いた。そして何度も「ごめん」と加奈子さんにつぶやいた。それから、なぜか私にも。

「ずっと秀明にバカだバカだと言われてきたけど、俺は本当に大バカ者だな」

　少し青ざめた顔で深いため息をついた拓也さんが、スーツの内ポケットからなにかを取り出した。

　透明な樹脂の中の若草色が、外光の中で揺れる。それは、小さな四つ葉のキーホルダーだった。

　光を含んでキラキラ光る小さな存在に、苦しいほど胸が締めつけられる。

「拓也……それ……」

　呆然と目を見開いた加奈子さんが、拓也さんの腕を強くつかむ。

「あの日、君が大事そうに秀明に渡そうとしていたものだ。俺は嫉妬に駆られて、大切な君たちの秘密を盗んだ。ほんの小さな子供の頃から君だけが好きだったのに、突然やってきた秀明に君をさらわれることが耐えられなくて……」

　その言葉に、加奈子さんがわっと泣き崩れた。その肩を抱きながら、拓也さんの瞳が苦しげに歪む。

「萌愛ちゃん、俺はどうやら、とんでもない勘違いをしていたようだ。どうやって償ったらいいのか分からないけど、これから誠意をもって接していくよ。秀明にも、加奈子にも、そして君にも」

「私……？」

「秀明の大切なものだ。早く返してやってくれ」

　まだ事情をのみ込めない私に、拓也さんが手の中にあるキーホルダーを差し出した。




　複雑に絡まった糸が少しずつ解けていく。主任と私とを繋ぐ糸が。

『秀明？　今、小学校からのお友達の家に行っているのよ。あ、萌愛さんの幼馴染さんだったわね。おほほほほ』と微笑んだおばあ様たちに見送られ、私は源兄ちゃんの家に向かう電車に揺られていた。

　主任は今、源兄ちゃんの家にいるという。おばあ様の話だと、源兄ちゃんの家族とは今でも交流があるそうだ。

　……なんてこと。源兄ちゃんだけじゃなく、おじさんやおばさんまでもがこんな大事なことを黙っていたなんて。

　フツフツと湧いてくる怒りを感じつつ、さっき拓也さんが話してくれたさまざまなことを思い返す。

『秀明のお父さんの髪は日本人離れした栗色で、秀明のもともとの髪もその色だ。だけどあいつ、社会人になって急に黒く染めやがった。きっと俺と同じフロアに配属になったからだな。髪の色が同じだと、俺たち双子並みに似てるから。……俺？　実はもっと黒くて、これは染めてるんだ』

　最初に拓也さんをターくんだと思ってしまったのは、髪と瞳の色のせいだ。実は主任も同じ色をしていただなんて。しかもそれに気づかないまま、恋するなんて……。

『今は海外だけど、秀明の両親と萌愛ちゃんのご両親も、たまに連絡を取る間柄らしいよ。今は秀明が萌愛ちゃんの仕事の様子を報告しているらしいけど……。あ、おばあ様も、たまに萌愛ちゃんのお母さんに連絡してるって』

　この前、突然かかってきたお父さんからの電話の内容も、そういうことなら納得できる。だけど、私に内緒で連絡し合うなんて……。皆で揃って騙すなんて、ひどいよ。

　……いや、一番ひどいのは主任だ。こんな大事なこと、なんで話してくれないの？

『秀明は空手がすごく強くて小学五年で全国優勝したんだよ。あいつ、外見は優やさ男おとこ風ふうだけど、怒ったらすごく怖いよ。あ、萌愛ちゃんは知ってるか。結局、大学卒業まで続けて、大会で六連覇したこともあったな。俺？　俺はずっと帰宅部』

　怖い人たちに絡まれた時、主任がケガをしたらどうしようと、すごく怖かった。だけど、主任はすごく強くて……。あの時は、助けに来てくれたことが信じられなくて、でも嬉しかったな。

『君が会社の面接に来た時、秀明が見かけたらしい。君が秀明の初恋の相手と聞いて驚いたよ。肩の傷の話もその時聞いて知ってたんだ。うちの父に、君を第三営業部に配属させてくれって言ってきたんだって。経理に行かせたかった人事部長とちょっと揉めたらしいけど、最後は御曹司のゴリ押しで決めたって。……理由？　当然、他の男に取られたくないからだろうね。……あいつ、けっこう独占欲強いみたいだな』

　第三営業部に配属になった時は本当に驚いたけど、滝川さんや佐藤さん、たくさんの人たちに出会えて成長していけることは本当に幸せだ。だけど、主任が私の配属先を変えたなんて本当なの？　そんなの、とても信じられない。

　源兄ちゃんの住む町の駅で降りて、長い坂道を下る。公園を過ぎたら、すぐ右手に曲がった正面が源兄ちゃんの家だ。

　チャイムを鳴らすと、短い沈黙のあと、騒がしい子供たちの声とともにドアが開いた。

「はーい、どちら様……」

　両手に源兄ちゃんの小さな息子たちを抱えた主任が、私を見た途端、大きく目を見開いて固まる。

「あっ、萌愛だ！　父ちゃん、萌愛が来たよー」

　主任の肩にしがみついていた三歳の壮そう太たが、ぱっと飛び降りて廊下の奥へ走った。

「もえだー、もえだー」

　それにつられて、二歳の幸こう太たもあとを追っていく。

　残された主任は、長い指で口元を押さえて立ちすくんでいる。今日は眼鏡をかけていない。明るい光を取り込んだアーモンド型の二重は、日本人離れした黄緑色をしていた。

「眼鏡……」

　ようやく口をついた言葉に、主任は気まずそうに前髪をかき上げ視線を逸らす。

「あぁ、あれはダテだから。目は悪くない。目立つだろ、この色。こんなの、仕事には不要だから」

　そうだ。主任の瞳はとても目立つ。

　はっきりと覚えている。だって私は、この瞳に初めての恋をしたから。

　呆然と立ち尽くす私に主任が手を差し伸べた、その時だった。

　廊下の奥のほうから、慌てた様子の源兄ちゃんが小走りに近寄ってくる。

「萌愛が来たって!?　いや、あのさ、これには深い事情が……」

　その奥から、大きな鳴き声を発しながら、子犬がすごい勢いで駆け寄ってくる。

　なに、この子。源兄ちゃんの家に犬なんていた!?

「こらっ。萌愛は犬が苦手なんだから、誰かあっちへ……」

　激しく吠ほえる犬の声は止まらない。

　ざわっと体が震えるのと同時に、記憶の破片が頭の中にゆっくり落ちてくる。

　月夜のクローバー畑。なにかに誘われるように手を伸ばすと、葉陰に見つけた、完璧な形をした四つ葉のクローバー。

　それを手にした瞬間、犬が襲ってきて……。誰かが私の名前を呼んだのだ。振り返ると、塀を飛び越えてターくんが駆け寄ってきて……。有刺鉄線に引っかかって犬に追いつかれた私を、犬からかばうようにギュッと抱きしめてくれた。そんなターくんの左肩に、犬が噛みついて……。

　足元の子犬がじゃれつくように飛びついた。思わずキャッと声を上げる私をかばうように、主任の腕が肩を抱いた。

　とても近い距離で、懐かしい瞳が私を見つめている。好きで好きでたまらなかった、憧れの人のキレイな瞳だ。

　次の瞬間、突然体がふわりと浮いた。

　とっさに腕を首に回すと、さらに顔が近くなる。

　ほんの数センチの距離で交わる視線。戸惑う私を包み込むように、目の前の瞳が優しげに細められる。

「ターくん……」

　そのまま動けずに数秒見つめ合ったあと……。

　私をお姫様抱っこで抱きかかえたまま、吠え続ける子犬にいつもの秀明節が炸さく裂れつする。

「うるさい！　遊びたいのは分かったが、俺が先だ！」

　主任の半眼ににらまれた子犬が、「キューン……」としっぽを巻いて源兄ちゃんの後ろに隠れた。

　気づけば、奥さんを含めた家族が全員集合し、お姫様抱っこ状態の私たちに釘付けになっている。

「……源、悪いが、今日はこれで失礼する」

　なぜか顔の赤い源兄ちゃんに目配せすると、私を抱きかかえたまま、主任は玄関の扉を開けた。




　あれから車を走らせ、都内まで戻ってきた。既に時刻は午後六時を過ぎ、夜景で有名な場所に車を停めている。

　夜の闇が落ち、眼前に広がる色とりどりの光はまるで宝石のよう。ため息が出るような夜景に心奪われそうになるのを、いやいや待てよ、と思いとどまる。

　冷静になれば、主任に確かめたいことが山のようにある。

　加奈子さんとの誤解は解けたとはいえ、今までどうしてターくんだと教えてくれなかったの？　それに、私に内緒で両親と連絡まで……。黙っていた人は全員有罪だけど、毎日一緒にいたのに、半年も黙っていたなんてやっぱり許せない！

　主任が謝ってくるまで口をきくもんかと黙っていたけど、当の主任はさっきから前方に視線を馳せたままだ。

　眼鏡なしの横顔は、よく見ればターくんの面影そのもの。しばらくまじまじと見つめたあと、急に自分が情けなくなる。

　こんなに近くにいたのに、どうして主任がターくんだと気づかなかったんだろう。

「なに……？　ずいぶん情けない顔だな」

　うつむいた私に気づいて、主任が声をかける。主任には不似合いな、穏やかで優しい声だ。

　顔を上げると、王子様みたいな優しい微笑み。眼鏡がないと印象がまるで違う。

　このタイミングでそんな顔を見せるなんて、ずるい。

「昨日はよくやったな。滝川さんにも佐藤さんにも、お前のことをずいぶん褒められた。それから佐藤さんのお子さん、無事に産まれたって」

「よかった……」

　ホッとして笑うと、私を見つめる顔がクシャッと崩れた。そのあと、ちょっと表情を引き締め、主任の体がこちらを向いた。

「加奈子とのことだけど……」

「そのことは昼間、おばあ様の家で加奈子さんにお会いして聞きました。小学生の時、四つ葉のクローバーのキーホルダーを加奈子さんが失くしてしまったことも」

「お前、家に呼ばれてたの？　……やけにコソコソしてたからな、おばあ様。なにか企んでるとは思ってたけど。今日は俺抜きで、皆でいったいなんの悪巧みをしてたんだ？　……加奈子の仕業かな。お前が俺の初恋の女の子だってこと、昨日白状したとこだから」

　俺の初恋の女の子、だなんて。途端に頬を染めてしまった私に小さく笑いかけて、主任は長い指で唇を撫でる。なにかを考えるように少しだけ首をかしげる仕草も、思い出の王子様のままだ。

　トクリと小さな音が胸を鳴らす。隣にいる主任から目が離せない。

　そうだ。あれを渡さなきゃ。

　バッグに大切なものを入れていることを思い出す。ハンカチに包まれた思い出の品を手にした。

「あの、これ……。拓也さんが主任に渡してくれって」

　差し出したキーホルダーを、主任が穏やかな顔で受け取った。

「拓也……まだ持ってたのか」

「えっ……」

　知ってたの!?

　驚いて言葉を失う私に、主任が困ったような笑みを浮かべる。

「そうだろうなと思ってた。あの直後から、あいつの態度、激変だったから」

　そう言いながら、「分かりやすいからな、あいつ」と、また笑った。

　拓也さんがキーホルダーを持ち去ったのを知っていたのに、ずっと黙っていた主任。きっと本当のことを言えば皆が傷つくのが分かっていて、自分ひとりの胸にしまっていたんだろう。

　だけど、これをずっと持っていてくれた拓也さんも、本当はとても優しい人なのだと思う。自分のしてしまったことを悔やみながらも、ずっと加奈子さんを思っていた。そして、そんな拓也さんを加奈子さんは一途に思い続けて……。

　誰も悪くない。ただ、真剣に誰かを好きだっただけ。幼くたって拙つたなくたって恋には変わりない。きっと初恋は、見返りを求めない分だけ、大人より純粋な思いなのかもしれない。

　だって、大人になった私はすごく欲張りだ。主任を好きだと思うだけじゃなく、主任の心が知りたいもの。……主任の心が欲しいもの。

「それで……。あとはどんなことがバレたんだ？」

　ため息交じりに言った主任が、私の顔を覗き込む。シャツのボタンを多めに外した襟元が間近に迫ってきて、ドキドキする。

　顔が赤くなっていないかを気にしながら、わざとちょっと怒った口調で言った。

「……主任が髪を黒く染めてることとか」

「あれは拓也が髪を茶色くして、あまりにも似てしまったから、なんとなく」

「じゃあ、源兄ちゃんやお父さんたちまで、皆揃って主任のことを隠してたことは？」

　ツンと顔を背けながら言ったら、主任は少し慌てて身を乗り出す。

「それは、お前が覚えていないことも多かったからだ。特にケガをして犬に襲われた辺りの記憶が曖昧だと聞いた。……あのあと、一時的にだが放心状態になって入院もしたんだぞ。そんな怖い目に遭ったことを、皆思い出させたくなかったんだ」

　私のことを心配してくれる皆の気持ちは嬉しいけど、だけど、私は知りたかった。ターくんがこんなにそばにいて、見守っていてくれたこと。

「あと、入社試験の面接の時に私を見かけて、第三営業部に配属を変えたって……」

「あいつ、そんなことまで言ったのか!?　自分のことは棚に上げて……今度ひどい目に遭わせてやる！」

　にわかに落ち着きを失った主任が、照れたような怒ったような顔で視線を逸らす。

「経理に決まっていたのに変えたって……本当？」

「さ、さぁ、どうだったかな……」

　目を泳がせている主任なんて、見るのは初めてだ。

「面接で見かけた時、どうして私って分かったんですか？　長い間会っていなかったのに」

「いや、その……」

「誰かにうちを受けるって聞いたとか？」

「……ぁああ！　まいったな。もちろんすぐに確信したわけじゃない。でも、」

　不意に体を近づけてきた主任に、両腕を強くつかまれる。

　びっくりして見開いた目に映るのは、見たことのない顔。照れたように甘く顔をゆるませる、とんでもなく魅力的な、私の上司がいた。

「お前を見かけて……。誰だろって気になって、我慢できなかった。それで人事部長に奥の手使って……」

　言葉の最後は声が小さくなって、もうよく聞こえない。

「主任？」

「……こうなったら、全部白状するよ。他に質問は？」

　短いため息をついて、主任は少しだけ首をかしげた。

　その姿を前に、途端に愛おしい気持ちが湧き上がってくる。

　いつも私を悩ませるこの人の顔を、これからもずっと見ていたい。

「好きです、主任」

　思わず口にした本音に、大好きな瞳が見開かれ、ゆっくりと優しく細められていく。

「主任の顔を見ていたいです。これからもずっと」

　だってあなたと一緒なら、きっとどんなことが起こっても乗り越えていけると思うから。歩き出す勇気と力をくれるから。

「魔法だな」

　それまで黙って私を見つめていた主任が、悪戯っぽく言った。

「え？」

「こいつの魔法。……ちゃんと俺のところに戻ってきた」

　目の前でキーホルダーが揺れた。透明な樹脂の中の若草色は、あの日ようやく手にした四つ葉のクローバー。

「私、ちゃんと渡せていたんですね」

「救急車の中で、お前が握ってるのに気づいたんだ」

「そうだったんだ……」

　あの日私が見つけたクローバーは、ちゃんとターくんに届いていた。

　嬉しくて思わずキーホルダーに伸ばした手が主任につかまり、引き寄せられる。

「願いが叶う魔法だ。……すごいだろ？」

　私の手を握る主任の手に力がこもった。

　こうやって主任と出会えたこと、また恋をしたこと。すべては偶然じゃなかった気がする。〝運命〟なんて大げさかもしれないけど、願いを叶える魔法が私たちを出会わせてくれたと思うから。だけど……。

「ま、まだ全部許したわけじゃないですから！　ターくんだって黙ってたこと、やっぱりちょっと怒ってますからね！　最初から言ってくれれば、こんなに悩まなくっても……」

　わざと怒っているように言ったら、間近にある主任の顔がさらに近づいた。不意に真剣な顔を向けられ、ドキドキと大げさに心臓が波打つ。

「大人になったお前に恋をしたから。だから俺も、小学生のターくんではなく、成長した俺を見てもらいたかったんだ」

「えっ……」

「思い出の中の王子様じゃなくて、ひとりの男としてお前の前にいたかった」

　そう言ってぐっと力を込めた腕が私を引き寄せる。わずかに触れた唇がすぐに離れた。

「好きだ」

　そして、また重なる。今度は深く、濃く。

　何度も落とされるキスは、主任の背後にきらめく宝石のような輝きを残像に変える。

「萌愛……。もう俺から離れるな」

　熱いキスの合間に落とされたため息交じりの声に、私の胸はさらに甘く染められていった。










あなたのお気に召すまま




　シャンデリアがきらめき、ふかふかの絨毯が敷きつめられた大広間は、正装した華やかな人たちで賑わっている。

　私はグレープフルーツジュースを片手に、会場の中心を幸せな気持ちで見つめていた。

　視線の先には、たくさんの人たちの祝福を受ける拓也さんと加奈子さんがいた。

　すべての謎が解けたあの日から二週間。今日はふたりの婚約披露パーティーだ。

　あれから拓也さんと加奈子さんの縁談はトントン拍子に進み、来年の春には結婚の運びとなった。

　急に決まったということもあり、今日は親しい人だけを集めた内々のパーティーになった。

「いつもキレイだけど、今日の加奈子さんはほんっと輝いてるよね～」

　華やかなドレス姿の七海子が、ワイングラスを揺らしながら言う。

　今日は主役のいるパーティー。あまり派手にならないようにとはいえ、格式の高いホテルへの出席に、私たちは今回も衣装室のお世話になっていた。

　七海子はラインストーンがあしらわれた黒いドレス。今日は髪をアップにしていて、相変わらず芸能人並みの美しさだ。そして、私はというと……。

『鈴木様には、ぴったりのドレスがございました！』と張り切って差し出されたのは、ベビーピンクのパフスリーブのＡラインドレス。シルクタフタの光沢が、控えめな華やかさを演出している。

　とても素敵だけど、まるで絵本に出てくるプリンセスのようなドレスに躊躇した。

『あの、ちょっとかわいらしすぎるんじゃありませんか？』

　そう伝えると……。

『大丈夫ですよ。鈴木様なら、本当にイメージどおりに着ていただけます。とても控えめなお色ですし、目立ちすぎることもございません。なにより、秀明様とお並びになった時にとても映えます！』と興奮気味に言われ、返す言葉を失った。

　どうしてホテルの衣装室にまで、私と主任のことが知られているのだろう。

　その理由は、ようやくひととおりの挨拶を終えた主任と野口くんが私たちのところにやってきて、判明した。

「やっぱり似合ってるな、そのドレス。ひと目見た時から、お前に絶対に似合うと思っていた。まぁ俺の見立てだから、当然だけどな」

　長い指で唇を撫でながら、主任が満足げに言う。

「え？　それってどういう――」

　追及したい私を遮るように、主任と同じくタキシード姿の野口くんが七海子の手からグラスを取ると、残りのワインを飲み干した。

　その当たり前な仕草に、ちょっとドキッとする。

「あー、緊張した！　ホント、企業のトップクラスばっかりですよね！」

　今日拓也さんのゲストとして招かれた野口くんは、主任に連れられて名だたる面々と名刺交換をして回っていた。

「野口はうちの新入社員で一番の有望株だからな。取引先に売り込んでおかないと」

　その言葉に嬉しそうにする七海子と、照れる野口くんを見守る主任の横顔は優しくて、温かな気持ちが胸の奥からじんわり湧いてくる。

「ありがとうございます！」

　礼儀正しく頭を下げる野口くんの横で、七海子も一緒に頭を下げた。

　ふたりが飲み物を探しに行ってしまうと、残された私は、主任の妖しい視線につま先から頭の先までさらされる。

「あの……」

「とても似合ってる。これなら、そんなに露出もないし。大体、前のは少し肌を出しすぎだった」

　以前、パーティーで着たドレスは肩の傷があらわになってしまった。確かに、あんなドレスを私が着るのは見苦しい。

　目を伏せた私の心を察したように、主任がそっと肩を抱いてくれる。

「そういう意味じゃない。他の誰にも、お前の肌を見せたくないって意味。……俺だって、まだ見せてもらってないし」

　耳元でささやく声は、五感を鈍らせるほど甘い。

　今日の主任は、隙のないタキシード姿。珍しくダメ出しのないエスコートぶりは、ため息が出るくらい素敵だった。

　やがてパーティーが終わり、それぞれが帰路につき始める。

　七海子と野口くんを見送って帰り支度を始めた私たちのそばに、挨拶の波がようやく引いた拓也さんと加奈子さんがやってきた。

「秀明、今日はありがとう。それに……萌愛ちゃん、本当にありがとう。こうして加奈子をこの腕に抱くことができるのは、間違いなく君のおかげだ」

　そう言って加奈子さんを抱き寄せるタキシード姿の拓也さんは、本物の王子様みたいだ。加奈子さんも幸せなオーラに包まれている。

　ふたりの姿に思わず見とれていると、ちょっと不機嫌になった主任が私の腕を引き寄せる。

「……秀明、何度言ったら分かるんだ。そんな乱暴な扱いじゃ、プリンセスのご機嫌を損ねてしまうよ？」

　ため息をついて主任に注意する拓也さんの表情は、以前よりもずっと穏やかだ。

　主任と拓也さんは、あれから何度か話をしたらしい。長年のわだかまりも解けて、仕事帰りに飲みに行くこともあるようだ。

　グループ企業のトップを望んでいたはずの拓也さんはすっかり毒気が抜けて、『そんなことより加奈子とゆっくり暮らしたい』と言っているらしく……。『なんて勝手なやつだ』と主任はまたご立腹だ。

　ふんっとばかりにそっぽを向いた主任に、拓也さんは優しい微笑みを向ける。

「お前にもいろいろ迷惑をかけたから、今日はちょっとしたプレゼントがあるんだ。今日はホテルのご厚意で部屋を用意してもらってるんだけど、よかったら萌愛ちゃんと泊まって。俺と加奈子は行くところがあって。……那須の別荘、子供の頃よく行っただろ？　あの星空をふたりで見たいって、加奈子が言って聞かないから」

　そう言って、加奈子さんの肩をさらに強く抱き寄せる。

「だってあそこの空は、東京とはまるで違うでしょう？　あなた星座に詳しくて、よく私に星座の物語を話してくれたわ。……また聞きたいの。ふたりきりで」

　うっとりと拓也さんを見つめる幸せそうな加奈子さんに、胸がいっぱいになる。

「あぁ、もちろん」

　そう言うと、拓也さんは加奈子さんのほっぺにキスをした。

「ありがとう。遠慮なく使わせてもらうよ。今日は本当におめでとう」

　あまりのアツアツぶりに赤面する私の横で、平然とお礼を言う主任。

「それじゃ、あとはうまくやれよ、秀明。シャンパンとイチゴは俺からのプレゼント。あ、それと……」

　別れ際、拓也さんがなにかを耳元でささやき、一瞬主任の目が見開かれる。続いて笑顔で握手を交わし、拓也さんと加奈子さんが去っていく。

　ふたりの後ろ姿を見送ったあと、主任がうやうやしく手を差し出した。

「部屋までエスコートするよ。……お手をどうぞ、プリンセス」




　最上階にある、前回訪れた場所とは反対側にあるスイートルーム。部屋の間取りは同じでも、ファブリックやソファの雰囲気がまるで違う。少しアンティーク調の家具や天蓋付きのベッドは、まるで絵本に出てくるお姫様の部屋のようだ。

「素敵……」

　部屋に入るなり、うっとりと見とれてしまう。

　ガラステーブルの上には、拓也さんが用意してくれたシャンパンやイチゴ、それにちょっとした軽食やスイーツが並べられている。そばには、【萌愛ちゃんへ】と書かれたカードが添えられた箱が置かれていた。

　中を見ると、レースであしらわれた素敵すぎるナイティや下着類……。行き届きすぎた加奈子さんの気遣いに、心臓が止まりそうだ。

「……先にバスルームを使うけど、いい？」

　加奈子さんのプレゼントを前に固まる私の背後から、ためらいがちな主任の声が聞こえた。いつも会社で罵声を浴びせる声とはまるで違う、甘さの漂う優しいトーンに、なおさら動悸が激しくなる。

「はい、あの……。ごゆっくり……」

「ひとりじゃ、ゆっくり入ってもつまらないな。……萌愛も一緒に入る？」

「ひぇ？　い、いえ、私はその……。大丈夫ですから！」

　意味の分からない受け答えをしてしまい、さらに慌てる私に甘い微笑みを向けながら、主任はバスルームに消えた。




　主任と入れ替わりでバスルームに入り、加奈子さんの用意してくれたレースのナイティを身につける。ベッドルームに戻ると、既に部屋の照明は落とされていた。

　一面のガラス窓の外には、きらめく東京の夜景。ソファに座った後ろ姿は、ガウンを羽織っただけの主任。

　おずおずと近づくと、手を握られて引き寄せられる。

「そんなにカチカチになられたんじゃ、手を出しにくいな」

「すみません……」

　源兄ちゃんの家ですべてを思い出して以来、何度もキスはしたけれど、こうやってお泊まりすることはまだなかった。

　部屋まで送ってもらうたびに向けられる熱い視線に気づかなかったわけじゃないけれど、なんだかドキドキしすぎて、どうしたらいいのか分からなかったのだ。それに主任も、それ以上先に進もうとはしなかった。

　ドギマギする私に優しい視線を向ける、眼鏡をかけていない主任は、記憶の中のターくんそのものだ。

「おいで」

　そう言いながらさらに引き寄せられて、腕の中に閉じ込められる。愛しげに髪に手を差し入れて、触れるようなキスが繰り返される。

　心も体もとろけてしまうような優しいキスに、緊張で硬くなっていた体がだんだんほぐれて、くったりと体を預けてしまう。

　触れたい。触れられたい。この人の全部が欲しい。

　いつの間にか、自分の手が主任の背中や腕、柔らかな髪に絡みつく。

「俺が欲しい？」

　唇をわずかに離した主任が、目を細めて悪戯っぽく聞いた。ずっと焦がれていたガラスの瞳から目を逸らせない。

「俺は萌愛が欲しくて欲しくて、たまらない。大体、最初にプロポーズしてきたのは萌愛のほうなんだから、もっと積極的に愛してほしいもんだ」

「プロポーズだなんて、私……」

　戸惑う私の目の前で揺らめくのは、あの四つ葉のキーホルダー。

「しただろう？　さっき拓也が教えてくれた。知ってる？　四つ葉のクローバーの花言葉は、『Be Mine』。〝私のものになって〟だって」

「私のものになって……？」

　そう口にしてから言葉の意味に行き当たり、カーッと頭に血がのぼる。

「そんなの、知らなかった――」

「もう手遅れだ。撤回は受け付けない」

　そう言い放つと、吐息ごと唇を塞がれる。

　目の前にいるのは、ずっと憧れ続けた王子様。けれど、あの頃と違って大人になった彼の腕に抱かれ、求め合って……。こんなにも愛しく感じてしまうことが、嬉しくて、幸せで……。

　微笑んだ瞳が青く燃えて、キスが、息が、深くなる。

　そのあとは……情熱的な彼に、指先まで溺れていった。




　プリンセスのベッドで目が覚めた。なにも身につけていない肌に、上質なリネンが心地よく触れている。ひんやりした感触すら特別な、高級な滑らかさだ。そして……私の隣には王子様が眠っていた。

　朝の光が差し込むオフホワイトの空間の中で、長いまつげが頬に淡い陰影を落とす。

　そうっと音を立てないように顔を寄せると、思う存分美しい寝顔を見つめた。こうして眠っている時でないと、そうそう直視できるものではない。

　寝乱れた髪であらわにされた聡明な額。黒く染めているのだと拓也さんが言っていたとおり、生え際に柔らかな栗色の髪がほんの少し伸びているのが分かる。

　指先でそっと梳くと、身じろぎした手が私の体を探し出した。

「……起きてたの？」

　寝起きの掠れた声。ゆうべずっと私を呼んでいたそのままに、溶けるほど甘い。

「ごめんなさい……起こしちゃった……？」

「ん……。でも、もう少しこうしていたいな……」

　腰に回った腕が簡単に私の体を引き寄せる。

　昨夜、どこもかしこも嫌というほど触れられたというのに、裸のまま抱き合うのはやっぱり恥ずかしい。

　思わず身を固くした私に、まるでお構いなしの強引な腕が、ギュッと体を抱きすくめる。ひとりなら冷たく感じるシーツが、抱き合う体の下ではこんなにも暖かい。

「……大丈夫？」

　ほんの少しの後悔をにじませた瞳が、心配そうに私を見つめた。

「え……？」

「初めてなのに、何度も……。ごめん。萌愛が欲しくて、我慢できなかった」

　真顔で言われて、ゆうべあったいろいろなことが一気に脳裏をよぎる。

「い、いえ……」

　恥ずかしさに、思わず顔を背けた。

「……萌愛？」

　心配そうに頬を包まれて、視線を合わせられる。羞恥心から逃れたいだけなのに、それすら許してくれない王子様は、やっぱり少々強引だ。

「私も……。そうしたかったから……」

　主任の左肩に残る傷跡を指先でたどり、あの時私を守ってくれた力強い腕を思った。幸せな気持ちでじんわり湧いてきた涙を指で拭う。

　すると、私を見つめていた主任が少し困ったように微笑んだ。

「そんなふうにされると困る。また欲しくなるから、萌愛のこと」

　耳元に落ちたささやきに答える前に、柔らかに唇を塞がれる。

　優しく頬や首筋を撫でながら、最初は触れるだけだった唇が、次第に深く侵入してくる。思わず漏れてしまう息に応えるように、キスが激しさを増していく。

「や……主任……」

　甘えるように上ずった声を上げると、色素の薄い瞳がキラキラ光るのが見えた。

「秀明だ。……こんな時くらい、名前で呼んでくれ」

　体を起こした主任に、優しくシーツを剥がれる。カーテンから差し込む光の中で、簡単に組み敷かれてしまった。

　ゆうべとは違ってすべてがさらされる光の中。恥ずかしくて死んでしまいそうだ。

「や……！　こんなに明るいのに……」

「どうして？　俺は構わない。というか、こっちのほうがいい」

　微笑む瞳が細められる。ずっと求めていた、キレイな瞳。昨日から穴があくほど見つめているのに、やっぱり目が離せない。

　本当に夢みたいだ。……もしかして、夢!?　触れたら、消えてしまうとか？

　恐るおそる手を伸ばして、自分を見下ろす頬に添える。彼の手が重なって、指先にキスが落とされる。

　よかった、夢じゃない。目の前に、焦がれていた大切な人がいる。

「すごくキレイだ。萌愛……愛してる」

「秀明さ……」

「さんはいらない」

「秀明……大好き」

　目の前にある優しい瞳が私を捕らえる。絡まった指がシーツに押しつけられ、冷たいリネンは、そこからまた私たちの熱で染められていった。




「明日、源の家に行かないか？　実は俺、壮太と幸太が通ってる空手道場でたまに子供たちに稽古をつけてるんだ。久しぶりに源とも稽古したいし」

　年末も近づいたある週末、仕事帰りに主任が言った。

「私も主任や源兄ちゃんが空手をやってるとこ、見てみたいです！　それに子供たちも一緒なら楽しそう」

「そう？　ならよかった」

　そんな会話があった翌日の土曜日、訪れた源兄ちゃんの家で私たちはお昼をごちそうになっている。

「萌愛ちゃん、ごめん。これも運んでくれる？」

　キッチンから、源兄ちゃんの奥さん、舞ま美みさんに声をかけられる。

「うん！」

　テーブルの上には、所狭しと並べられた料理の数々。舞美さんが作ってくれた豪華なごちそうと楽しい会話に、心もお腹も満たされる。

「萌愛ちゃん、ホントにごめんね～。いろいろ手伝わせちゃって」

　そう言いながら、舞美さんがダイニングにやってきた。

「ううん、今日は本当にありがとう！　それに、主任が空手をしてるところも見てみたかったし……」

　源兄ちゃんと舞美さんは大学の同級生。当然、源兄ちゃんと親しく付き合ってきた主任の存在も知っていたわけで……。

「なんか、結果的に嘘うそついちゃったみたいになってごめんね。最初に萌愛ちゃんと会った時から、この話は萌愛ちゃんの前ではタブーってことになっていて」

「ううん、皆が私を心配してくれてのことだって分かってるから、大丈夫だよ」

　あれから、立原のおばさんには本当に何度も謝られて、逆にこっちが申し訳なくなってしまうほどだった。

「そう言ってもらえて、よかった。そうそう、今日は稽古納めだから、道場でお菓子を食べたりゲームをしたりするの。毎年ターくんも来てくれて、けっこう盛り上がるんだよ。ターくん、女子たちにすごい人気でね」

「そうなんだ～」

　どこへ行っても、秀明ブランドは健在だ。

「だけど、お付き合いしたばっかりだし、ホントはふたりきりで過ごしたかったんじゃない？　この前お姫様抱っこで萌愛ちゃんが連れ去られたあと、もー、壮太も幸太も大興奮でさ。あ、私も」

　そう言って舞美さんがクスクス笑うから、私は真っ赤になる。

　その時、主任が私のほうに視線を向けた。

「萌愛、顔が赤いぞ。熱でもあるんじゃないのか？」

　心配そうに言ったあと、テーブル越しに手を伸ばして私の前髪をかき上げる。

　忍び笑いの舞美さんと、ゆでダコのような私。そして、「ラブラブだ～！　ラブラブ～！」と騒ぐ子供たちに、赤面して固まる源兄ちゃん。

「熱はありません！」

　慌ててお茶を飲んでごまかしたけれど、私を見つめる主任の瞳が優しくて……。

　この人に見つめられることがとても幸せで、こんな些さ細さいなことにもときめいてしまうのだから、きっとこれから心臓がいくつあっても足りないだろう。ほんとに幸福すぎる悩みだけれど。




「エイッ！」

「セイッ！」

　子供たちの覇気が感じられるかけ声が、道場に響いている。

　道着を纏った老若男女が、それぞれ気迫のこもった稽古をつけている。

　今日が稽古納めということもあってか、道場内には気持ちのいい緊張感が漂っていた。そして、主任はというと……。

　視線の先にいる稽古着姿の主任は、まぶしいくらい凛り々りしい姿で、小学生の男の子たちを指導している。皆が見とれて練習どころではなくなるから、主任の生徒に女の子はいないらしい。

　主任に見とれる私の隣では、舞美さんが壮太と幸太を見守っている。ハラハラしながら向ける優しい眼差しは、愛情に満ちたお母さんの目だ。

「声が小さいっ！」

「ヤー！」

「腹の底から声を出せっ。そんな気合いじゃ、見ただけで弱いと分かるぞっ」

「セイッ！」

　小さな壮太が、師匠の厳しい眼差しに泣きそうになりながら、必死で叫んでいる。もう、ほとんどやけくそだ。そんな姿がかわいくて仕方ない。

　何度も何度も繰り返して叫ぶ壮太。きっとこうやって、主任も源兄ちゃんも強くなっていったのだろう。

「ター！　ちょっとこっち頼む！」

　源兄ちゃんに呼ばれて、主任が走っていく。その姿を見ながら、ここ最近ずっと浮かんでいた疑問がまた浮かぶ。

「なんでターくんなんだろ……」

　何度か聞いてみたけれど、主任は曖昧にはぐらかすばかりだ。言い含められているらしく、源兄ちゃんの口も固い。

　そしてここへ来て、なんとなく感じていた違和感。

　普段、主任を呼ぶ人たちは皆『秀明』と呼ぶのに、今日ここにいる人たちはほぼ全員が『ターくん』と呼ぶ。源兄ちゃんの家族はもちろん、師匠も、子供たちも、子供たちのお母さんも、皆『ターくん』なのだ。

　不思議そうにつぶやいた私の声が届いたのか、舞美さんが満面の笑みを浮かべて私の顔を覗き込んだ。

「あら、知らなかった？　あ、もう始まるね。すぐに分かるよ」

　意味ありげに視線を向けた先では、主任と源兄ちゃんの手合わせが始まろうとしていた。

「押お忍す」というかけ声で組くみ手てが始まる。軽やかに体を揺らす主任に対して、源兄ちゃんは静かに体を移動させる。

「セイ！」

「エイヤー！」

　普段のふたりからは想像もつかない、気迫に満ちた声だ。有段者ふたりの手合わせに、他の人たちも稽古の手を止めて見入っている。

　主任がじわじわと間合いを詰めていった時、急に緩慢な動きから素早く体を翻した源兄ちゃんの足が高く空を舞った。その瞬間……。

「ターーッ!!」

　ひときわ高く、覇気に満ちた鋭い声が道場に響き渡る。

　その声に、女子たちの「キャー！」という黄色い歓声が盛大に湧いた。

　目の前には、一瞬で身をかわした主任の蹴りの一撃が胴に入り、がっくりと膝をつく源兄ちゃんの姿があった。

　ふっと息を整えた主任は、一礼したあと、源兄ちゃんの腕を引き上げる。

「ター、萌愛がいるからって張り切りすぎだろ」

「お前がたるみすぎなんだ」

　文句を言いながらも楽しそうなふたりは、あっという間に子供たちに囲まれていく。

　確かに主任はすごくカッコよかった。あの華麗な身のこなし、誰が見たって心を奪われてしまうに違いない。だけど……。

　……〝ター〟!?

　呆然とする私に、笑いながら舞美さんが近寄ってくる。

「ね、今ので分かった？　『ターくん』って呼ばれてる理由」

　クスクス笑いながらの説明で、他の皆とは少し違う主任のかけ声が、そのあだ名の由来と分かる。

「あっ……」

「源に聞いた話なんだけどね。ターくん、空手を始めた頃はなかなか大きな声が出なくって。それで、ある日突然出したすごい気合いが『ター』だったんだって。それ以来、メキメキ強くなって、だからそれ以来、あだ名がター。試合でも、ここって時には必ずあの気迫のこもった『ター』で勝つんだって」

「そうだったんだ……」

　今では想像もできないかわいらしい主任の子供時代を想像し、思わず笑みが溢れる。

　完璧に見える主任でも、そんな小さな挫折を繰り返してきたんだ。

　温かな気持ちに包まれながら、私は子供たちに囲まれる頼もしい道着姿を見つめた。




　稽古場をあとにして、マンションの近くで車を停めた時には、もう辺りは暗くなっていた。

「今日は付き合わせて悪かったな」

　運転席の主任が、私に顔を向けた。

「いえ、私もすごく楽しかったです」

　ターくんの由来も聞けたし、なにより空手をやっている主任のカッコよさに見とれてしまった。子供たちに対する厳しくも優しい態度も素敵で……。そんな姿にますます惹かれてしまう自分に、少し戸惑ってしまうほどだ。

「そうかそうか。改めて惚れ直したか。まぁ、無理もない話だ」

　確かにそのとおりだけど……。得意そうにいつもの秀明節で言われ、なんだかちょっと面白くない。

「別に惚れ直したわけじゃないです」

　横を向いてそっけなく言うと、途端に主任の表情が険しくなった。

「なんだ、なにか気に入らないことでもあったか」

「別に……」

　そう答えた瞬間、少しイラ立った気配の主任に、強い力でシートに押しつけられてしまう。逃げ場を失った私を、すぐ近くで強引な瞳が見つめている。

「言いたいことがあるなら、はっきり言え」

　オフィス同様、この人からは逃れられそうもない。そう観念して、まっすぐな眼差しを受け止めた。

「……だって、私ばっかり主任のことを好きみたいで」

　泣き出しそうな気分でようやくつぶやくと、鋭い視線を向けていた表情が一瞬で崩れる。

「え？」

「私ばっかり、もっともっと好きになっちゃう……」

　そんなのずるい、と言いかけた言葉を主任の唇が塞いだ。そして強く抱きしめられる。

「バカだな」

　怒ったような照れたような、主任の顔。ふわりと力を抜いた両手で、私の頬に触れる。続けて、壊れ物を扱うように、長い指が私の顔形をたどった。

「こっちだって夢見心地なんだ。バカみたいに浮かれて、全然余裕なんてないんだよ。それくらい分かれ」

　優しいダメ出しのあと、主任の唇がまた私に触れた。

　最初は軽く触れるだけだったキスは、重ねるたびに深くなる。啄ついばむように、貪むさぼるように。その強い刺激に音を上げてしまいそうな私をあやすように、時々優しいキスが落とされる。

　体の力が抜けて、すべてを委ねる。頭の中がとろけてしまいそうだ。

　長いキスのあと、ようやく唇が離れた。息を乱れさせる私を、主任の優しい腕がそっと抱いてくれる。

「ごめん。だけど、止まらない。まだまだ足りない。……もっと萌愛に触れたい」

　甘い言葉を耳元でささやかれ、恥ずかしいけれど体中が幸せな気持ちで満たされる。

「でも主任、空手の練習もしたし疲れたんじゃないですか？　今日は早めに帰ったほうが……。稽古のあとも、子供たちと思いっきり遊びましたし……」

　そう。練習のあと、道場の子供たちとゲームをして楽しいひとときを過ごした。子供相手にゲームでムキになっていた主任。オフィスとは違う一面を見ることができて、なんだか得した気分になった。それに、意外と子供好きだと分かり、なんだかホッとした。

　やだ……ホッとするって、なんで？

　主任との未来を思い描いた自分にびっくりしてしまい、思わず主任の胸に埋めていた顔を上げた。そんな自分の挙動不審さに焦って、耳まで熱くなる。

　だけど……。もし願いが叶うなら、主任によく似た小さな王子様に、いつか会ってみたい。

「幸太も壮太も筋がいい。あいつら、絶対強くなるな。……まぁ、俺たちの子供だって負けてはいないだろうが」

「えっ!?　えっと……」

　心を読んだかのような主任の発言に焦りまくって慌てる私に、「なんなら……試してみるか？」と再び甘く唇を塞がれる。

　頬に触れる長い指が首筋を伝って背中に落ちる。私の頭の中は、すぐにその愛しい存在だけでいっぱいになっていく。

　心の小箱の中にいるターくんは永遠に大切な宝物だ。けれど目の前にいる愛する人は、こうしている今も、また私の心を上書きして埋め尽くしていく。

　これからも、嬉しかったり、楽しかったり、時には苦しかったりする毎日を繰り返し、生きていくんだ。

　誰よりも大切なあなたと、ずっと一緒に。
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ささやかな永遠～side秀明～




「主任、あの、チョコ食べますか？」

　助手席でゴソゴソとバッグを探っていた萌愛が、銀紙に包まれたチョコを差し出した。

　チラリと視線を向けると、萌愛は小首をかしげて、問いかけるようにこちらの様子を窺っている。

　透明な素肌に、潤んだ黒目がちな瞳。珊さん瑚ご色いろの唇はうっすら開いている。

　その不意打ちの刺激は本能を直撃しそうで、俺は慌てて視線を逸らした。

　早朝の出発からずっと、隣に座る愛おしい恋人はやれ飲み物だ、おにぎりだとずいぶん張り切ってお世話係をしてくれている。

　車窓を流れる景色が明るく澄んだ日差しを受けてキラキラと輝き、まるで俺たちを祝福するかのように天候に恵まれた、この週末。

　誰だって心が浮き立つような気持ちよさに加えて、こうして大切な人と一緒にいられるのだから、その極上のひとときは筆舌に尽くしがたい。

　それに、ふたりそろっての初めての遠出に、萌愛だって至極ご機嫌な様子だ。

　なによりいつもより少し華やいだ彼女の表情や、時折こちらを盗み見る子猫のように潤んだ眼差しには、俺への気持ちが溢れているのが見て取れて、自然と頬がゆるむ。

　かわいい。萌愛は本当にかわいい。

　愛らしい彼女が俺だけを見つめてくれているのが嬉しくて、これから先もずっと一緒にいられることが幸福で、なんだか怖いくらいだ。

　都内から高速を走ること、既に三時間。萌愛の実家までは、こうして朝早く出発すればなんとか日帰りできるくらいの距離にある。だから、早々に両親に挨拶を済ませたかった俺にとっては、とてもありがたい。

　それに萌愛の実家があるのは、あの夏以来訪れる機会がなかった土地。俺と萌愛にとっては、運命的な出会いをした思い出深い場所だ。

「主任？　あの、チョコ……」

　わずかに流れた沈黙に、萌愛が不思議そうな視線を向ける。

　危ない。油断していた。だらしなく惚ほうけた顔を見られてはいなかっただろうか？

　慌ててバックミラーで自分の顔を確認し、いつものようにクールな表情を作り込む。

　俺としてはもう少し〝完璧な上司〟を演出していたい。萌愛を好きすぎてこんなにも情けなくメロメロな姿を、まだ明かしたくはないのだ。

「運転中だから、手が離せない」

　視線を前方に向けたままビジネスモードで短く返すと、萌愛が慌てたように手を引っ込めた。

　黒目がちの瞳を瞬かせて、見なくても分かる、少しがっかりしたような表情。

　あぁ、もう。路肩に車を停めて、今すぐ抱きしめてしまいたい。

「あの、すみません。じゃあまたあとで」

「食べさせて」

「えっ!?」

　取り繕うようにチョコをしまいかけた萌愛が、瞬時に固まった。少し唇を開いて、戸惑うように潤んだ瞳を見開く。

　会社でもそんな顔が見たくて何度も困らせたなんて、今となっては絶対に明かせない秘密。トップシークレットってやつだ。

「ちょうど甘いものが欲しいと思っていたところだ」

　視線を前方に向けたまま言うと、透明感のある色白の頬が一瞬で紅く染まったのが分かって、肌がざわりと粟立った。

　ダメだ、なにを考えている秀明。今は運転中、しかも高速道路の上という危険極まりない場面だぞ。

　それでも、萌愛のなにげない仕草や表情、なによりこんな初々しい態度には、否が応でも敏感に反応してしまう。仕事中はなんとか頭を切り替えていられるものの、今日のようにプライベートな時間には、心も体もすべて萌愛に委ねられてしまう自分に、半ば呆れる。

　ずいぶん深く、愛してしまっている。

　面接を受けに来た萌愛を会社で見かけてから、いや、もしかしたらもっと前から、俺の心にはずっと萌愛が住みついていたのかもしれない。

「運転中だから、両手が塞がってる。早くしろ」

　優しく言ったつもりなのに、焦ったように包み紙を解いた萌愛の、チョコを持つ手がぷるぷると震えている。

　そのかわいらしさに、もういっそ指まで食べてしまいたい衝動に駆られたが、本当に危険だからそれだけは思いとどまった。

　少しだけ傾けた顔にそっと近寄ると、萌愛の細い指が慎重にチョコを唇に押し込む。苦さのないスウィートチョコレートが、舌の上でとろけた。

「おいしい？」

　頬を染めたままの萌愛が、こっちを見て微笑む。

「ああ」

　視線だけで微笑むと、花が咲いたように可憐な笑顔が向けられた。その尋常ならざる愛らしさに、一瞬気が遠くなる。

「よかった。……毎日すごく忙しいのに、今日は本当にありがとうございます。わざわざこんな遠くまで」

「お前が礼を言うことじゃない。きちんと両親にご挨拶に伺うのは、俺としても最優先でやらなくちゃいけないことだから。それに久しぶりに来られて、俺も嬉しいよ」

　カーナビに従って高速を下りると、周囲の風景に懐かしい気持ちになる。同時に脳裏をよぎる鮮烈な記憶に、体中に緊張感が走った。

　そんな俺の心を知る由もなく、隣にいる萌愛が無邪気な笑顔を向ける。

「チョコ、もうひとつ食べますか？」

「ああ」

　するりと口の中に滑り込んだチョコレート。甘い層は一瞬で溶けて、中から溢れ出すのは、さっきとは違ってビターなクリーム。純度の高いカカオとアーモンドで、口の中にほろ苦さが広がる。

　そうだ。思い出はただ甘いだけじゃない。

　今日の困難なミッションは、まだ始まったばかりだった。

　小学生時代は、父親の転勤に伴い転校を繰り返していた。萌愛のいた小学校にいたのもわずか一年。源之助と同じクラスになり、お互い空手を習っていることもあってすぐに意気投合した。萌愛は源之助の家の隣に住む、小さな女の子だった。

『特別な月夜に四つ葉のクローバーを見つけたら、願い事が叶う』

　そんな言い伝えを教えてくれたのは母さんだった。そして自分は願いどおり、父さんのお嫁さんになれた、と。

　あの時は、夏休みの終わりに東京に戻ることが決まっていた。

　もう少しここにいたい……。そんな感傷的な言葉を受け止めてくれた小さな萌愛が、俺のために工場跡にひとりで四つ葉を探しに行き、事件は起こった。

　野犬に襲われた恐怖とケガの痛みで意識を朦もう朧ろうとさせていた萌愛とは違って、俺のほうはあの時のことを今でもはっきり覚えている。

　駆けつけたそれぞれの両親。険しい顔をした大人たちの会話。

『萌愛の肩の傷は一生残る』

『女の子なのに……』

　そんなやり取りが聞こえて、気づいた時には大人たちの間に立っていた。

『萌愛の傷の責任は、俺が取りますから』

『秀明くん。君みたいな小学生が責任を取れる問題じゃない』

　考えるより先に叫んだ言葉を、すぐさま萌愛のお父さんにぴしゃりと遮られてしまったが……。

　萌愛を守りたい。小学生だったけど、本気でそう思ったんだ。




「まぁまぁターくんたら、立派になって。こんなにイケメンさんになってたなんて。うふふふ」

　コーヒーをテーブルに置きながら、萌愛のお母さんが満面の笑みを浮かべる。

　実際に会うのは小学生以来のことだが、実は萌愛の両親、特にお母さんとはあれからずっと交流があった。

　あの事件のあと、さよならも言わずに別れてしまった萌愛と俺。それを気遣って、源之助経由でお母さんが手紙をくれたのがきっかけで、今ではメールをやり取りする関係だ。お父さんにも、最近は萌愛の会社での様子を知らせるために、時々電話をかけている。

「ご無沙汰しています。今日はせっかくのお休みにお邪魔してしまって……」

「なに言ってるの～。萌愛と秀明くんがふたりで来てくれるなんて、本当に嬉しいわぁ。ねぇ、お父さん」

「あぁ……」

　話を振られたものの、お父さんの反応は鈍い。

「お父さんたら、せっかく主任が来てくれたのに、ちゃんと返事してよ」

「いや、いいんだ。こんなふうに突然押しかけて、お父さんが驚かれるのは当然のことだよ」

　憤慨した様子の萌愛を、やんわりなだめる。

「お父さんたら、拗ねてるのね」

　なにもかもお見通し、といった感じで、お母さんが含みのある微笑みを浮かべる。

「ば、バカなこと言うな。誰も拗ねてなんか……」

「お忙しいところにお邪魔して申し訳ありません。お父さんとは時々お電話ではお話させていただいていますが、一度直接お目にかかりたくて」

　礼儀正しく真摯な態度で、お父さんの目をまっすぐ見つめる。

「いや、こちらこそいつも萌愛の様子を知らせてくれてありがとう。いつも娘が面倒かけて申し訳ない」

「面倒だなんてことはありません。萌愛さんはしっかり仕事もこなして、取引先の信頼も得ていますし」

　表面上は友好的な言葉が並ぶ会話も、お互いのぎこちなさはごまかせない。いつもの電話連絡とは違う改まった俺の態度に、お父さんのほうもかなり警戒しているのが窺える。

　けれど、今日はこちらも一歩も引くことはできない。ここは超えなくてはならない最大のハードル。それに俺も、もう小学生なんかじゃない。

「秀明くんはとても優秀なんだって？　いつも萌愛から聞いているよ」

「主任はすごいんだよ。今大きなプロジェクトにも関わってるし」

　得意げに俺を自慢してくれる萌愛に、思わず顔がほころぶ。

「僕ひとりの力ではありません。社内のさまざまな人たちに支えられての結果です。萌愛さんにもずいぶん助けてもらいました。つい先日も、僕が不在時のトラブルに的確な対応をしてくれて、僕もお得意先もとても助かったんですよ」

「萌愛が、本当に？　優秀な秀明くんの助けになっているなんて、とても信じられんが」

　ほんの少し打ち解けた表情になったお父さんに安心したのか、萌愛がホッとした笑顔を向けた。

　それを機に、俺は姿勢を正した。

「今日はお父さんとお母さんにお許しいただきたいことがあってお伺いしました」

　そう言って、萌愛の両親にまっすぐに視線を向ける。

　そんな俺を受け止める存在は、身長こそ追い越したが今でも大きなままだ。あの時『責任を取れる問題じゃない』と俺の言葉を遮った、萌愛の絶対的な保護者。

　それでも言わずにはいられない。もう俺は、萌愛なしでは生きていけないのだから。

「今、萌愛さんとお付き合いをさせていただいています。萌愛さんには改めて申し込むつもりですが、僕としては結婚を前提にしたお付き合いだと考えています。そのことをご両親にも了承していただければと思っています」

　その瞬間、空気が張りつめる。

　驚きのあまり、萌愛は口を開けたまま呆然としている。お母さんは……笑いを堪える歓喜の表情だ。

　追い風に勇気を振り絞るものの、膝の上できつく握りしめた手が冷たい。緊張からうっすらとにじんだ汗が、さらに体温を下げる。

　そんな俺を、緊張した面持ちのお父さんが強い視線で見返した。

「秀明くん。萌愛は平凡なサラリーマン家庭の娘だ。君のような御曹司の家で、うまくやっていけるのかな」

「家柄は関係ありません。先日萌愛さんとのことを報告したら、両親も祖母も非常に喜んでいました。特に祖母は萌愛さんのことが大変な気に入りようで、僕に無断でふたりで遊びに行ってしまうほどなんです。祖母に萌愛さんを取られそうで、僕もうかうかしていられない状態なんですよ」

　こんなに必死になって誰かに許しを請うなんて、初めての経験だ。こんなに誰かを欲しいと思ったことも。

「確かに、君のご家族はとても気さくないい方たちだ。でも我々とは、住んでいる世界が違う。ご家族がいい方々でも、周囲の偏見にさらされるようなことがもしかしたらあるんじゃないのか？」

「そういったことで萌愛さんを悲しませることは、絶対にありません。約束します。僕が必ず守ります。だから萌愛さんを……萌愛さんを僕にください！」

　思わず大声を出してしまったあと、リビングに静寂が訪れる。

「主任……」

　萌愛は既に瞳を潤ませている。その背中をお母さんが撫でる。

　息を弾ませた俺を見つめるお父さんの視線がふっとゆるむ。次の瞬間、立ち上がってこちらに歩み寄ると、強く握りしめた俺の手にお父さんの手がそっと重ねられた。大きくて、温かな、揺るぎない父親の手だ。

　ずっと萌愛を守ってきたこの人にはまだ敵わない。

　そう瞬時に悟る。

「力が入りすぎだ、秀明くん。……分かったよ。君が萌愛を大切にしてくれていることは、ちゃんと分かったから」

　体がソファに張りついたように動かない。そんな俺の傍らに膝をついて、お父さんが肩を叩く。

「お父さん、僕は――」

　口を開こうとした俺を、お父さんの穏やかな言葉が遮った。

「いや、こちらこそふつつかな娘だがよろしく頼む。それにうちは娘ひとりだから、僕にも息子ができる気がして嬉しいよ。……本当はあの時から、いつかこうやって君が萌愛をもらいに来てくれるような気がしていた。いいんだ、君になら託せる。なにより、萌愛の大切な秀明くんだからね」

「お父さん……」

　遠い日、子供だった俺を一蹴したこの人は、きっとまだ幼かった俺に必要以上の責任を負わせたくなかったのだ。そんな大きな優しさに今さらのように気づき、目頭が熱くなる。

「だけど男親ってのは、娘に対して特別な感傷があってね……。君も娘を持てば分かるよ。そうなったら、また話をしよう」

　立ち上がったお父さんが、照れくさそうに目を逸らした。そして中庭に続くガラス戸を開けて、庭へと誘う。

「最近は盆栽に凝っていてね。この枝ぶり、けっこういいだろう？」

「……見事ですね」

　ごしごしと目をこすって、盆栽に向かうお父さんのあとを追う。

　俺はバカだ。これはミッションなんて、そんなものじゃない。ただ、家族に加えてもらうために許しを請う。お互いを支え合うことを確かめる。萌愛を守ることを約束する、誓いの場。

　これから長い年月の中で幾度か俺たちに試練が訪れた時、きっと見守ってくれる大切な存在が、今また増えたのだと実感する。

「あの時のお礼を、まだ言ってなかったな」

　盆栽に目を向けたまま、お父さんが言った。

「あの時、萌愛を守ってくれてありがとう。これから先は、また君が守ってやってくれ。だけど、ああ見えて案外頑固な娘だから、覚悟してくれよ」

「約束します。……それにひと筋縄ではいかないことは、もうずっと前から分かっていますから」

　あの日、萌愛が見つけた小さな魔法が、数え切れない幸福を運んできてくれる。

　……いや、違うか。俺はもうとっくに手に入れていたのかもしれない。まだ少年だった頃、小さな萌愛に出会ったあの時から。

　見上げれば、高く澄みきった冬の空。どこまでも冴え渡るその青さに、俺たちの未来を重ね合わせた。




　それから皆で昼食を楽しみ、思い出話に花が咲いた。思いのほか長居をしてしまったせいで、両親の元をあとにした頃にはもう陽が傾いて、萌愛のマンションの前に着いたのは夜も遅い時間になってからだった。

　いつもの場所に車を停めてエンジンを切り、そっとシートベルトを外して助手席に身を寄せる。

　シートにくったりと体を預けた萌愛は、まだぐっすり眠っている。

　ほんの一時間ほど前まで、行きと同じく甲か斐い甲が斐いしくお世話をしてくれていたけれど、本当はずっと気を張っていたのだろう。目をこすったり手の甲をつねったりとしばらく無駄な抵抗をしたあと、急に動かなくなったと思ったら安らかな寝息が聞こえてきた。

　あれだけ『眠ってもいいぞ』と言ったのに、なかなか言うことを聞かない萌愛は、お父さんが言っていたとおり『案外頑固な娘』なんだろう。

　本当は、萌愛を実家に置いて帰ってくるつもりだった。久しぶりに帰ったのだし、両親や地元の友人と話したいこともあったはずだ。それなのに、萌愛は俺と一緒に帰ると言って聞かなかった。

　それを、なんだか嬉しそうに見送ってくれたお母さんとお父さん。あの優しげな顔を思い出すだけで、心に温かさが灯る。

「ん……」

　わずかに身じろぎした萌愛の髪が、はらりと口元にかかった。

　俺はそっと顔を近づける。さらりと落ちた黒髪をひとふさ耳にかけてやると、「ふっ……」と艶のある息を漏らす。

　それだけで心臓が止まるほどの威力を発揮していることを、萌愛は知っているだろうか。

　そんなことを考えながら、思わず苦笑してしまう。

　これじゃ、鬼の秀明も形なしだ。

　目の前で小さく上下する愛しい呼吸を見守っていたら、不意にその長いまつげが震える。

「ん……。あ……ごめんなさい、私、寝ちゃって……」

　まだ寝ぼけ眼まなこの萌愛が、目をこすりながら慌ててシートベルトを外して姿勢を正した。

「朝が早かったからな。疲れたんだろう」

　既に愛しさでいっぱいになってしまっている自分に戸惑いながらも、俺はなんとか平静を保つ。

　まずい。抱きしめたくてしょうがない。手綱はこっちが握っていたはずなのに、いつのまにか立場逆転されてる……？

「主任だって、ずっと運転で疲れたでしょう？　今日は本当にお疲れさまでした。それにありがとうございます。両親もターくんに会えて喜んでました」

　まだぼんやりした表情を残したまま、黒目がちな瞳が俺を映す。

「俺だって、萌愛のご両親に会えて嬉しかったし、楽しかった」

「本当ですか？　それじゃ、今度は一緒に泊まって帰りましょう」

　その言葉の意味を知ってか知らずか、萌愛は軽はずみにそんなことを言う。

「お前は泊まってくればよかったのに。実家に帰るの、久しぶりだったんだろう？」

「いいんです。いつでも帰れるし。それになんだか、主任をひとりで帰したくなくて。……ごめんなさい、なんか私、変なこと言ってますね」

　そう言って、照れ笑いをする萌愛。

　変じゃないさ。俺だってずっとお前と一緒にいたい。ただ物分かりのいい大人のフリをしてるだけ。カッコつけてるだけの、カッコ悪い俺だ。

「今日の主任、私の両親をすごく気遣ってくださって、とっても嬉しかったです。それに……ちゃんと私とのこと、両親に話してくれて……嬉しかった――」

　言葉の続きを遮るように、柔らかな萌愛の体を抱きしめた。白い首筋に顔を埋めると、甘い香りが胸を満たす。

　もういい。〝完璧な上司〟も〝年上のプライド〟も。萌愛の前ではなんの役にも立たない。俺の負けだ。

　大体、勝ち負けだなんて発想をすること自体、勝負になっていなかったのかもしれない。萌愛はいつだって、勝ち負けなんかで判断しない。そこにあるのは、今も昔も俺に対する優しい気持ちだけで……。

　誰よりも大切な人を前にすれば、駆け引きもプライドもなんの意味もない。

　抱きしめて、そこにいてくれることを確かめて、ただ愛をねだる。

　それだけでいいんだ。

　今日一日我慢した分、思う存分抱きしめて、そっと体を離して顔を覗き込む。

　すると案の定、耳まで真っ赤に染めた色白な顔が、おずおずと俺を見つめ返した。

「あの、主任？」

「待って。黙って……」

　なにかを言いかけた唇にそっと指を添える。

　びくりと体を震わせた萌愛に微笑みを返しながら、彼女の手を取り、キスを落とす。愛しい人に愛を乞う、ただの男として。

「萌愛にお礼を言わなくちゃいけないことがたくさんある。まず、また俺の目の前に現れてくれてありがとう。仕事の面でも、本当に助かっている。それから、祖母と仲よくしてくれることも嬉しい。拓也と加奈子の誤解が解けたのも、萌愛のおかげだ」

　萌愛と再会してから、本当に俺の周りでは幸福なことばかりが起こる。

　幸運のクローバーを探せば願いが叶うと母さんは言ったけれど、俺にとっては、萌愛そのものが幸福の証なのかもしれない。

「こうして一緒にいられることも、俺にとって本当に幸せなことだから……。だから、ありがとう」

　素直な気持ちを伝えると、萌愛の瞳に薄い膜が張り、やがてキレイな涙が頬を伝った。

　唇を寄せてそっと涙をぬぐうと、わずかに開いた珊瑚色の唇から切なげなため息が漏れる。

　我慢できずにまた抱きしめた。

「主任……」

　甘い声で誘いながら俺を探す、その柔らかな唇を塞いだ。何度かあやすように甘噛みしたあと、深く合わせて溶け合う。

　シャツの裾をつかむ萌愛の手が震えている。

　わずかに唇を離した瞬間、視界に入る濡れた唇。

　悪い、今日は逃がしてやれそうもない。

　舌でそっとなぞると、唇がふわりと開く。体の奥で今にも暴れ出しそうな獣を抑え込みながら優しく侵入すると、神経が痺しびれるような甘さが体中に広がる。

　もっともっとと貪るように求める俺に、戸惑いながら萌愛が応える。

　かわいくてたまらない。

　彼女のすべてを自分のものにしてしまいたくて、さらに深く入り込む。

　車内には、互いの弾んだ息遣いだけが聞こえる。

　心の底から沸き起こり、溢れ出す、狂おしいような愛しさは、まるで甘い毒。

「ずっと一緒にいてくれ。……永遠に」

　はやる胸をなだめてようやく唇を離した俺を、頬を上気させた萌愛が見つめている。

「私も、ずっと一緒にいたいです。これから先、おじいさんとおばあさんになるまで。主任が皆に嫌われるおじいさんになっても、私だけはそばにいますから」

「それだけじゃダメだ。墓の中まで一緒だから」

「え？」

　黒目がちな瞳が思いきり見開かれる。

「俺と結婚してくれる？」

　渾こん身しんのプロポーズに、萌愛の瞳はみるみる涙で溢れて……。

「はい」

　俺たちの幸福な物語は、これから先もずっと続いていく。

　ひだまりに花が咲くように、当たり前に、ずっと永遠に――。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。はじめまして。有坂芽流と申します。

　たくさんの本の中からこの作品を手に取っていただき、本当にありがとうございます！

　まさかまたこんな機会をいただけるなんて……。夢のような幸運がとても嬉しく、そして大変感謝しております。本当にありがとうございます！




　今作のヒロイン・萌愛は、初恋の王子様が忘れられない、恋に臆病な女の子。偽の王子に惑わされたりと秀明をやきもきさせますが、最後には勇気を出して本当の恋にたどり着きます。

　この物語では萌愛の初恋がとても大きな意味を持つのですが、皆さんの初恋はどんな思い出でしょうか？

　私の初恋は萌愛と同じく小学校二年生の時、同じクラスのとっても足の速い男の子でした。サラサラした髪のイケメンで、当然女子の憧れの的。告白なんて勇気はなく、小学校卒業以来会うことはありませんでしたが、彼が運動会でリレーを走る姿は、今でも鮮やかに脳裏に焼きついています。

　初恋の思い出には、そんな特別な力があるような気がします。この物語を読んだあと、皆様がそれぞれの初恋を思い出してくださったら嬉しいな、と思っています。




　最後になりましたが、今回もたくさんの方々に支えていただき、この作品を一冊の本にすることができました。本当にありがとうございます。

　道しるべのように私を導いてくださったベリーズ文庫担当編集の森上様、そしてヨダ様。とても素敵なイラストでふたりを描いてくださったゆえこ様。美しい装丁をしてくださった金子様。そしてなによりも、いつも優しく応援してくださる読者の皆様。皆様の存在が、私の書く力になっています。心から感謝とお礼を申し上げます。




　それでは、いつかまた。どこかでお目にかかれますことを祈って。





有あり坂さか芽め流る
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